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服飾デザインを通じた地域創生と国際交流に関する実践的研究
〜 ブルー＆グリーンアートプロジェクトBGAP 2024

「海と陸とアップサイクル」を事例として 〜
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要旨：
2020年から開始されたブルー＆グリーンアートプロジェクトBGAPは、地域における環境問題の課題解決につい

て、海と陸を繋げて考える点に特徴がある。ここ数年はシンポジウムと展覧会を実施して、課題解決の議論ととも
に芸術文化を通じたプレゼンテーションを行う方法をとってきた。今回は着物のアップサイクルをテーマにした展
覧会を実施し、併せて環境問題をテーマに創作活動をしている美術家、長坂真護の作品も展示した。作品とシンポ
ジウムにおいて、長坂の環境と文化と経済の循環を目指すサステナブルキャピタリズムという考えに学ぶことも
BGAP2024の目的であった。

本論は「服飾デザインを通じた地域創生と国際交流」をテーマとし、主にBGAP2024の活動の中で服飾デザイン
の領域から考察したものである。Ⅰ章は研究概要、Ⅱ章はBGAPの前身であるアグリアート・フェスティバルから
今日までの服飾デザインの活動について、地域創生と国際交流の観点から検証した。長年、山口の地域資源を活用
する国際的なワークショップを行ってきたが、今回はハワイ大学マウイカレッジとオンライワークショップを実施
して、日本サイドと共に着物のアップサイクルを行った。

Ⅲ章では長坂真護の美術作品を含め、展覧会の服飾作品をコンセプトとともに紹介する。また原田裕作は工場廃
棄物を、柏原エリナは海ごみを活用した服飾デザインをしており、それぞれが作品について検証した。今回の展覧
会では国際交流として着物のアップサイクルを行った結果、制作するフェーズと展示して鑑賞するフェーズで、双
方の考え方が見られ有意義であった。

以上のように地域創生と地域の課題解決に向け芸術文化活動としての服飾デザインの活動をしてきた。今後は小
さな活動であるかもしれないが、経済へと少しでも循環させられるような活動をして行くことが目標である。
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Abstract: The Blue & Green Art Project (BGAP), launched in 2020, is unique in that it addresses regional 
environmental issues through the interconnected perspectives of sea and land. Over the past few years, BGAP 
has held symposiums and exhibitions to encourage discussions on environmental challenges while presenting 
solutions through art and culture. The 2024 exhibition focused on kimono upcycling and included works by 
environmental artist Mago Nagasaka. A key objective of BGAP 2024 was to explore Nagasaka’s concept 
of "Sustainable Capitalism," which aims to create a harmonious cycle among the environment, culture, and 
economy.  

This paper examines the theme of "Regional Revitalization and International Exchange through Clothing 
Design," primarily discussing the activities of BGAP 2024 in the realm of clothing design. Chapter I provides 
an overview of the research, while Chapter II traces the evolution of clothing design activities from BGAP’
s predecessor, the Agri-Art Festival, to its current endeavors, analyzing them through the lenses of regional 
revitalization and international exchange. BGAP has long facilitated international workshops that utilize 
Yamaguchi’s local resources. This year, an online workshop was held in collaboration with the University of 
Hawaii Maui College, focusing on kimono upcycling with participants from both Japan and Hawaii.  

Chapter III highlights the clothing pieces featured in the exhibition, including Mago Nagasaka’s art and their 
underlying concepts. The works of Yusaku Harada, utilizing factory waste, and Erina Kashihara, incorporating 
marine debris, were also featured. The process of kimono upcycling in this exhibition, framed as an international 
exchange activity, proved to be significant, offering insights into perspectives in both the creative phase and the 
exhibition and appreciation phase.  

In summary, BGAP continues to utilize clothing design as an art and cultural initiative aimed at regional 
revitalization and addressing local issues. Looking ahead, the project aims to expand these efforts, even on a 
modest scale, with the aspiration of contributing to the local economy through sustainable practices.
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Ⅰ研究創作概要
2020年から開始されたブルー＆グリーンアートプロ

ジェクトBGAPは、地域における環境問題の課題解決
について、海と陸を繋げて考える点に特徴がある。こ
こ数年はシンポジウムと展覧会を実施して、課題解決
の議論とともに芸術文化を通じたプレゼンテーション
を行う方法をとってきた。今回は着物のアップサイク
ルをテーマにした展覧会を実施し、併せて環境問題を
テーマに創作活動をしている美術家、長坂真護の作品
も展示した。作品とシンポジウムにおいて、長坂の環
境と文化と経済の循環を目指すサステナブルキャピ
タリズムという考えに学ぶこともBGAP2024の目的で
あった。

本論は「服飾デザインを通じた地域創生と国際交
流」をテーマとし、主にBGAP2024の活動の中で服飾
デザインの領域から考察したものである。Ⅱ章は「ブ
ルー＆グリーンアートプロジェクト2024　海と陸と
アップサイクル」における基調講演で筆者が発表した
BGAPの前身であるアグリアート・フェスティバルか
ら開始された地域発の服飾デザインと国際交流の変遷
を報告する。そして今日までの約10年余りの活動を振
り返り検証する。

国際交流については、ハワイ大学マウイカレッジの
学生と教員に対して、筆者が滞在していたホノルルか
らオンラインワークショップを行なった。ここでは、
メールの記述式インタビューにより、筆者が持参した
着物のアップサイクルについて、マウイカレッジから
の参加者が日本文化とハワイの文化をどのように解釈
し作品を制作したかについても言及する。

Ⅲ章では美術家、長坂真護の作品を含め、展覧会の
服飾作品をコンセプトとともに紹介する。山口ファッ
ション＆テキスタイル研究所と山口企画デザイン研究
所のメンバーは着物の他に、海ごみ、工場廃棄物など、
資源の循環やアップサイクルをテーマに制作された。
加えて原田裕作は工場廃棄物を、柏原エリナは海ごみ
を活用した服飾デザインをしており、それぞれが作品
について検証した。

本論の理解を深めるために、「ブルー＆グリーン
アートプロジェクト2023 Vol.２ 海のある周防大島と
ハワイの幸福 – 地域循環共生と再生型観光の視点か
ら –」（2024年3月24日実施）と「ブルー＆グリーン
アートプロジェクト2024 海と陸とアップサイクル」
（2024年10月19日実施）におけるシンポジウムについ
て文字起こしした原稿を本論の後に編集して収録して
いる。

パネラーのミツエ・ヴァーレイ（ハワイ州観光局日
本支局支局長）によるとハワイでは観光振興やサステ
ナブル観光のフェーズから、オーバーツーリズムによ
り破壊されつつあるハワイの自然や暮らしについて、
再生型ツーリズムが実践されている。ハワイアンの伝
統的な精神に基づき、人を労い敬うというマラマとア
ロハの双胴船を目指した活動が紹介された。伝統的な
コミュニティの再生や自然保護や再生を観光客や住人
を巻き込んだ新しい観光のあり方など、山口の地域に
おいても学ぶべき点が多かった。

こうして日本サイドでハワイの現状を知るとともに、
ハワイの若者に日本文化としての着物の歴史や基本知
識を共有するなど、双方の生活文化や伝統に関する情
報が共有された上で、作品制作が行われた。

我々の実践的研究は、環境に関わるものであるが、
基本的には環境と調和した人間の暮らしのウェルビー
イングを目指すものであり、環境問題に関わることが
苦しいとか大変というのではなく、自然に意義が感じ
られ、楽しく行動できる活動へと動機付けることを目
指しているものである。ウェルビーングについては、
「海と陸とウェルビーイング 〜 幸せは手仕事にやど
る 〜」（2023年10月22日、ラポールゆや）における
シンポジウム（註1）を参考して欲しい。

Ⅱ　アグリアート・フェスティバルからブルー＆グ
リーンアートプロジェクトへと展開した服飾デザ
インと国際交流

１活動のはじまり
2020年から開始されたブルー＆グリーンアートプロ

ジェクトは、2013年から2019年まで実施されたアグリ
アート・フェスティバルの後継として開始され、現在
まで継続している創作活動である。共同研究者の安倍
昭恵BGAP会長が2011年に起きた東日本大震災からの
教訓で、農業の重要性に改めて気付き、農業を始めた
ことから服装の重要性を考え、筆者に農作業着の開発
の提案をしたことがきっかけとなっている。地域の
農業振興を考えるときに、若者に関心を持ってもら
うことが重要だ。スタイルから入ることで、若者が
農業に興味を持つ動機付けができるのではないかと
いうことで、共通のスタンスが共有された。その結果、
mompekkoシリーズを開発することになった。

筆者は2007年からルーラルファッションいわゆる農
作業着に着想を得た田園ファッションをテーマに研究
創作の活動をはじめた。フィールドリサーチのために
山口市仁保地区の農業者へのインタビューをした。そ
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の時にほとんどの女性が農作業着でモンペを絶賛した
ことに着目した。仁保の道の駅での展覧会や第1回山
口県総合芸術文化祭ミュージアム・タウン・ヤマグチ
2007「HEART2007」の一環として、山口県立美術館
との共同研究でアグリ・アート・ツーリズム（註2）を
山口中心商店街、主に米屋町商店街のアーケードを舞
台として開催した。この時に、モンペ・ヌーボーの商
品開発を有限会社ナルナセバと共に行なった。その6
年後にmompekko開発プロジェクトが始まった。

２アグリアート・フェスティバルにおけるmompekko
の開発、地域創生そして国際交流

（1）アグリアート・フェスティバルの概要
アグリアート・フェスティバル（註3）では、舞踊や

コンサート、シンポジウムそしてファッションショー
及び展覧会などの構成で取り組んできた。ファッショ
ンショーではプロのファッションモデルや芸能人さら
に地域住民や学生などがモデルを担い、豊かなステー
ジの内容が展開された。地域住人の参加者を通じて、
アグリアート・フェスティバルが地域の人々の新しい
文化として認知されるようになった。

テーマは「大地の声をきく」（2014年）、「和敬清
寂 〜 夏は涼しく 〜」（2015年）、「自然との対話」
（2016年）、「The Force of Water水の力」（2017
年）、「リアル・アグリ 〜 風と遊ぶ 〜」（2018年）、
そして「光の棚田」（2019年）であった。農業文化振
興のために、稲作に注目して東後畑で田植えフェス
ティバルを数回実施した。瑞穂の国である日本という
視点から、上記のような日本文化の特徴と考えられる
テーマをコンセプトにしてきた。お田植え神事などに
登場する早乙女の新作衣装もデザインし、東後畑の地
域の早乙女と共同で田植えフェスティバルでの儀式的
なはじまりの田植えとルネッサ長門における能舞台の
背景における演技的空間で、地域の子供や大人と大学
生が一緒に早乙女の踊りを披露した。

長年、作曲は田村洋、振付及びステージングはリル
レイ・ダンススタジオのREI・KOをはじめとするダ
ンスパフォーマー、映像撮影は山口メディア研究所な
どがプロジェクトに参加した。長門市の文化振興課や
農業振興課の多大なるサポートによって大規模なイベ
ントへと成長した。

写真1　2013  mompekko global 写真2　2014  mompekko raita
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写真4　2016年開発のmompekko cosmoと2019年開発のsumokukko
写真5　2017 mompekko nagato
 モデル　DOZAN 11 aka 三木道三(左)
 安倍昭恵（中央）水谷由美子（右）

写真3-1　2015  mompekko & salopekko takijima

写真6　2018  mompekko motonosumi 
 モデル　大西倉雄市長（当時、左から4番目）と長門市民

写真3-2　 2015  サプライズ参加された安倍晋三内閣総理大臣（当時）
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（2）mompekkoの開発
アグリアート・フェスティバルの主な成果は

mompekkoシリーズの開発である。特に長門市からの
受託研究も内包していたために、全国の棚田百選に選
ばれた東後畑に注目し、発表は主に長門市で行われ
た。開発されたmompekkoは有限会社ナルナセバとの
協働により、実験的な販売を行うことができたために、
人々の生活の中に提案した農作業着が落とし込まれた。

7年間のプロジェクトは長門市で2019年10月13日に
全国棚田（千枚田）連絡協議会の主催で開催された棚
田地域振興・第25回全国棚田サミットとの共同開催
への参加で幕を閉じた。mompekkoは「グローバル」
（2013年）（写真1）、「raita」（2014）（写真2）、
「takijima」（2015年）（写真3-1,2）、「cosmo」
(2016年) （写真4）、「nagato」（2017年）（写真
5）、「motonosumi」（2018年）（写真6）そして
「tanada」（2019年）（写真7-1）をテーマにして、
毎年のように商品開発をして、舞台にて発表した。こ
の活動を開始した後で、長門市の海岸に突き出るよう
に赤い鳥居が見事な景観を作っている元乃隅稲荷神社
（現在改名され元乃隅神社）がアメリカのCNNが選
ぶ今年行くべき日本の31ヶ所に選ばれたために、この

エリアが有名になり、多くの来訪者が訪れる事になっ
た。突然に、インバウンド観光のデスティネーション
として、急成長を遂げた。こうした事情を取り込んで、
2018年のmotonosumiは染織によるオリジナルの生地
を作るのではなく、プリントで制作した。それはこの
年にコンサートで参加したDOZAN11（現DOZAN11 
aka 三木道三）が写真をスキャンして作曲するソフト
を開発したことに起因している。このソフトがスキャ
ンするプロセスで縞模様が生まれることに着目して、
123基の赤い鳥居が青い海に向かって陸上からライン
を作っている元乃隅神社の美しい景色の写真と東後畑
の棚田の風景の写真などを活用して、縞柄を作りプリ
ントでそれを表現した（写真7-2）。テクノロジーと
の融合であるとともに、この頃世界的にインテリアの
みならずアパレルにおいてもテキスタイルのインク
ジェットプリンターが普及をしてきた頃だったので、
あえてプリントのテキスタイルデザインに挑んだ。

2013年の実験的な制作にはじまり、2014年から独自
にデザインされたやまぐち縞（機械織）の生地を使っ
たモンペの商品開発は2019 年まで続いた。開発され
た商品は長門市をはじめ、県内各地にて販売され、地
域の人々に知られるようになった。後に山口市のふる

写真7-2　 2019  元乃隅神社と東後畑の夜の写真を使い音楽ソフトで
デザインした作品　モデル　安倍昭恵

写真8　2021  左からmompekko salopekko tsunagikko 写真7-1　2019  mompekko tanada　モデル 我妻マリ
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写真9　アグリアート・フェスティバル2017フィナーレ　ラップランド大学とハワイ大学マウイ校のゲストと共創

さと納税の返礼品にも登録された。その他、カタログ
販売の通販に参加して一定の成果を上げた。

ファッションショーに関しては、上記のmompekko
とシリーズ作品(salopekko、tsunagikko、 sumokukko
など)（写真８）のコレクションとともに、各年の
テーマに沿って制作した作品や国際交流によるワーク
ショップでできた作品あるいはフィンランドやハワイ
などテーマに沿って自国で制作された作品の発表など
が行われた。
（3）国際交流とデザイン

他方で創作作品のコンセプトは一貫してサステナブ
ルと地域資源の活用及び国際交流などをテーマにデザ
インを展開して来た。国際交流はまず2009年からラッ
プランド大学との共同研究から始まった。以後、新型
コロナが蔓延する以前の2019年まで続いた。

2015年にやまぐち国際・地域文化フォーラム実行委
員会（実行委員長　水谷由美子）を作り、公益財団
法人東芝国際交流財団からの支援を受けた。そこで
フィンランドをはじめフランス（LISAA Paris）、中
国（青島大学）、韓国（慶南大学校）から学生や教員
及びその地域のプロのデザイナーを招聘して、山口で
ワークショップを始めた。また、2017年にハワイ大学
マウイカレッジを訪問する機会があり、その後学術的
な交流が始まった。以後のイベントにはラップランド
大学やハワイ大学マウイカレッジ、慶南大学校からの
参加もあった。

その都度、グループ分けをして、日本の学生と海外
の学生という組み合わせで、創作活動を行なった。主
に山口の地域資源としては、山口市における徳地手漉
き和紙、防府市の伝統的な藍の天然灰汁発酵建ての染
色、柳井市の柳井縞、下松市の国際美容文化研究所の
着物の着付けのワークショップを行った。加えて重要

な素材としてはデニムを使った。現代的素材であるデ
ニムを使った背景は以下のようである。

デニムは、2000年から2009年まで山口市でデニムの
全国レベルのコンテスト、ジャパンファッションデザ
インコンテストin山口を開催した時の主な素材テーマ
であった。また、2006年に山口で開催された第21回国
民文化祭におけるファッション文化の振興部門のメイ
ンテーマにデニムが選ばれ、プレイベントから2年間、
産学民公で多くのイベントが開催されて山口における
素材として認知された。その結果、デニム加工技術が
山口県の地域資源として認定された。

その他に、日本文化を伝えるために日本の建築や庭
園などにおける研修には、瑠璃光寺五重塔、山口市菜
香亭、常栄寺雪舟庭などを訪問した。

共同研究として、フィンランドからはトナカイの皮
革や羊毛のフェルトが提供され、双方の文化融合が感
じられる作品が生まれた。服飾デザインにおいては、
こうした文化融合などが容易に生まれやすい特徴があ
り、フランス、中国、韓国そしてハワイの若者の作品
にもこうした特徴が見られた。特に、ハワイは人種の
坩堝で参加者は先祖あるいは自身が多様な国の出自の
ものが参加していた。それゆえに、それぞれの参加者
にとってもアイデンティティと思われる出自の文化の
特徴が色やモチーフなどに現れ、必ずしもハワイアン
の文化の表現という訳ではなかった。その結果、日本
人を含む多国籍な参加者による、文化の対比や融合な
ど、ユニークな作品が生まれた。

やまぐち国体・地域文化フォーラムの活動であった
国際的なワークショップで創作された作品は、毎回ア
グリアート・フェスティバルのファッションショーで
発表された（写真９）。
（4）成果
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の知見であった。その内容が非常に感動的であり、今
後の活動の目標にもなる内容だと共感した。安倍とこ
うした考え方を基調に活動をして行こうと決定し、海
をブルー、陸をグリーンと形容して、ブルー＆グリー
ンアートプロジェクト実行委委員会を命名し、新たな
活動を開始する事になった。

ただ、2020年の春には新型コロナウィルスが蔓延し
はじめており、それから2023年までは非常に不自由な
環境の中で開催せざるを得なかったが、開催内容を検
討しながら毎年継続してきた。また、アグリアート・
フェスティバルは1年に1度の開催であったが、主催者
や協力者の意欲が高まり1年に2回から3回など活動が
活発化されてきている。
（2 ）アグリアート・フェスティバルを継承した

ファッションショー
ブルー＆グリーンアートプロジェクトは、2020年に

アグリアート・フェスティバルと同じフィールドであ
る長門市の東後畑ではじまった。アグリアート・フェ
スティバルは2013年から棚田の再生という目標も掲げ
つつ実施してきたが、前項で述べたように棚田の直接
的な再生への貢献は難しかった。2019年の夏に開始さ
れた棚田のハーブ畑化が進んでおり、1つの畑がコス

写真12-1　ブルー＆グリーンアートプロジェクト2020
 開墾された後畑のコスモス畑の舞台（長門市）

東後畑をフィールドとして、農業文化振興や地域
活性化を目的として活動をしてきた。そこで、7年間、
継続したイベントを開催したために、地域の人々に認
知され愛されるものに成長してきた。それ故に、地域
文化創造という点や早乙女の踊り（写真10）の共創な
ど、農業文化振興という点からは意義あるものになっ
たと考える。

しかし、東後畑の棚田の振興に果たして役立ったか
というと疑問が残るところであった。幸いに、アグリ
アート・フェスティバルの最終年に、長門市で全国棚
田サミットが行われ、地域のNPO法人ゆや棚田景観
保存会が積極的な活動を開始した。具体的には藪に
なっていた棚田を開墾し、ハーブ畑にする計画が持ち
上がった。そこで、保存会メンバーや大学生そして
高校生とともに、BGAPのメンバーも棚田で初めての
ハーブ植えの行事に参加した。

その後、この地域に行く度に薮が棚田に変わってい
た。現在は、ハーブ畑だけでなく、ドッグランなども
できている。棚田の先には日本海が広がっていて、こ
の景観を楽しむことができる遊具もあり、この地域を
訪問してきた観光客のデスティネーションにまでに
なっている（写真11）。

　
３ブルー＆グリーンアートプロジェクト2020-2024
（1）プロジェクトのはじまり

アグリアート・フェスティバルが終了し、筆者が次
のフェーズは陸から海へと課題を展開しようと提案し
た。それに対して、安倍昭恵共同研究者が次のような
話をした。海の環境を整えるのに陸の環境を整備する
ことで成功した例がある。東日本大震災において気仙
沼の牡蠣養殖者が陸と海をつなげて開発していたため
に、東日本大震災による大打撃から見事1年で復活し
たというNPO法人森は海の恋人（代表 畠山重篤）の
活動についての話である。その話は筆者にははじめて

写真11　藪から開墾された後畑の棚田の風景 2024年10月写真10　東後畑での田植えフェスティバルにおける新旧の早乙女
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モス畑になっていた。ここに上記保存会が舞台空間を
作った。そこには手作りで白塗りされた木製のステー
ジができていた。長門市立旧文洋小学校が会場であっ
たが、シンポジウムが始まる前に、棚田でのファッ
ションショーが実現された（写真12-1,2)。地域との協
働で棚田でのファッションショーを行うことは2013年
から目標にしてきたことで、長年の夢だった。上記の
棚田開発における中心人物、和田愛子（写真12-1の右
から２番目)は、以下で述べるファッションショーに
mompekkoを着て出演した。地域との共同、共感、そ
して共創が実現した出来事だった。

この時以来、ブルー＆グリーンアートプロジェクト
に関する安倍昭恵会長との共同研究は新たなフェーズ
へと移行する事になった。たとえばテーマだけでなく、
活動の場所も長門市から山口市、周防大島町、そして
今回のように下関市へと拡大された。
（3）ブルー＆グリーンアートプロジェクトの展開

 農業という陸の課題について取り組んで来たが、
2020年以来、三方を海に開かれた山口県における海の
課題について取り組む事になった。特に海と陸を繋げ
た課題解決ということが基本的なコンセプトになった。

特に、長門市においても海の課題があり、ビーチク
リーンを行いながら、その課題について認識をもった。
新たなフィールドとして、周防大島との協働の環境が

写真12-2　ニホンアワサンゴをモチーフにしたウエディングスタイル

写真13　アトリエa.p.rファッションショー2024｢Yamaguchi Tourism.｣
やまぐち大殿ひなさんぽ2024内1dayイベント　大殿大路に
て　2024年3月3日

整ったことがあり、以後、毎年、取り組んできた。

４　国際交流と日本の着物のアップサイクル
（1）着物のアップサイクルの計画

現在、日本では多くの家のタンスに眠っていた着物
が古着市場に出回り、着物のアップサイクルが家庭で、
あるいはビジネスとして盛んに行われている。家庭内
で母親や祖母などの着物を自分の洋服に仕立て直す、
ビジネスでオーダーを受けて市販の着物あるいは家族
の着物から自分のドレスや普段着にするあるいは着物
生地を使って生活小物やインテリアにするなど多くの
リメイクが行われている。好例として、山口ファッ
ション＆テキスタイル研究所のメンバーである片山涼
子(アトリエa.p.r代表)は、一般の個人からのオーダー
を受けるとともに、演奏家や歌手あるいはダンサーな
どとのコラボレーションをしている。山口市の大殿大
路に関わる複数の団体との協働により、ファッション
ショー（写真13）をひな祭りの時期に長年継続して
行っている。そこでは着物のアップサイクルと地域と
の共創を実現しており、長年の実績と評判を得ている。

今回はアップサイクルをテーマに、捨てられるもの
にもう一度命を与え、新たな価値を創出する活動を、
国際交流を交えて実施しようと考えた。

しかしながら、世界的な感染症蔓延による影響でか
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つてのように日本に招いて日本人などと共同でワーク
ショップする環境が整っていなかった。それ故に、日
本人は各自のテーマで自分に縁の着物を用いて制作す
ることにし、ハワイの参加者には筆者が着物を持参し、
オンラインにてワークショップを行うことにした。

日本サイドは、山口ファッション＆テキスタイル研
究所Y-FATIと山口企画デザイン研究所Y-PADIに呼
びかけ、参加を得ることになった。海外ではハワイ大
学マウイカレッジとラップランド大学に参加を呼びか
けた結果、前者が参加申し出をしてきた。海外の場合
には、着物の入手が難しい。そこで、幸いにも山口市
徳佐の古民家に残されていた着物の寄贈を受けたので、
それらを筆者とハワイ大学マウイカレッジの学生たち
が活用することにした。
（2）オンラインワークショップの開催

筆者はいくつかのプロジェクトをするために6月に
ホノルルを訪問した。期間が8泊9日と短期間のために、
マウイ島まで行くことが難しかった。それ故に、ホノ
ルル滞在中のホテルからマウイカレッジの教員と学生
に向けてワークショップを開催する事にした。

この期間に第13回太平洋芸術・文化祭ハワイ2024
「オセアニアを再生する」がホノルルで行われる事に
なり、マウイカレッジの国際交流の責任者、ステファ
ニー・オヒガシがハワイ大学のブース参加のためにホ
ノルルに来る事になっていた。筆者の滞在したホテル
は上記芸術祭会場の近所であったことも功を奏し、オ
ヒガシの助けを得てワークショップを開催する事に
なった。偶然、オヒガシがハワイで長年日本舞踊を
習っていたことがわかった。それ故に、着物について
の知識も豊富で、当然着物の畳み方も心得ていた。

オヒガシと準備を終えて、2024年6月10日の午前11
時（ハワイ時間）から1時間程度、オンラインワーク
ショップを行うことができた。ベッドに持参した振袖、

道行コート、訪問着などを並べ（写真14）、パソコン
のカメラで写しながら、着物の歴史や種類、それぞれ
の特徴などをレクチャーし、最後には身につけてみて、
簡易に着方の説明もした。

カメラの向こうには、山口県立大学にてかつて行
なったワークショップに参加した教員、シェリル・マ
エダとマリア・ラゾウティ及び学生3名がいた。当初
は10数人以上の学生が参加希望していたが、奨学金対
象の人数に限りがあり、選抜された3名の学生が参加
していた。
（3） ハワイ大学マウイカレッジにおける制作につい

て
具体的なワークショップの作品は次章で紹介される。

以下の質問を展覧会終了後にラゾウティ先生に記述式
で尋ねた。以下にラゾウティの言葉を以下に引用する。
１ ）今回の着物のアップサイクルのテーマについてど

のようにディレクションをしたか？
「私は学生たちに、ハワイの文化や自分が継承して

いるものについて何かエピソードを話してもらいまし
た。私は個人的に、着物をアロハシャツのようなハワ
イで一般的に着用されている衣服にアップサイクルさ
せることを提案したが、学生は最終的には各自のデザ
イン美学を反映したものをデザインした。」
２ ）オンラインワークショップで、学生たちは着物に

ついてどのような理解を得たと思いますか？
「学生たちは、着物がどのように作られ、どのよう

な場面で着用されるのか（フォーマル、セレモニー、
インフォーマル）を理解できたとともに、このプロ
ジェクトに参加できることに感謝していました。」
３ ）生徒の作品についてどう思われますか？簡潔にお

答え下さい。
「着物をリサイクルするのは今回が初めてでした。

それを考えると、みんなよくやったと思う。繰り返し
になりますが、これは文化交流なので、アロハシャツ
やムームーのような、ハワイで一般的で、日常的に着
用されているものをもっと反映したものを作ってほし
いと思いました。しかし、最終的には彼女たちに任せ
ました。

各学生から共通して聞かれたのは、このプロジェク
トは彼女たちがそれぞれに日本のスタイル（着物）の
美学を愛好していたので難しかったということでした。
そこで彼女たちが作ったのは、日本の美学とハワイの
文化や、学生のブリエラにとってはフィリピンの伝統
を反映させたストーリーとのリミックスになりまし
た。」

写真14　オンラインワークショップのための着物　ホノルルのホテル
にて　2024年6月12日
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次に学生に以下の質問をしてブリエラから返信が
あったので以下に引用する。
４ ）今回、着物をテーマに洋服をデザインしてみて、

どのような感想や発見がありましたか？
「着物はデリケートで大切に扱わなければならない

ので、アップサイクルすることに緊張と興奮が入り混
じっていました。着物ははるばる日本からマウイま
で運ばれてきて、届いてからどれを使うか検討しま
した。私のインスピレーションは、祖母が持ってい
た『Every Grain of Rice』という本から得たものだっ
た。最終的に、白と桃の振袖と紫の道行きを選びまし
た。」
５ ） 日本人の様々なアップサイクル作品を見て、ど

のような印象を持ちましたか？
「みんなが着物で作ったものを見るのが好きでした。

どの作品も伝統に敬意を払いつつ、創造性、革新性、
環境への配慮がミックスされていました。これらのデ
ザインは、古い衣服に新しい命を与え、芸術的で機能
的な物語に変えていました。」

５まとめ
（1）展覧会全体について

次章において、参加者の作品について、各自の書い
たコンセプトと作品写真を掲載する。またコンセプト
は本論の付録として掲載した「ブルー＆グリーンアー
トプロジェクト2024　海と陸とアップサイクル」の当
日プログラムの内容を転載している。

展覧会では、着物のアップサイクルの他、海ごみ、
工場廃棄物や店舗で廃棄されるカーテンなどに注目し
て制作した服飾作品も展示された。

また、イベントのコンセプトでアップサイクルに関
して、文化と環境と経済の循環に着目しており、サス
テナブル・キャピタリズム（持続可能な資本主義）を
提唱している長坂真護の作品も展示した。共同企画者
である安倍昭恵ブルー&グリーンアートプロジェクト
実行委員会会長がかつてから長坂と交流しており、作
品を所有していた。筆者の企画を安倍に提案した際に、
偶然にも非常に親しい関係であったことがわかった。
同時に、故安倍晋三元内閣総理大臣が、長坂のアトリ
エで長坂の手ほどきを受けて、作品を制作していた
（写真15）ことも展覧会開催のしばらく前に解り、安
倍会長所有の長坂作品と同時に安倍元首相の作品も展
示された。シンポジウムの際に、長坂がパネラーとし

写真15　安倍昭恵　長坂真護　安倍晋三（長坂のアトリエにて）
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て発言した際に、安倍元首相の作品は昭恵会長とのコ
ラボレーションでもあると語られた。
（2 ）山口ファッション＆テキスタイル研究所及び山

口企画デザイン研究所の作品
以下で具体的な作品について作者自身の言葉でコン

セプトが語られたものを転載しているが、ここでは、
簡単にどのような着物あるいは工場廃棄物などのアッ
プサイクルをしたのかを俯瞰してまとめてみる。

出自はここで特に述べないが、いわゆる使用されな
くなった着物を用いて制作したのは、入江幸江、小田
令子、武永佳奈、そして水谷由美子である。工場や店
舗で発生した廃棄物やストックを活用したのは原田裕
作、石田彩夏であり、長年染織アトリエで眠っていた
生地を提供され活用したのは甲斐少夜子であった。

Ⅲ 「海と陸とアップサイクル」展について
1　展覧会概要

本展覧会は「海と陸とアップサイクル」をテーマに、
下関市民会館中ホールロビーにて、服飾及びアート作
品等の展示を行ったものである（写真16）。出展者は
ブルー＆グリーンアートプロジェクト実行委員会から
依頼を受けた、山口ファッション＆テキスタイル研究
所Y-FATI、山口企画デザイン研究所Y-PADIのメン
バー及びアップサイクルやリサイクルをテーマに活動
するアーティストら、企業等である。さらに国際交流

の一環として、ハワイ大学マウイカレッジで服飾デザ
インを学ぶ3名の学生も来日参加し、水谷が現地に赴
いた際に提供した着物生地を主素材に用いた服飾作品
が出展された。

本章では、すべての出展作品について写真とコンセ
プト（作品概要）とともに紹介する。次節では筆者ら
の作品2点を取りあげ、アップサイクルの手法及び実
験的な取り組みについて解説し、多角度からその成果
を検証する。

以下で記載される出展作品の作品概要は基本的に作
者自身が記述したものであるが、No. 1-No. 3の作品に
ついては、制作者又は所有者が提供した作品説明をも
とに実行委員会によって記述された。また、ハワイ
大学マウイカレッジの学生による3作品（N0. 04-1-No. 
04-3）は作者自身による紹介文（原文）と翻訳文を掲
載している。

写真16　BGAP2024 展覧会場の様子
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写真19　 春夏秋冬そして天 写真20　 Pray your happiness

2　出展作品について

No. 1 
長坂 真護（美術家）
①[月シリーズ] （写真17）
　平和と健康のイメージがお月様で表現された作品。
②[ドラゴン] （写真18）
　 長坂真護氏の夢に現れた真実の象徴としてのドラゴ

ンが描かれた。
③[春夏秋冬そして天] （写真19）
④[Pray your happiness] （写真20）
　 安倍晋三氏が亡くなられた後、長坂真護氏におりて

きたイメージが描かれた2作品。

写真17　月シリーズ 写真18　ドラゴン

写真21　夏休み
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写真22　 左: Jellyfish-Futuro　　右: Jellyfish-Avenir

写真23　 Hoku Moon and Her Waters 写真24　 Haleakalā, “House of the Sun”
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No. 2
安倍 晋三（元内閣総理大臣 故安倍晋三）
[夏休み] （写真21）
　安倍晋三氏の夏休みの思い出が描かれた作品。

No. 3
柏原 エリナ（ライトモードアーティスト）
「未来の海を光で輝かせるクラゲ達」
① [Jellyfish-Avenir]　② [Jellyfish-Futuro]（写真22）
作品は、桜美林大学芸術学部のプロジェクト授業と
して制作された。授業では、Japan Environmental 
Action Network(JEAN)主催の海岸クリーンナッ
プキャンペーンに実際に参加して、海岸のプラス
チックゴミ採集も行った。海洋の自然、生物を調べ、
「光」と組み合わせる事を考えて、クラゲを造形の
テーマに選んだ。発光する不思議なメカニズムを調
べ、検討する中で、クラゲには海水を浄化する能力
を有するものがあり、また自ら分裂しコピーを作っ
て増殖したり、中には不老不死といえるものもある
という。そのミステリアスな生態が未来の海のため
に貢献してくれることを期待して美しく未来的な光
のドレスを制作し、いつか美しい海洋環境を取り戻
す事を願いながら制作した。

No. 04-1
Meghan Reny（ハワイ大学マウイカレッジ UHMC）
[Hoku Moon and Her Waters] （写真23）

（原文）I created my upcycled garment with 
the Hawaiian moon calendar as the inspiration. 
Ancient Hawaiians had a deep relationship and 
understanding of the phases and changes of the 
moon as it was used for survival and ritual: they 
used the moon to read the changing of the tides 
for fishing and also to understand the cycles of 
plants. The moon was the messenger to Hawaiians 
revealing the secrets of the land and the ocean. 
The top of my piece represents the Hoku moon 
phase, which is the full moon phase of the moon. I 
used the lining of a recycled wedding dress as the 
fabric, and hand sewed opal beads on the surface 
to represent the beauty and luminescence of the 
moon in this phase. The skirt of my garment, which 
is the beautiful kimono fabric, represents the “wai” 
or waters of the ocean. The patterns on the kimono 

reminded me of all the life in the Hawaiian waters, 
and the relationship the water has to the moon 
and to us. I hand sewed beads to the bottom of the 
garment to further represent the beauty of the 
water, and I used an upcycled Aloha shirt to create 
the Obi on the back of the garment. My piece was 
created with the intention of honoring the beauty 
of the moon and the waters of Hawaii, and how 
the connection of moon, land, and water breathes 
life into all of us, and how it is our “kuleana”, or 
responsibility, to protect this deep relationship.

（翻訳）ハワイの月の暦にインスピレーションを得て、
アップサイクルされた服を創作した。古代ハワイアン
は、月の満ち欠けや変化を生存や儀式に利用し、深い
関わりと理解を持っていた。彼らは月を使って潮の満
ち引きの変化を読み、漁をしたり、植物のサイクルを
理解したりしていた。ハワイアンにとって月は、大地
と海の秘密を教えてくれるメッセンジャーだったのだ。
私の作品の上部は、「Hoku」（満月）を表している。
リサイクルしたウェディングドレスの裏地を生地に使
い、表面にオパールビーズを手縫いして、この時期の
月の美しさと輝きを表現した。スカートは美しい着物
の生地で、「wai」（海の水）を表現している。着物
に描かれた模様は、ハワイの海に生きるすべての生命
と、月や私たちとの関係を思い起こさせた。さらに水
の美しさを表現するために、裾にビーズを手縫いし、
背中の帯にはアップサイクルしたアロハシャツを使っ
ている。私の作品は、月とハワイの水の美しさに敬意
を表し、月、大地、水のつながりが私たちすべてに生
命を吹き込むこと、そしてこの深い関係を守ることが
私たちの「kuleana」（責任）であることを意図して
制作した。

No. 04-2
Aliza Clarke（ハワイ大学マウイカレッジ UHMC）
[Haleakalā, “House of the Sun”] （写真24）

（原文）My home is  on a dormant vo lcano 
Haleakalā, a place rich in cultural history and 
spiritual significance. Inspired by the land beneath 
my feet, I designed my skirt to reflect its beauty and 
sacredness. The striped red kimono represents the 
layers of lava that shaped its ridges and valleys, a 
testament to geological forces over millions of years. 
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Haleakalā, or "the house of the sun" (Halema'uma'u), 
is revered in Hawaiian mythology. Legend has it 
that the demigod Māui lassoed the sun from its 
peak to slow its journey across the sky, ensuring 
enough light for farming. This story emphasizes the 
sun's vital role in sustaining life in Hawaii. The top 
I chose symbolizes Ka Lā (the sun), a source of light 
and renewal. Watching the sunrise at Haleakalā 
fosters a deep respect for the land and a connection 
to ancestors. This experience embodies the spirit of 
Pono-living, in harmony with nature and embracing 
the cycles of life. Through my design, I honor the 
sacredness of Haleakalā and the enduring bond 
between the land, the sun, and the Hawaiian people.

（翻訳）私の家は休火山ハレアカラ山にあり、文化
的歴史と精神的意義の豊かな場所である。足元に広
がる大地にインスピレーションを受け、その美しさ
と神聖さを反映したスカートをデザインした。縞模
様の赤い着物は、数十万年を通して、ハレアカラ山
の稜線と谷を形作った溶岩の層を表している。ハワ
イ語で「太陽の家」を意味するハレアカラ山はハワ
イ神話で崇拝されている。伝説によると、半神マウ
イが山頂から太陽を投げ縄で捕まえ、その動きを遅
らせて農作業に十分な光を確保したと言われている。
この話は、ハワイの生命を維持する上で太陽が重要
な役割を担っていることを強調している。私が選ん
だトップは、光と再生の源である「Ka Lā」（太陽）
を象徴している。ハレアカラ山で日の出を見ること
は、大地への深い尊敬と祖先とのつながりを育む。
この体験は、自然と調和し、生命のサイクルを受け
入れるポノ・リビングの精神を体現している。私の
デザインを通して、ハレアカラ山の神聖さと、土地、
太陽、ハワイの人々の永遠の絆に敬意を表す。

No. 04-3
Brielle Pacli-Donato（ハワイ大学マウイカレッジ 
UHMC）
[WaiKō*] （写真25）

（原文）This wearable art piece represents the 
sugarcane crops that were grown on Maui. The white 
and peach upcycled furisode reflects Maui's official 
pink color. The purple michiyuki and blue textured 
organza symbolize the water from irrigation furrows 

created by workers, with pieces of the michiyuki 
also flowing along the dress's side. At the bottom of 
the dress, green organza was shapely cut and sewn 
to imitate the sugarcane.

（翻訳）マウイ島で栽培されていたサトウキビを表現
したウェアラブル・アート。アップサイクルした白色
と桃色の振袖は、マウイ島の公式色であるピンクを反
映した。紫の道行着物コートとブルーのオーガンジー
は、労働者が作った灌漑用の溝から湧き出る水を象徴
しており、道行着物コートの切れ端もドレスの脇に流
れているようにあしらっている。ドレスの裾には、サ
トウキビを模してグリーンのオーガンジーが裁断され
縫い付けられている。* WaiKōはハワイ語で水

No. 5
水谷 由美子（山口県立大学名誉教授）
[循環の風] （写真26）
　着古された道行コートを使い、着物風ワンピースを
デザインした。一切、切られていないコートは手縫い
で加工したため元の着物に戻り循環する。端切れの
パッチワーク、縫いとめる、内側の紐で吊り上げるな
どの技法により、風がもたらした造形というイメージ
を表現した。サザエの蓋を洗浄・穴空け・表面漆塗装
などの加工を施し、オリジナルな装飾用ボタンを制作
した。
着物提供：田村哲信　ボタン加工指導：桑原大内塗大
内人形製作所　
協力：原亜紀夫　松浦奈津子

No. 6
カイサヨコ（テキスタイル作家）
[Wake me up!] （写真27）
　織物産地は素材の宝庫である。糸や布、眠っている
素材たちの声が渦巻いている。大地からの恵の鮮やか
なブルーに目覚めさせてもらったかのように素材は命
を吹き返す。海のブルーが心を癒してくれるように身
に纏う人や周りの人の心へ穏やかな空気が流れ人々の
心を癒してくれますように。
素材：絹織生地（丹後ちりめん） 絹糸
技法：自家栽培藍生葉染
協力：与謝野町立織物技能訓練センター　田茂井康悦
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写真26　循環の風写真25　WaiKō

写真27　Wake me up! 写真28　 白銀比のプルオーバー&スカート
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No. 7
小田 玲子（周南公立大学非常勤講師、手芸サークル
主宰）
[白銀比のプルオーバー&スカート] （写真28）
　反物で真四角のプルオーバーを作ってみようと思
い、シンプルなデザインを追求しました。取り外し
可能な襟も作った。完成後「白銀比」という日本古
来の美的比率があることを知った。試しにパーツの
比率を調べたら近似値が出たので驚いた。もらった
反物でボックスプリーツ付きのギャザースカートを
作って合わせた。

No. 8
おおうち あみ（ニットデザイナー）
[球体ピンタックワンピース] （写真29）
　透かし模様の着物の裏を見て着想を得た作品。織
物の技法に驚き、表と裏を組み合わせ作品にするこ
とで、織物の奥深さと面白さを表現した。さらに
ボールを布で交互につつむことでピンタックとなり、
ボリュームたっぷりの作品となった。

No. 9
武永 佳奈（倉敷市立短期大学専任講師）
[芒に月] （写真30）
　廃棄となる２枚の着物を使い、和を感じさせる
スーツを制作。花札の「芒に月」の配色と、ジャ
ケットとパンツにかけ繋がる円で、調和や力強さを
表現した。

No. 10
原田 裕作（滋賀県立大学大学院生、山口企画デザイ
ン研究所研究員）
[循環―糸と水―] （写真31）
　布の製造（織り）工程で発生する「ふさ耳」をリ
メイクした作品。 繊維廃材が新たに「循環」する様
子と、 海と山を通じて水が「循環」する様子を重ね
合わせ、 デザインに落とし込んだ。 今回は主に綿の
先染め織物が織られる際に発生したものを使用し、 
多くの色が混じり、 かつ非常に柔らかいという素材
由来の特徴をデザインに活かしている。
素材提供：兵庫県立工業技術センター 繊維工業技術
支援センター

No. 11
石田 彩夏（山口企画デザイン研究所研究員）
[Garden] （写真32）
　風が吹き抜ける洋風庭園をイメージしたドレス。素
材には古くなったカーテン、およびカーテンレース生
地を使用した。揺れる木々、フラワーアーチなどから
着想を得て、華やかな緑のツヤ感や生き生きとした花
のハリを表現した。

No. 12
有限会社マヴェリック
[カーボンリサイクル技術でゴミの地産地消を実現し、
地域全体が繁栄する仕組み] （写真33）
　カーボンリサイクル技術を活用し、行政や事業者、
地域の人々と連携して「カーボン循環型社会」を創造
することで、地域のゴミを資源に変え、海や山を再生
することができる。このプロジェクトは、ブルーカー
ボン（海洋）とグリーンカーボン（森林）を活用し、
自然環境の再生を目指し、自然と人間が調和し、地域
全体が共に繁栄する社会を実現することを目指してい
る。

（文責：原田裕作）
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写真29　 球体ピンタックワンピース 写真30　芒に月

写真32　Garden写真31　循環 ー 糸と水 ー
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写真33　 カーボンリサイクル技術でゴミの地産地消を実現し、地域全体が繁栄する仕組み



― 377 ―

山口県立大学学術情報　第 18 号 〔大学院論集　通巻第 26 号〕 2025年 3 月

3　アップサイクルをテーマとした創作活動
（1）「房耳」を用いた作品「循環―糸と水―」
１）製織過程に発生する繊維屑

本作品では、布の製織過程で発生する廃材を主素材
に用いている。この廃材はレピア織機やジャカード織
機などのシャトルレス織機で布地が織られる際に発生
する房状の耳であり、房耳（ふさみみ）あるいは捨て
耳と呼ばれている。シャトル（杼）を用いない高速織
機では、織機で打ち込まれた緯糸を、特殊な機構で切
りそろえることにより、布地の両端に房耳が発生する。
そのため、織られた布地の長さに相応して房耳が排出
されており、織工場では織機横に置いた箱や袋で房耳
を回収し、自社焼却や産業廃棄物として処理している。
昨今、繊維産業では製造工程内で発生した繊維廃棄物、
繊維屑の再資源化に積極的に取り組まれており、そ
の流れから房耳についても再活用の可能性が模索され
ている。房耳は織布の素材によって風合いは異なるが、
切断された緯糸が広がり柔らかな特有の素材感を有し
ている（写真34）。織物産地などでは、この特徴的な
素材感を活かしてインテリア雑貨や小物などにアップ
サイクルされる事例が確認される。
２）「房耳」の素材感から発想した服飾造形

本制作では兵庫県立工業技術センター繊維技術支援
センター（兵庫県西脇市）から提供を受けた房耳を用
いて、服飾作品を制作した。兵庫県西脇市は日本を代
表する先染織物の産地であり、「播州織（ばんしゅう
おり）」の名で知られている。提供を受けた房耳は主
に綿織物が織られる際に発生したものであり、素材
由来の柔らかな風合いが特徴的である（写真35）。ま
た、一連の房耳においても様々な色や素材が入り混ざ
り、偶発的に配色されているが、これは先染織物由来
の房耳ならではの特徴といえる。そのような房耳がも
つ素材感、特性から着想を得て、ツーピースドレスを
制作した。

房耳は数センチの幅の織耳であり、露出している糸
は固定されているため、簡単に抜け落ちることはな
いが、制作に用いるには形状が安定しない。そこで、
「結ぶ」「編む」や布地に叩きつけるなどいくつかの
手法を検討して試作を行った。最終的には房耳特有の
柔らかさと密集させるとボリューム感が生まれる特性
を活かし、手織りで粗く織り上げることにより、新た
な表現を見出すことができると考えた。そして織りあ
げた複数のパーツを房耳によって結合させることで、
衣服を形作った（写真36）。また鮮やかな色味が重な
る房耳を活かし、一体感のある衣服としてデザインす

写真34　作品に用いた房耳

写真35　房耳を手織りして作成したパーツ
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写真36　「循環－糸と水－」トップス部分

写真37　昭恵氏に提供したリサイクルペットボトルと海洋プラス
チックゴミに光を入れたブローチ

るため、黒のバックサテンを用いたロングスカートと
組み合わせてスタイリングした。
３）制作に込めたテーマ「循環」

本作品は「海と陸のアップサイクル」のテーマのも
と制作している。作品につけた「循環」のキーワード
は、海と陸を巡る水の「循環」の様子と製織工程の廃
材を再び織り上げてテキスタイルに戻すという「循
環」を掛け表している。本制作では、偶発的に生まれ
た配色や風合いを持つ房耳に着目し、そこに意味や
テーマを与えることで新たに素材としての価値を見出
すことができた。このような廃材による造形活動の事
例は多くみられるが、それらが直接的に問題解決に寄
与するわけではない。しかし、廃材に美的感覚を介入
させることで、他者と問題意識を共有するメディアと
しての役割を果たすことができるのではないかと考え
る。（文責：原田裕作）

（2）「未来の海を光で輝かせるクラゲ達」
１）ライトモードアートで海洋プラスチック問題に取
り組む

柏原はライトアーティストとしてキャリアを始め、
1985年頃から容易にLEDが入手できるようになった
ため、LEDを組み込んだ身にまとう光のアートを制

作し、発表を始めた。それらは身につけた人の生命反
応を様々なセンサーで捉え、光に変換するインタラク
ティブな光のシステムを組み込んだ作品である。2000
年ごろからはこれらの作品にライトモードアートと名
付け、海外でのテクノロジーファッションショーやパ
フォーマンスイベントで発表してきた。

この活動の途上で2019年にバンクーバーで開催さ
れる海洋プラスチック問題をテーマにしたイベント
「Future Oceans 2019」に誘われた。その時までは
この環境汚染問題をテーマにリサイクル素材などを
使って作品を制作したことはなかった。

しかしSDGs、サステナブルといったテーマは次世
代に繋げてゆくべきだと考え、携わっていた桜美林大
学の授業に組み込む提案をし、その結果学生たちと制
作することにした。その経緯が学生の父母から安倍昭
恵氏に伝わり、フランスで開催されるサミットに出か
ける際のアクセサリーを制作する機会を得た。またそ
の縁で今回のシンポジウムへの参加となった（写真
37）。
２） クリーンアップキャンペーンと光くらげのドレス

デザイン
今回の会場に展示した作品は「Future Oceans 

2019」のランウェイショーに出品した作品３点のう
ちの２点 “Jellyfish-Avenir” “Jellyfish-Futuro” である
（写真38）。

作品は学生達と春先の湘南海岸でのクリーンアップ
キャンペーンに参加することから始まった（写真39）。
海岸は一見するとゴミなどないように見えた。しかし
総勢100人ほどの一般のキャンペーン参加者に混じっ
てゴミを集めると大量のプラスチックゴミが採集され
た。それらを持ち帰りその活用方法を検討した（写真
40）。
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同時に出品作品のテーマをディスカッションし、海
洋生物の中でクラゲには発光したり、海水を浄化する
能力を有するものがあり、また自ら分裂し、コピーを
作り増加したり、中には不老不死といえるものもある
と調べた。そこでミステリアスな存在である光るクラ
ゲをモチーフに、未来的な光のクラゲドレスを制作す
ることになった。またプラスチックゴミ問題をアピー
ルするため、「プラスチックゴミを食べたクラゲ」の
イメージを組み込み、未来の海のために貢献してくれ
ることを期待した（写真41）。

本体は和紙に綿を裏打ちした生地を使用し、クラゲ
が海中に漂うような表現になるように襟、袖、スカー
トの下部に白い透けるシルクオーガンジーを使った。
腕を広げると大きな円になり少しの動きでもゆらゆら
とするようなデザインにした（写真42）。

そこに採集してきた海洋プラスチックゴミの小さな
パーツを選んでビーズのように装飾として取り付けた
（写真43）。また光るクラゲのようにLEDの光も入
れたが、実は発光ではなく動きによる反射で光ってい
るように見えるクラゲもいると知り、ペットボトルの
パーツで光を反射する効果も併せて組み込んだ。

今回選択した光るクラゲという造形テーマは光を組
み込むことで、海中の暗さを意識して照度の低い空間
でその存在感を強くさせた。また見え隠れする海洋プ
ラスチックゴミの装飾パーツに光をあてたり、シル
エットで浮かばせることが出来た。海洋ゴミのテーマ
と共に光の作品としても成立していると思う。光を身
につける物や衣装に組み込む場合、イルミネーション
的に装飾として組み込むか、内在させて間接照明的に
組み込むのが一般的となるのだが、光に装飾パーツを
照らすという機能と、形状を浮かび上がらせるという

写真38　光クラゲドレス “Jellyfish-Avenir”　“Jellyfish-Futuro” inバン
クーバー

写真39　湘南海岸クリーンアップキャンペーン参加

機能を持たせたので、光で存在感をもたせられる作品
となった。
３）ファッションの多様性について

これまで参加した海外でのテクノロジーファッショ
ンやガラスアートのファッションショーに関しては、
多くのアーティストが時代における流行性や、新規性、
テクニックなどを取り上げて制作発表しているのを見
てきた。今回のブルー＆グリーンアートプロジェクト
が開催した展覧会のようにファッションでダイレクト
に環境問題をテーマとして打ち出し、アップサイクル
に繋げることができるのは、ファッションが社会性を
常に強く意識し、表現媒体として多様性を持つからだ。
この試みが世界中で深刻になる環境問題を考える中で、
一つのきっかけになることを願っている。
（文責：柏原エリナ）
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写真43　制作風景写真41　原寸スケッチ

写真40　採集した海洋プラスチックゴミ

写真42　光クラゲドレス “Jellyfish-Avenir”
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Ⅳまとめ
本論は「服飾デザインを通じた地域創生と国際交

流」をテーマとし、主にBGAP2024の活動の中で服飾
デザインの領域から考察した。サステナブルをテーマ
にしたBGAPの前身アグリアート・フェスティバルか
ら今日までの服飾デザインの活動を、地域創生と国際
交流の観点から検証した。

アグリアート・フェスティバルでは、7年間の間、
棚田の再生、農業文化振興を目指した服飾デザインと
地域活動を実施した。その結果、舞台のパフォーマン
スや棚田でのファッションショーを通じて地域との共
同、共創が実現された。最終年に、棚田の開墾をして
ハーブ畑へと再生させる活動にも参加し、有意義な結
果となった。

デザインを通じた国際交流については、山口の地
域資源である素材を用いて、フィンランドを中心に、
フランス、中国、韓国及びハワイとの共同のワーク
ショップに取り組んできた。今回はハワイ大学マウイ
校との共同と共創が実現された。オンラインによる学
生への質問への返信から理解されたことは、彼女が日
本文化である着物に対して尊重し、慎重に扱ったこと
と、また日本文化としての着物と自らの文化のアイデ
ンティティを融合しようとしたことであった。これら
のことから、地域創生を目指す服飾デザインにおける
多文化融合の可能性が実感された。

着物のアップサイクルの他に、工場廃棄物、海ごみ、
店舗や工房の在庫などが活用された作品も展示された。
いずれも素材に手を加えることで、新しい生命が宿り、
新しい価値が創出されていた。アップサイクルの活動
を通じて、使用され捨てられようとしている布や衣服
についての改めた理解や価値の見直しが行われ、そこ
から新しい価値が生み出されていると考える。

以上のように服飾デザインを通じて、地域創生と国
際交流の活動を行ってきた。今後の実践研究の方向性
を示唆するものとして、長坂真護の提唱する環境と文
化と経済の循環を目指すサステナブルキャピタリズム
がある。小さな活動であるかもしれないが、経済へと
少しでも循環させられるような創作活動をすることが
今後の一つの目標となった。

謝辞
今回の研究を実現するために全般において安倍昭恵

BGAP会長、BGAP代表顧問の柳居俊学山口県議会議
長および周防大島におけるプロジェクトでは山口県立
大学岡正朗理事長に多大なご指導を頂いたのでこの場

をお借りしてお礼を申し上げる。ハワイ大学マウイ
カレッジから学生を派遣したステファニー・オヒガ
シ、学生の参加への最初の導入をしたシェリル・マエ
ダ元ハワイ大学マウイ校教員、オヒガシとの調整をし
たウィルソン エイミー山口県立大学国際文化学部教
授、英語整文の校正をしたマイケル シドニー山口県
立大学国際交流員、その他、当実践研究を支えた多く
の方々にこの場をお借りしてお礼を申し上げる。

註
１　水谷由美子・下川まつゑ・原田裕作　「地域にお

けるサステナブルな創造活動とウェルビーイング
　〜　『BGAP2023 海と陸とウェルビーイング　
〜　幸せは手仕事にやどる』を事例として　〜」
　『山口県立大学学術情報17巻』　山口県立大学、
2024、691-747頁。を参照されたい。

２　水谷由美子・神大樹・片山涼子・永留靖洋「山口
市における産公学連携によるアートがある街の創造
−『アグリ・アート・ツーリズム』の実践的研究
−」『山口県立大学大学院論集第9号』山口県立大
学、2008年、39-50頁。

３　水谷由美子・高橋潤一郎・下川まつゑ・田村奈美
　「服飾デザインと地域資源のレジリエンス : スー
パーグローバル・ファッションワークショップ2019
とアグリアート・フェスティバル2019を事例とし
て」『山口県立大学学術情報13巻』　山口県立大学、
2020年、27-59頁。左記において、今回のテーマで
ある服飾デザインを通じた地域創生と国際交流につ
いて、アグリアート・フェスティバルとスーパー・
グローバルファッションワークショップにおける実
践的な作品事例を詳細に紹介している。

■本文写真撮影者及び提供者リスト
写真1+4　志賀敏彦
写真2　OOMO Photograph
写真3　伊勢本賢
写真5+6+9+16-33　貝崎健
写真7　竹島良
写真8+12　鴨瀬克己
写真10+11+13+14　水谷由美子
写真15　安倍昭恵
写真34+35　原田裕作
写真36　武永佳奈
写真37-43　柏原エリナ
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■付録1-1　写真撮影者　川部耶萌 
■付録2-1　写真撮影者　貝崎健 
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 付録Ⅰ–1  
「ブルー＆グリーンアートプロジェクトBGAP 

2023Vol.2　海のある周防大島とハワイの幸福 〜 
地域循環共生と再生型観光の視点から 〜」収録

Ⅰ　主催者及び来賓の挨拶　
主催者　　　 安倍昭恵　ブルー＆グリーンアートプ

ロジェクト実行委員会 会長
来賓　　　　柳居俊学 山口県議会議長
　　　　　　岸 信千世 衆議院議員
　　　　　　岡 正朗 山口県立大学理事長
来賓紹介　　畑原勇太・有近まちこ
　　　　　　　山口県議会議員
　　　　　　藤本淨孝　周防大島町長
主催者紹介　 水谷由美子　ブルー＆グリーンアート

プロジェクト実行委員会 実行委員長
Ⅱ　基調プレゼンテーション「ニホンアワサンゴの施

設開館を祝して」
　周防大島高校普通科環境コース生徒

Ⅲ　 シンポジウム 「海のある周防大島とハワイの幸
福 〜 地域循環共生と再生型観光の視点から 〜」

　パネラー　
 佐々木真二郎（環境省大臣官房地域政策課地域循環
共生圏推進室長）「地域循環共生圏の推進」
 ミツエ・ヴァーレイ（ハワイ州観光局日本支局 支
局長）「ハワイの再生型観光について」
 藤本淨孝（周防大島町長）「ニホンアワサンゴの学
習施設開館の意義と活用」

　コメンテーター
 安倍昭恵（ブルー＆グリーンアートプロジェクト実
行委員会 会長）

　モデレーター　
 水谷由美子（ブルー＆グリーンアートプロジェクト
実行委員会 実行委員長・山口県立大学名誉教授）
司会　柳沢みゆう（周防大島高校生徒）　
　　

Ⅰ　主催者及び来賓の挨拶
　（柳沢）　皆様、長らくお待たせいたしました。た

だいまより「ブルー＆グリーンアートプロジェクト
2023 Vol.2 海のある周防大島とハワイの幸福〜地域
循環共生と再生型観光の視点から〜」を開催いたし
ます。

　　本日の進行は、周防大島高校、柳沢が務めてまい
ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。（拍
手）

　　まずは、主催者を代表いたしまして、ブルー＆グ
リーンアートプロジェクト実行委員会会長、安倍昭
恵が御挨拶させていただきます。安倍昭恵会長、よ
ろしくお願いします。

○安倍昭恵 ブルー＆グリーンアートプロジェクト実
行委員会会長　皆さん、おはようございます。御紹
介をいただきました安倍昭恵でございます。

　　あいにくの今日は雨になりましたけれども、皆さ
ん、お忙しい中、BGAP企画の海のある周防大島と
ハワイの幸福という企画で、この会に皆さん、お越
しいただきましてありがとうございます。

　　私は、後ほど御紹介がある山口県立大学の水谷先
生とともに、この山口県の地域の活性化についてい
ろいろなプロジェクトを進めてまいりましたけれど
も、2020年からこのBGAPを立ち上げまして、今回、
またこのような形で、周防大島で開催できることを
大変うれしく思っております。

　　周防大島高校の皆さんともこうして協力して地域
のことを考えていかれるということ、大変重要なこ
とだろうなと。この若い方たちが地域のことを考え
ていくというのが本当に大切なことだろうなという
ふうに思っているところです。

　　また、今日は、環境省の佐々木さん、そして藤本
町長にもお話をいただきます。

　　また、遠くはハワイからミツエ・ヴァーレイさん
にもいろいろな御縁がつながってお越しをいただく
ことになりました。

　　皆さん方にはしっかりとこの地域のことを考える
機会にしていただければなと思いますので、最後ま
でどうぞよろしくお願いいたします。どうもありが
とうございました。（拍手）

○司会　安倍昭恵会長、ありがとうございました。
　　続きまして、御来賓の皆様より御祝辞を賜りたい

と存じます。
　　まず、山口県議会議長、柳居俊学様、よろしくお

願いいたします。
○柳居俊学　山口県議会議長　祝辞「ブルー＆グリー

ンアートプロジェクトBGAP 2023 Vol.2海のある周
防大島とハワイの幸福」の開催に当たり、一言お祝
いを申し上げます。

　　プロジェクト会長の安倍昭恵様、ハワイ州観光局
日本支局支局長ミツエ・ヴァーレイ様、実行委員長
をお務めの水谷由美子山口県立大学名誉教授をはじ
め、シンポジウム開催に当たり御尽力をいただいた
全ての皆様方に深く敬意を表する次第であります。
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　　さて、瀬戸内のハワイと称される周防大島は、温
暖な気候、穏やかな海、そして豊かな自然という地
域特性を活かした独自の価値づくりによりまして、
新たな人の流れと地域産業に好循環を生む取組が注
目をされています。

　　一方で、明治時代、多くの島民の移住をはじめと
して以来、世代を越えての往来が続くハワイとの交
流。

　　また、歩く、見る、聞くことを大切に、全国の離
島や農産漁村などを訪ね、地域に伝わる芸能などの
発掘と育成を通じ、地域を活性化に導いた民俗学者、
宮本常一先生の出身地であることなど、様々な分野
で社会を切り開いた多くの先覚者を輩出いたしてお
ります。

　　多彩な表情を持つこの島で、地域循環共生と再生
型観光の視点から意見交換が行われ、新たなアプ
ローチによる地域活性化の取組に強い関心を抱いて
いるところであります。

　　こうした中、昨日、グランドオープンをいたしま
した地家室園地休息所、そして拠点施設は、日本最
大級のニホンアワサンゴの群生地が広がり、瀬戸内
国立公園に指定をされる、ここ地家室を含む白木半
島地区の地域資源を活用した瀬戸内海の自然体験や
環境学習の拠点となるものであり、この施設を核と
する交流人口の拡大によりまして、地域の活性化に
大いに期待をいたしているところであります。

　　ここで御紹介をさせていただきますが、この拠点
施設の設置に当たりましては、安倍昭恵様に並々な
らぬ御協力をいただいたところであります。

　　併せて、開催されるニホンアワサンゴに着想され
たオリジナルアロハシャツの展覧会は、周防大島の
宝であるアワサンゴを多くの人に知ってもらう好機
と思っています。

　　私ども県議会といたしましても、将来にわたって
県民生活が豊かなものとなるよう、活力ある地方創
生に向けた取組を推し進めてまいりますので、引き
続き、皆様方の御支援、御協力を賜りますよう、お
願いを申し上げる次第であります。

　　本日のシンポジウムおよび展覧会の御盛会と御参
集の皆様方の御健勝、御多幸を念願をいたし、お祝
いの言葉といたします。

　　令和6年3月24日、山口県議会議長、柳居俊学。お
めでとうございました。（拍手）

○司会　柳居俊学様、ありがとうございました。
　　続きまして、衆議院議員、岸信千世様、お願いい

たします。
○岸信千世　衆議院議員　おはようございます。ただ

いま御紹介賜りました衆議院議員の岸信千世と申し
ます。

　　本日は、このように盛大に皆様、お集まりの下、
ブルー＆グリーンアートプロジェクトのこのような
シンポジウムが開催されますことを心よりお喜び申
し上げます。

　　また、日頃から皆様にもお世話になっております
けれども、日頃からの我々の活動についても多大な
る御協力いただきますこと、この場をお借りしまし
て、改めて感謝申し上げます。

　　本日は、安倍昭恵会長並びに水谷由美子実行委員
長、また周防大島町長、藤本町長、また柳居議長は
じめ、岡理事長はじめ、様々な御来賓の皆様が御参
集の下、このように地家室園地のオープン記念のシ
ンポジウムが開催されますことを心よりお喜び申し
上げます。

　　また、海の花束とも呼ばれておりますこのニホン
アワサンゴ、この国内最大規模の群生地となる周防
大島で、自然に触れて環境を学べると。そうした場
所が誕生したことは大変喜ばしいことでありますし、
この島の宝というのをぜひ次世代につなげていただ
ける機会となることを祈念いたしております。

　　今日もあいにくの雨となりましたけども、雨じゃ
ないとこちらに来ないような方々がちょうど中段に、
坊主頭の皆さんが来ていらっしゃったりですとか、
また私も実は野球をやっていたもので、皆様ともと
もと同じことをやっていました。また、司会の女の
子もねえ、前、フラでお会いしましたけれども、そ
うした次の世代がこういうシンポジウムにも関わる
というのが非常に大事なんじゃないかなあと、その
ように思っております。

　　また今回は、周防島町の関係者の皆様、また環境
省、そしてハワイ州の観光局の皆様からも熱い御協
力をいただきまして、この後、パネラーとして皆様
の情報共有、そして様々なディスカッションをされ
ることと伺っております。

　　こうしたハワイと周防大島、こうした海、きれい
な海があり、またこの環境とともに共生をしていく、
そのまちづくりをしていくという共通点がある中で、
様々なこれからの新しい未来に向けていろんな明る
い話をしていただけると、そのように信じておりま
す。

　　また、この周防大島がこの環境と観光により、ま
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たさらに新しい世界を、未来をつくる。また目指す
持続可能的な新しい将来をつくるという、壮大な貢
献がされるものと、このようなイベントには期待が
かかっているところだと思います。

　　結びになりますけれども、この本プロジェクトが
皆様の幸福を高め、そして周防大島町とハワイ州の
さらなる活発な交流、併せまして、このたび御参集
の皆様の御健勝、御多幸を併せまして、私からのお
祝いの御挨拶とさせていただきたいと思います。本
日は開催、誠におめでとうございます。（拍手）

○司会　岸信千世様、ありがとうございました。
　　では続いて、山口県立大学理事長、岡正朗様、よ

ろしくお願いいたします。
○岡正朗　山口県立大学理事長　皆さん、おはようご

ざいます。ただいま御紹介いただきました山口県立
大学の岡でございます。

　　今日は、日本唯一の、唯一と言っていい、ニホン
アワサンゴの観察ができるこの周防大島の研究観察
所ができて、その記念シンポジウムとして、ブルー
＆グリーンアートプロジェクト実行委員会で、この
ようなすばらしいシンポジウムが開かれますことを
心からお喜び申し上げますし、私も大変楽しみにし
て参りました。

　　このタイトルが海のある周防大島とハワイの幸福
というところで、思いましたのは、海は全部つな
がっているということだけではなく、この周防大島
から移民としてハワイに行かれた皆さんの思いがつ
ながっているんだなあというのを私、感じておりま
して、この名前をつけられた水谷先生がすばらしい
なと思っております。

　　さて、私が出てくると多分、皆さん興味があるの
は、県立周防大島高校が令和8年度から山口県立大
学附属高校になっていくということで、そのことは
とても興味があるんじゃないかと思って、少しお話
をさせていただきます。

　　山口県立大学は、どういう教育をしているかと言
いますと、プロジェクトベースラーニングと言いま
して、課題を学生が自ら見つけて、そして課題を解
決するために様々な勉強と言いますか、学問を重ね
ていくと。そして自分なりに成果を出していくと。
これが4年間の一番大きな目的であります。もちろ
ん専門教育とかそういうのもありますけども、その
中に専門教育があるというふうに理解していただけ
たらと思います。

　　こういう時代に、日本グローバル化の時代に、今

の教育が主に大学入試に偏っております。そういう
ことを考えますと、県立大学としては、高校の3年
と大学の4年、3プラス4年を7年間で、ぜひともそう
いう地域に貢献する優秀な人材を育成したいという
思いが非常に強くございました。それで県庁、そし
て教育庁、そして山口県議会、柳居議長にもお願い
を申したところ、学外委員を含めた検討委員会が立
ち上がりまして、何度も協議をしていただきました。
全ての山口県の公立高校がまず、俎上に上がって、
そして私たちが申し上げましたプロジェクトベース
ラーニングというのに、親和性のある高校はどこだ
ということで、その結果、周防大島高校が最も適任
であるという答申を頂き、私たちもまさにそうだと
いうふうに思っております。

　　本日のニホンアワサンゴの研究も長年、行われて
きて、今日またその発表を聞くのを楽しみにしてい
るんですが、こういうことが山口県立大学との親和
性が非常に高いと、またハワイとの交流もグローバ
ルの交流があるということで、様々な点で最もマッ
チする高校であるということで、最終的にはお願い
をして認められております。

　　これは、まだまだ地元の皆さんとも話をしなきゃ
いけないというふうに思っているんですが、日本の
モデルとなるような高校、大学として発展すること
を私たちは目指しておりますので、この辺りも御理
解いただきまして御支援いただけたらと思います。

　　お祝いの言葉なのに、お願いばかり申し上げまし
たけども、本日のシンポジウムが皆さんにとってす
ばらしい思い出になっていくことを心から祈念をし
て、私のお祝いの挨拶とさせていただきます。本日
はありがとうございます。（拍手）

○司会　岡正朗様、ありがとうございました。
　　それでは、ただいま御挨拶をいただきました皆様

のほかに、本日、お越しいただきました御来賓の方
を御紹介いたします。

　　山口県議会議員、畑原勇太様です。（拍手）
○畑原勇太　山口県議会議員　本日はおめでとうござ

います。（拍手）
○司会　山口県議会議員、有近まちこ様です。（拍

手）
○有近まちこ　山口県議会議員　アロハー。（拍手）
○司会　本日はお忙しい中、御臨席を賜りまして、誠

にありがとうございます。
　　それでは、後ほどシンポジウムに登壇します共催

者と実行委員長を御紹介いたします。
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　　まず、共催者の周防大島町長、藤本淨孝様です。
（拍手）

○藤本淨孝　周防大島町長　本日はよろしくお願いい
たします。

○司会　続きまして、当BGAP実行委員長の水谷由美
子でございます。

○水谷由美子　ブルー＆グリーンアートプロジェクト
実行委員長　お越しいただきましてありがとうござ
います。よろしくお願いいたします。（拍手）

○司会　以上の皆様の御紹介をもちまして、オープニ
ングを終了いたします。

　　この後、発表の準備をいたしますので、しばらく
お待ちください。御登壇者の皆様は、お席のほうへ
御移動をお願いいたします。（拍手）

Ⅱ 基調プレゼンテーション　「ニホンアワサンゴの
施設開館を祝して」
準備が整いましたので、基調プレゼンテーションと

して、周防大島高校（校長　安部豊）による発表に移
ります。

テーマは、「アワサンゴ保護で日本の未来を救う！
周防大島高校初、地域循環共生圏（ローカルＳＤＧｓ
づくり）」です。
○周防大島高校普通科環境コース生徒　今から周防大

島高校普通科環境コースの発表を始めます。お願い
します。（拍手）（写真1）

　　私たちの高校がある周防大島町は、山口県の最東
端に位置しており、瀬戸内のハワイと呼ばれていま
す。夏場には多くの観光客が訪れ、体験型、滞在型
の観光が積極的に行われています。

　　また、豊かな自然資源を中心とした農業、水産業
が盛んであり、代表的な特産品にミカンや太刀魚、
いりこなどがあります。一方で、人口は1万5,000人
弱と減少傾向にあり、特に高齢化率は高く、54％を

超えています。
　　私たちが研究しているニホンアワサンゴは、2013

年に周防大島地家室沖で生息が確認されました。と
ても鮮やかな色で、花のような見た目から、海の花
束と呼ばれています。周防大島には3,000平方メー
トルを超える世界最大級のニホンアワサンゴの群生
地があり、重要な観光資源の一つであると考えてい
ます。

　　ところで、皆さんは、地域循環共生圏を御存じで
すか。これは、地域の中で資源が循環する地域分散
型の社会をつくり、地域同士が互いに資源を保管し、
支え合うという考え方です。ローカルＳＤＧｓとも
呼ばれています。

　　周防大島では、食料などの自然資源や生態系サー
ビスを活用して、自立した社会を形成している一方
で、人口減少などの問題を抱えています。また、都
市部は多くの若者がいますが、食料などの自然資源
や生態系サービスが不足しています。もし、周防大
島のような農産漁村部が崩壊してしまうと、都市部
へ食料などが供給されなくなり、都市部も成り立た
なくなる、つまり日本が成り立たなくなってしまう
のです。

　　そこで、周防大島高校では、生徒の力を活用しな
がら、エコツーリズムや自然保護活動の実施により、
資金や人材の供給を受け、地域を活性化させること
で、持続可能な社会をつくる、つまり日本の未来を
救う活動を行っています。

　　自立した地域とは、自ら課題解決を続け、地域づ
くりを継続している地域のことです。つまり、環境、
社会、経済の課題を同時解決するローカルＳＤＧｓ
事業を地域で数多く生み出していく必要があります。

　　周防大島高校では、アワサンゴを保護し、未来に
つなげていくこと、アワサンゴと地域の共生を通じ
て地域活性化を図ることという2つの視点から様々
な取組を行っています。

○周防大島高校普通科環境コース生徒　この研究を始
めたきっかけは、2020年秋に、周防大島のアワサン
ゴに原因不明の大量死が発生したことです。そこで、
アワサンゴの保護や生態調査を行い、大量死の原因
解明に取り組みました。

　　自然公園指導員の藤本様と連携し、実際に現地で
の潜水調査などを行いました。

　　また、環境省の許可を得てアワサンゴの採取をし、
学校での飼育を行うことで生態解明を目指しました。

　　学校の飼育設備の様子です。玄関付近に設置する写真 1　周防大島高校による基調プレゼンテーション
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ことで、生徒はもちろん、多くの来校者の方に見て
いただき、興味を持っていただきました。

　　アワサンゴは、光合成を行う褐虫藻を体内に保有
し、栄養分を得ています。こちらのスライドのよう
に、様々な取組を行い、少しずつ生態が分かってき
ました。

　　また、水温管理により、生育に適した温度が10℃
から28℃であることが分かりました。

　　宇部環境技術センターの協力により、島内の海水
の検査も行いました。

　　また、岩国市ミクロ生物館の末友靖隆館長の協力
により、プランクトンの調査も行いました。その結
果、アワサンゴが生育する海域は、他の海域と比べ、
窒素やリンの成分が多いことや植物プランクトンが
多いことが分かりました。

　　水槽内での幼生の放出を確認することができまし
た。実際に放出した幼生が自然の岩石に着生するこ
とも確認されました。今後は、アワサンゴの繁殖を
目指していきます。

○周防大島高校普通科環境コース生徒　アワサンゴが
生育する海域には、スナモグリが多く生息している
ことから、湧水が多いと推測されています。地家室
付近には、落葉樹であるアベマキが多く生息してい
るため、養分豊富な湧水により、アワサンゴの生育
に適した環境になっていると考えました。

　　そこで、竹林の整備や落葉樹のアベマキの植樹な
ど、湧水の供給源である里山の整備活動を地元のＮ
ＰＯ団体と連携して行いました。この森の整備、維
持には、ボランティアの力やアベマキの苗、道具な
ど、年間100万円程度かかっていることが分かりま
した。

　　また、この地域に多く自生する水仙を移植し、水
仙の里とすることで、見頃の時期には多くの観光客
が訪れる観光スポットとなっています。

　　アワサンゴが生息する海を守るために、地域のご
み拾い等を地域の団体やボランティアの方と一緒に
行いました。

　　収集されたごみは、発泡スチロールなどのプラス
チック類が多いことが分かりました。周防大島町で
は、海岸清掃等の分別したごみは、町が回収してく
れていますが、町の生活衛生課に確認すると、年間
120万円程度のごみ処理費用がかかっていることが
分かりました。

　　また、海ごみなどは分別できないものも多く、産
業廃棄物として処理する場合、1回16万円程度の処

理費用がかかっていることが分かりました。現在は、
環境省の補助金などで賄っていますが、このままで
は成り立たなくなってしまうというお話も伺いまし
た。

　　また、マイクロプラスチックの調査も行っていま
す。

　　有害物質に汚染されたマイクロプラスチックが、
アワサンゴに付着したり、魚が誤飲したりすること
で、生物に大きな影響を与える可能性があります。

　　トレードオフという言葉を知っていますか。これ
は、何かを得ようとして何かを失うことを意味して
います。

　　島に観光客を増やすことで経済を動かし、地域活
性化にはなりますが、ごみ問題が増えてしまっては、
この環境を持続していくことはできません。私たち
は、ごみを減らすという観点から島の特産品である
ミカンの皮に含まれるリモネンを取り出し、発泡ス
チロールを溶かすことで体積を10分の1以下に減ら
し、ごみの運搬コストを抑えたり、再資源化するこ
とを研究しています。

　　また、海ごみを減らすため、小学生などへの授業
を行うとともに、海辺の会が実施する海のエコボッ
クスプロジェクトに参加し、啓発リーフレットの作
成も行っています。

　これらの取組の結果、2020年に比べてアワサンゴの
状態は回復しています。

○周防大島高校普通科環境コース生徒　これまで取り
組んできた様々な環境保護の取組には、多くの人の
力や資金が必要であることが分かりました。

　　そこで、周防大島の魅力的な自然環境を生かしつ
つ、都市部などの人の力や資金を協力してもらい、
島の課題を解決し、島の環境を未来につなげていく
ためのツアー型プロジェクト、島キャンを考えまし
た。

　　高校生が提案したプログラムを基に、地域の団体
と町が連携してニホンアワサンゴの保全を盛り込ん
だクリアカヤックでのアワサンゴ見学ツアーが行わ
れました。

　　このようなプログラムを実施し、多くの人が参加
することで、環境について興味を持つ人を増やすと
ともにツアーガイドなどの雇用の創出、観光客の増
加等による地域経済の活性化など、さまざまな効果
があったと考えています。

　　これまでのような取組を継続していくことで、持
続可能な地域づくりができると考えていますが、取



― 388 ―

服飾デザインを通じた地域創生と国際交流に関する実践的研究〜ブルー＆グリーンアートプロジェクトBGAP 2024「海と陸とアップサイクル」を事例として〜

組を展開していくためには、お互いに連携する仕組
みづくりが必要となってきます。この仕組みづくり
として、周防大島高校が中心となり、多くのステー
クホルダーと連携し、地域のプラットフォームづく
りを行っています。

　　また、デジタルツールを活用したプラットフォー
ムにより、私たちが企画したアイデアを地域の団体
と共同して実施しています。

　　周防大島には、まだまだたくさんの観光資源や魅
力があります。本年度、ニホンアワサンゴを保護す
る資金を得る目的でクラウドファンディングを行っ
たところ、50人以上という多くの人から資金支援
を頂きました。その結果、総額約100万円が集まり、
地元の環境保全団体に寄付することができました。

　　今後も様々な島キャンを企画し、地元団体等と連
携して一緒に環境保護活動を行っていきたいと思い
ます。

　　また、地家室の拠点施設と連携し、アワサンゴを
中心とした様々な取組により、周防大島への再訪問
者、移住者を増加させ、環境保全を行うことで、明
るい未来につなげていきたいと考えています。

　　私たちの取組に御協力いただいた多くの方々に、
この場を借りて深くお礼申し上げます。

　　御清聴ありがとうございました。（拍手）
○司会　ありがとうございました。続きまして、シン

ポジウムに移らせていただきます。
　　準備を行いますので、いましばらくお待ちくださ

い。

Ⅲシンポジウム 「海のある周防大島とハワイの幸福 
〜 地域循環共生と再生型観光の視点から 〜」

　　準備が整いましたので、シンポジウム登壇者は舞
台にお上がりください。

　　それでは、ただいまよりシンポジウム、「海のあ
る周防大島とハワイの幸福〜地域循環共生と再生型
観光の視点から〜」を始めます。進行は、モデレー
ターとして、本実行委員長、水谷由美子が行います。

　　それでは水谷実行委員長、よろしくお願いいたし
ます。

○モデレーター　水谷由美子　それでは、ただいまか
らシンポジウムを開催させていただきます。

　　先ほどの高校生の皆さんのプレゼンテーションが
すばらしくて感動しました。（写真2）

　　それでは、本日お呼びしております皆様を、簡単
に御紹介します。皆様の具体的な活動内容などは、

プレゼンテーションの中でお話しいただくというこ
とで、まずは、パネリストの、ハワイから本日来て
いただきました、ハワイ州観光局日本支局支局長を
しておられますミツエ・ヴァーレイさんです。（拍
手）（写真3）

　　続きまして、環境省の、まさにこの地域循環共生
推進の室長をされております佐々木真二郎さんでい
らっしゃいます。（拍手）

　　そして、この周防大島を引っ張っておられます町
長の藤本淨孝様でございます。（拍手）

　　そして、コメンテーターとして、我々BGAP会長
の安倍昭恵様です。（拍手）

　　改めまして、私がBGAPの実行委員長をさせてい
ただいています水谷由美子でございます。どうぞよ
ろしくお願いいたします。（拍手）

　　それでは、最初に私のほうで、ちょっと数分だけ
今までの流れについてお話をさせていただきます。

　　私どものブルー＆グリーンアートプロジェクトで
すが、2020年から発足させていただいたんですけれ
ども、この周防大島町では、もう3年連続シンポジ
ウムをさせていただいております。最初は、「海の
豊かさを周防大島における近未来の生活デザインに
活かす」、副題が「SDGsから白木半島地区の可能

写真 2　左から安倍昭惠、水谷由美子

写真 3　左からミツエ・ヴァーレイ、佐々木真二郎、藤本浄孝
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性を探る」ということで、ここの場所でさせていた
だきました。そこでは、アワサンゴに大変注目して、
皆さんでアワサンゴというものを理解したという会
でございました。

　　そして、続きまして、先ほど柳居俊学県議会議長
からも御挨拶でありましたけれども、ここの御出
身の宮本常一先生を取り上げまして、タイトルが、
「民俗学者『宮本常一』に学ぶ地域創生〜地域循環
がある周防大島町のライフデザイン〜」ということ
でさせていただきまして、ニホンアワサンゴ、そし
て、この歴史文化ですね、この地域のある歴史や文
化を大事にしていく、そういう側面を浮かび上がら
せつつ、地域循環共生につきましても、示唆をいた
だいております。そういったものも、この今日、高
校生の方の研究にも反映されたのかなというふうに
も思っております。

　　そういうことで2回させていただきまして、今日
が3回目ということで、まさに私たち地家室園地が
まだできる前、地鎮祭じゃありませんが、何かセレ
モニーがあったときに、昭恵夫人と参加させていた
だいて、それが昨日、まさにオープンされたという
ことで、この周防大島の歴史とともに私たちもシン
ポジウムをさせてきていただいているというふうに
思っております。

　　ここに、冊子として、今までのシンポジウムの記
録がございますので、皆様もこの冊子のほうから見
ていただいたらと思っております。そして、今年は
ですね、2024年にやるのに、何で2023年のVOL.2に
なるかということですが、年度ということで、今ま
での環境という問題を考えていくときに、我々の人
間のウェルビーイングということを注目いたしまし
た。1回目はですね、昭恵夫人のお友達であるデイ
ビッド・ロックフェラー・ジュニア夫妻に来ていた
だきまして、昨年10月に環境問題を話し合いまして、
そして、そこで地域の人と共に活動していくという
ことの大切さとか、また環境問題は一人一人の心の
問題なんじゃないかとか、それからウェルビーイン
グって、やっぱり自分も人も気持ちいいとか、心地
よい状態をつくっていくことが大切なんじゃないか
とかですね、そういうふうなことが、まとめの中で
語られました。

　　そういうことで、今までいろんな議論をしてまい
りました。

　　そこで、今回は、まさにこの周防大島のこの観光、
そして環境というものを発展させていくというとき

に、環境省の提唱される地域循環共生というものを、
具体的にどんなふうに全国でやられているかという
ような話を、佐々木様からしていただきますし、ま
た、ハワイは先端的な世界的観光地でございますか
ら、そこでどういうことが先端的に行われているか
ということを、今日はわざわざハワイから来ていた
だいて、私たちのために、いろんなサジェッション
をいただくということですね。

　　そして最後に、皆様方の会場からも御意見をいた
だいて、そして、より我々のこのシンポジウムが行
動につながっていくような形で終わっていったらい
いなと思いますので、ぜひ皆さん、協力をお願いし
たいと思います。スクリーンに今、アワサンゴのす
ばらしい美しい姿が映っておりますけれども。

　　ということで、私の前振りは終わりまして、それ
では早速、ミツエ・ヴァーレイさんのほうからお話
を伺いたいと思います。よろしくお願いいたします。

○パネラー　ミツエ・ヴァーレイ　初めまして。ハワ
イ州観光局日本支局長をやっておりますミツエ・
ヴァーレイです。このたびハワイを通して、本当に
御縁ありまして、安倍昭恵会長、そして水谷由美子
先生、周防大島にお招きいただきまして、誠にあり
がとうございます。（写真3）

　　初めて私、周防大島に来させていただきまして、
昨日、ハワイ日本移民資料館も行かせていただきま
した。ハワイの住民、ルーツを探るのにものすごく
お世話になっておりまして、ぜひ訪れたいというこ
とでお願いしまして連れて行っていただいたのです
けれども、すばらしい資料館です。皆さん、もちろ
ん行かれたことあると思うのですけれども、ハワイ
と日本の歴史って本当に長いですね。ハワイも王朝
がありましたね。カラカウア王の頃から、そして日
系移民の方々、周防大島からもたくさんの方が来て
いただいて、本当に60年にわたる姉妹交流をして
いただいているということで、去年、周防大島の
皆さんにも来ていただきまして、カウアイ島郡長
のデレク・カワカミ（Derek Kawakami）郡長、そ
して、カウアイ観光局の局長スー・カノホ（Sue 
Kanoho）も、くれぐれもよろしくということで伝
言を預かっております。ありがとうございます。

　　今回は、再生型観光ということで、ハワイもこの
コロナ禍を経まして、かなり方向性が変わってきて
おります。今回は、そのいろいろな事例を基に、コ
ミュニティの方々とどのように、その自然、そして
文化を守りながら、ハワイの場合、サステナブル
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ツーリズムというのはもうないんですね。再生型観
光ですので一緒に復元していくというディレクショ
ンに変わっています。そのお話を少しさせていただ
ければと思います。20分ということで、私、実を言
うと、たくさん事例をお見せしたくて、50枚ぐらい
スライドがあるんですよね。なので、ちょっとス
ピーディーに行かせていただきたいと思います。

　　まず皆さん、ハワイに来られたことある方は、手
を挙げてみていただけますか。ありがとうございま
す。たくさん来ていただいて、さすが姉妹都市。あ
りがとうございます。もう御存じのとおり、太平洋
のど真ん中でございまして、日本からは7時間から8
時間、そしてカリフォルニアも5時間ぐらいで行け
るんですけれども、本当にポリネシア・トライアン
グルの一番北のほうにあります。今は、太平洋航海、
私どもホクレア号、御存じの方もあるかもしれませ
ん。計器を一切使わずに、世界一周を4年かけてし
まして、今ちょうど太平洋を一周するということで、
日本、最終寄港地になっております。ぜひこちらに
も寄らせていただきたいと思っております。

　　そして、ハワイ一周はですね、8つ島があるんで
すけれども、そのうちの6つに訪れることができま
す。

　　一番上からですね、火山噴火とともに火山プレー
トが移動して、カウアイ島は500万年前にできてい
る島になります。皆さんの姉妹都市がありますカウ
アイ島。そして今、ハワイ島、一番新しい島、全部
の島入れても、すっぽりはまるという大きい島、い
まだに大きくなっているんですよね。

　　そういった意味合いでは、たくさんの研究所があ
りますし、島それぞれに体験が違うというすばらし
い島々があります。ぜひ皆さん全島、制覇していた
だきたいと思います。

　　そして、人口なんですけれども、山口県と少し
似ていまして、沖縄も同じです。大体140万、今
ちょっと142万人ぐらいにハワイも少し減りまして、
ただ、人種のるつぼと言われておりまして、いろん
な人種の方々が一緒に過ごしています。ですので、
マイノリティが多いと言いますか、安心して過ごせ
るというんですかね。日系人も今17％ぐらいいます。

　　そして、このハワイ州、そしてハワイのそれぞれ
の島が結んでいる姉妹提携都市というのは31都市あ
りまして、この周防大島、3番目に古い歴史を持つ
ということで、本当にいろいろな形でケーススタ
ディさせていただいています。

　　そして、このハワイの観光産業に関してなんで
すけども、大変重要なところは、やはり雇用、そ
して、島でお金を使っていただいて、州税になっ
て、それが住民の生活向上に携わっていくわけなん
ですけれども、やはりホテル宿泊税、実を言います
と13.25％でして、ここからの収入が、全ての観光
インフラ、そしてプロモーションや今後の再生型観
光、そして地元のコミュニティの方々がつくり上げ
る様々なイベントやプログラム、そういったものに
投下されています。ですので、州民の税金を使わず
に、旅行者から頂きますこのホテル宿泊税が、メイ
ンのリソースとなっています。

　　そして、ハワイにはハワイ観光戦略というもの
がありまして、これ5年ごとに発表されるんですけ
ど、その一番大切なのは、この4本柱になっていま
す。この4本柱というのがやはり自然保全、ハワイ
もですね、すばらしい、15気候帯のうちの13気候帯
ぐらいあるというぐらいすばらしい自然がありまし
て、そしてハワイアンカルチャー、文化もあります。

　　そして、コミュニティ・リレーションというのは、
この観光のみならず、全ての経済において、コミュ
ニティの方々がどのように参画していくか、産官学
のみならず、地元のＮＰＯもそうですし、コミュニ
ティ団体がどのように参画していくかというところ
が一番重要な柱になっています。

　　そして、ブランド・マーケティング。昔はですね、
もうワイキキ、ヤシの木、ココナッツ、パンケーキ、
アサイボールみたいなイメージが多かったと思うん
ですけれども、後ほどビデオを御覧いただきますけ
れども、プロモーションの仕方を大きく展開してい
ます。

　　そして、やはりハワイ・ツーリズム・オーソリ
ティというのは、私どもの上局になりますが、ミッ
ションというものがありまして、たくさん来ていた
だく方にハワイを知っていただく、そのためには地
元の中で商品、品質の向上であったり、雇用をしっ
かり出していく。ハワイもですね、アメリカ本土の
ほうに若い方々が、みんな流出していくわけですよ
ね。ですので、その島での雇用をどのように確保し
ていくか、そして、自然資源をどのように守ってい
くか、そして、環境による影響と問題を、どのよう
に責任を持って管理していくか、これがミッション
になっています。

　　そして、そんな中で、私どもは、州民に年に2回、
アンケート調査を行っておりまして、旅行者のみな



― 391 ―

山口県立大学学術情報　第 18 号 〔大学院論集　通巻第 26 号〕 2025年 3 月

らず州民の方々で観光業に携わっていない方々にア
ンケートを取っています。そういった意味合いでは、
この満足度というのは、やはり島に入ってくる旅行
者が増えれば増えるほど、この満足度が下がってく
るというところで、ハワイでは2015年、ちょうど
800万人を超えるぐらいからですかね、もう2015年
ぐらいから、レスポンシブル・ツーリズムという言
葉を使い始めて、いろいろな啓発、啓蒙活動も始め
てまいりました。

　　コロナ禍で49％まで一旦下がりまして、このとき
にハワイ現地では、ものすごくコミュニティとの対
話を島ごとにして、島ごとのアクションプランを出
したんですね。こういった背景の中で、私どもマラ
マハワイ、このマラマというのは、労わる、そして
思いやるという意味なんですけれども、自分たちが
生まれたところ、そして育ったところ、プライドを
持ってどうやって守っていくかパッションを持つ、
そして、それを共有する。アロハスピリットのみな
らず、マラマとアロハの双胴船じゃないと、ぐらぐ
らっと揺れてくるようになりましたよねということ
で、私どもは、これをスローガンにしています。

　　そして、このレスポンシブル・ツーリズムという
言葉が出た2015年、2016年ですね。ハワイ、結構早
かったと思います、この言葉を使うのは。ここで海
洋動物に会っても近づかないこと、そして日焼け止
めの使用禁止であったり、森林に入るときにシュー
ズの後ろを確認してくださいね、であったり、進入
禁止エリア、こういったいろいろなアクションです
よね、こういったものを日本語で訳して、いろんな
形で旅行会社さんや皆さんとパンフレットを作った
りしていきました。

　　ハワイの場合は、例えば、ウミガメを見たら3
メーター離れなきゃいけないんですね。ウミガメを
守る保護団体が来て、黄色いテープを貼ります。で
あったりとかですね、特に、ハワイアンモンクシー
ル、保護動物ですけれども、15メーターであったり
とか、日焼け止めは、特にマウイ島は一番厳しい、
島ごとによっても条例が違うんですけれども、ミネ
ラル・サンスクリーン、これを推奨しておりまして、
州のビーチにはポンプが置いてあります。

　　そういった意味合いで、来る前、いらっしゃる前
に、どれだけ様々な形で教育できるか、エデュケー
ションできるか、啓蒙できるかというところでは、
こういった情報配信、大変重要視しておりまして、
私どもも日本語に訳して、様々な形で、今はデジタ

ルマーケティングが多いですけれども、パンフレッ
トなんかも作成しています。

　　そして、このハワイなんですけれども、実を言う
と、日本と違いまして、州ごとに州議会で様々な法
案が出て、条例化していきますね。ですので、プラ
スチックのバッグが、要するに使用禁止になったの
も、それからプラスチックの、もちろんストローも
一切ないですし、そういった条例という形で罰金に
なりますので、なっていくのが早かったんですね。

　　そういった意味合いでは、観光業界の中でも、ホ
テルは一切プラスチックのお水を置いてありません
ので、浄水器があって、できればハワイに来ていた
だいて、ハワイのメイド・イン・ハワイのマイボト
ルであったり、マイバッグを買っていただいて、そ
して過ごしていただくという形で、ホテルも皆さん、
もう全協力していますし、ただ宿泊するだけではな
くて、宿泊の5％を、森林をもう一回増やそうとい
う植樹、カハラさんなんかやっていまして、アウト
リガーさんなんかは、そのホテルで、サンゴを守る
という形でプロジェクトをやって、宿泊で頂くお金
の数％を、そういった自然保護に戻すという形で、
観光業界の中で挙げています。

　　私どもはSDGsローカル2030のケース・デスティ
ネーションのうちの一つなんですね。ですので、例
えば、州知事が2045年までに全ての電力を再生エ
ネルギーで賄うという形でMOUにサインしまして、
こういった業者さん、アトラクションでも100％太
陽光発電でオペレーションをしたりということで、
かなり観光の中でも環境に優しいホテル、アトラク
ションというのが紹介されるようになりました。

　　それでは、ここで、私どもが啓発をするのに、や
はりこういったプレゼンテーション、パンフレット
だけでは、なかなか難しいんですね。たくさんの
方々に知っていただくには、やはりこれからは動画
になってきます。そういった意味合いで、私ども、
100本、200本という動画を用意して、日本語のサブ
タイトルをつけてお見せしているんです。これが、
「シェア・ウィズ・アロハ」という動画になります。
（動画上映）

○パネリスト　ミツエ・ヴァーレイ　このように、地
元の方々にメッセージングをしていただくビデオと
いうのを何十本と作っておりまして、これをデジタ
ルマーケティングで事前に配信させていただく、そ
して、ハワイは、やはりアフプアアといいまして、
先ほど本当に周防大島の高校生の皆さんのプレゼン
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も、すごく周防大島に似ているなと思ったんですけ
れども、里山と里海が合体している三角地帯が、ハ
ワイ、昔、王国があった時代にたくさんありまして、
それぞれに酋長がいたんですよね。このアフプアア
を復元しようという地元の次世代のプログラムが、
すごく進んでいまして、小学生から野外実習で必ず
こういった体験をする野外授業というのがあります。
これが一番、地元の方が目指す自給自足のアフプア
アという生活共存圏ですね。

　　そして、地元では、こういったノンプロフィッ
ト・オーガナイゼーションが、例えば、リーダーが、
大学を出て本土にも行って帰ってきて、自分たちハ
ワイのために頑張るんだということで教育者が大変
多くてですね、次世代リーダーが、こういった形で、
実際にプログラムを組んで山に連れて行って、固有
植物の説明をしたり、「ゲンキボール」といって、
この培養のボールを、アラワイ運河というドロドロ
ですごく汚れた、汚染された運河に投げて、きれい
にしていく、そういった活動であったり、ハワイは
主食、タロイモですけれども、そういった主食のタ
ロイモの畑を増やしていったり、そういったものを、
今度は旅行者も参画していくプログラムにしていく
ということで、まずは、地元で教育プログラムをつ
くって、地元の子供たちのための教育プログラムを、
今度は旅行者の方々にも参画していただくプログラ
ムに成長させていくということですね。増えていま
す。

　　ここにもビデオが1本ありますので、こちらも御
覧ください。

（動画上映）
○パネラー　ミツエ・ヴァーレイ　このように、やは

り、実際、体験を通して旅行者の方々にも一緒にタ
ロ畑に入っていただいて、一緒に養魚池を復元して
いただいて、そして一緒にハイキングをして、固有
植物を学びながら食事をしていただくというような
プログラムが、ハワイでもとても増えていまして、
エコツーリズム、ボランツーリズムというんですか
ね、大変プログラムが増えています。

　　そんな中で、ちょうどニホンアワサンゴのお話も
お聞きしましたので、ハワイのサンゴ礁の保護に関
して、ちょっと調べてまいりました。実を言います
と、ハワイ州のサンゴ礁保護も、1972年に、やはり
水質汚染防止法が制定されてから、多くのプロジェ
クトが、しっかりと施行されております。その中で
も、やはりハワイ州サンゴ礁状況報告書、これは連

邦政府のNOAAという研究所があるんですけれど
も、ハワイ大学の海洋研究所、すばらしい、世界で
ナンバーワンと言われております。そういった方々
の研究報告書を、州民に向けて、年に1回必ず出て
くるんですよね。そういった報告書を通してサンゴ
のことを学んだり、今コーラル・リーフ・アライア
ンスと言いまして、これも連邦政府からの補助金で
やっている保全プログラム、こういったプログラム
を地元の方々にも参画していただいています。

　　オバマ元大統領に尽力いただきまして、2010年に、
このパパハナウモクアケア、ここは世界遺産に登録
されまして、たくさんの海洋研究船が行って、いろ
いろな研究をしております。こういった、実際に紙
を見るのではなく、体験できる研究ですよね、そう
いったものが大変ハワイは多いです。

　　また、ハワイ州の取組として、やはり「ハワイサ
ンゴ礁戦略2030」、これレポートがありまして、戦
略がありまして、これに沿って様々な、特に苗床で
小さなサンゴを作って成長させて、そして群体を広
げていくっていうんですかね、こういった固有種も
大変ハワイには多いので、こういった固有種を守っ
ていくというプログラムは大変盛んに行われており
まして、やはり、産官学の連携というのは大変必要
になってきますね。

　　そして民間、こちらの取組としては、ここの3つ
は、特に有名な地元のノンプロフィット・オーガニ
ゼーションで、「マラマ・マウナルア」、「コーラ
ル・リーフ・アライアンス」、「マウイ・オーシャ
ン・センター」、特に私どもは、教育旅行の中で、
こういった団体の方々に、特別に日本からの学生の
方々にもプログラムを体験していただくようなプロ
グラムを作っていただいたり、もしくは、プレゼン
テーションをしていただいたりということで協力を
していただいております。

　　ハワイ大学でも、もう本当にすばらしい研究所が
ありまして、多くの学生さんが、すばらしい研究を
していますし、プロジェクトもたくさん施行されて
います。こういった、今回はあまり詳しく説明はし
ないんですけれども、こういったいろいろな事例が
あるので、ぜひ、周防大島の高校生、山口の大学生
の皆さんも、こういった学生同士の交流を、ぜひ広
めていっていただきたいなと思います。

　　これは、私どもが主催したプロジェクトなんです
けれども、これは京都の立命館宇治高校の方々に来
ていただいて、ハワイ島の最南端、アメリカの一番
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南ですね、カミロポイントに海洋ごみがすごく漂着
するんですね。特に、震災の後も、日本からのごみ
がたくさん漂流していたんですけれども、それを集
めて、それもマレーシア、シンガポール、台湾、ア
メリカ本土からいろんな学生が一緒になって集めて、
それを仕分けして、そして、プレゼンテーションを
つくって、お互いにプレゼンテーションをして、ア
クティブ・ラーニングですね、意見交換をするとい
うことをやりました。

　　彼らは、帰って鴨川を清掃して、私どもは世界旅
行博というハワイパビリオンで、そのごみで亀とか
作っていただいて、亀見たら3メーター離れてくだ
さいよって啓発活動を一緒にして、このオブジェは
高校にそのまま飾ってあります。こういうような観
光を通したいろいろなメッセージもできるというこ
とですね。

　　または、スチューデント・エナジー・サミットと
いいまして、これは「ブループラネットファンデー
ション」、これも現地のNPOなんですが、学生さ
んを招致して、いろんな国の学生さんが、再生エネ
ルギーに関してアクティブにプレゼンテーションを
する、ワンウェイのプレゼンではなくて意見交換で
すね、こういった形で学生サミットというのを行っ
ております。

　　これは、大学生から社会人の方も参加した、先ほ
どのアフプアアの養魚池、昔は数千とあったのが、
今数百しか残っていないんですが、地元の方々がそ
れを、今復元しているんですね。そして、その復元
作業に参加してもらって、実際にいろんなディス
カッションをする。こういったいろいろな次世代の
プロジェクトというのが大変増えています。

　　そして、旅行会社さんにもこういったものを体験
していただいて、実際にマラマハワイ・パッケージ
ツアーというのを作っていただいて、環境に優しい
ホテルだけを紹介していただきながら、こういうプ
ロジェクトを、実際に旅行でも体験していただける
ようなパッケージも、JTBさん、HISさん、様々な
旅行会社さんとも作っています。皆さん旅行会社の
方々なんですね。

　　こういったコロナウイルスの中で、私どもの方向
が、バンと変わりました。それはなぜかと言います
と、この、やっぱり島の、これ、コロナ禍のワイキ
キです。人一人おらず、初めて私も体験しましたけ
れども、飛行機も一機も飛んで来ず、そうすると、
やはり島は自然の回帰がすごい早いんですね。

　　この本当に6か月足らずの間に、海の透明度が上
がって、ワイキキビーチにコバンザメが戻ってきて、
そしてハワイアンモンクシールが上がってきて赤
ちゃんを産むわけですよ。そういったニュースが地
元に流れ、そうすると地元の方々の意識も、ものす
ごく高くなりまして、それで、このコロナ禍に、今
後また800万人、900万人、ちょうど2019年、1,000
万人を超えまして、オーバーツーリズムのエリアも
増えてまいったので、そういった観光をどうしてい
くということで、コミュニティに行って、ものすご
いコミュニティの意見を吸い上げて、DMAPとい
うアクションプランをつくったのですけれども。

　　観光がいきなりリベンジ旅行で戻ってきたときに、
レンタカーもまだ足りず、労働もまだ戻ってこない
ときに、いきなり戻ってきたのですね。それで新聞
にも載ったりしたのですけれども、これからはブラ
ンディングより、ツーリズム・マネージメントであ
るデスティネーション・マネージメントをしていか
なきゃいけない。そしてプロモーションというより
は、エデュケーションに力を入れていかなきゃいけ
ないということで、州民、そして私どもの意識も大
変変わりました。

　　そんな中で再生型観光、リジェネラティブ・ツー
リズムということで、どのように次世代、6世代、7
世代先に、この自然を、そして文化を、そして人々
の歴史を残していけるかということで、地元でたく
さんのディスカッションが行われ、島ごとにビジネ
スリーダー、自治体の方々、学校、そしてコミュ
ニティの方々が島ごとのアクションプランを出し
て、ちょうど今3年目なんですね。ダッシュボード
で、ウェブサイトで、どこまでそれが進んでいるか
も全部、島民にレポートを出しています。

　　そういうようなアクションが、このコロナ禍で行
われまして、様々なシステムも変わりました。州で
は、オンライン予約システムを導入して、特に、州
立公園のハレアカラとかサンライズ、すごい人気な
んですけども、予約しないと上がれない、入場制限
ですよね。そういった制限や、駐車料金を取って、
そのお金を還元していくというようなシステム、そ
れとですね、やっぱり、ハナウマ湾であったり、こ
ういったエデュケーションビデオを必ず見ていただ
いてから湾のほうに降りていただいて、スノーケ
ルを楽しんでいただき、1日1,400人ぐらいに抑える。
昔は3,000人、4,000人入って、サンゴ礁が死にかけ
たこともありましたので、こういった入場制限が必
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要なエリアも出てきているということですね。
　　ダイヤモンドヘッド、皆さん御存じだと思います

が、登頂30分でてっぺんまで登れまして、すばらし
い景色です。ですが、そこに1日6,000人、7,000人が
登るとなると、上に登っても、やはり体験も満足に
できないのですね。ですので、旅行者の方々にも満
足いただいて、地元の方々にも満足いただける。ハ
ワイで、カマアイナ・レートと言うものがありまし
て、地元の方々、州民は無料で登れるのですけども、
外から来ていただく方には御料金を頂いて、一緒に
保護していただくという形になっています。今は人
数制限が入っています。

　　そういった形で、もう一つこれはすばらしい取組
なんですが、コミュニティの方々に参画していただ
く。なので、例えば、ビーチで、ハワイ、海に囲ま
れていますので、周防大島もそうだと思うのですが。
エリアによって、潮の流れであったり、ライフガー
ドがいないビーチなんかもあるんですね。そういっ
たところに、コミュニティの方々が、これも補助金、
ちゃんと出ているんですけれども、注意事項を旅行
者の方にお伝えしたり、もしくは人数を数えたり、
そこの歴史のお話をしたりという形で、地元の方に
参画していただくスチュワードシップ・プログラム
というのが、各島で大変増えてきています。

　　もう一つは、これ観光局といたしまして、「マエ
マエ・ツールキット」と言いまして、皆さん、きっ
とココナッツ・ブラとグラス・スカートって、ハワ
イと思っていらっしゃると思うんですが、あれタヒ
チなんですね。ハワイの本物のフラではございませ
んので、昔のプロモーションの違った情報というも
のが、やっぱり伝わっているというので、こういう
形でハワイ語もすごく気をつけていまして、空港
行っても、ハワイ語で、まずアナウンスが流れて、
英語という形になっています。「オキナ」、「カハ
コー」というハワイ語の記号を使ってくださいで
あったり、こういうガイドですね、ツールキットを
作って、いろいろ旅行会社の方々とか自治体の方々
にお知らせしたり、ブランド・ガイドラインと言い
まして、こういう写真は避けてくださいね、こうい
う使い方をしてくださいね、フラというハワイの
本来の伝統芸能というものを伝えるには、ファイ
アー・ダンスはサモアなのですね。そういったこと
もありまして、同じでも島の踊りによって衣装も違
いますし、そういった教育というものを、しっかり
エデュケーションしていかないと、違った形で知ら

ないうちに伝わっているのが大変多いということで
すね。こういったガイドラインなんかも作っていま
す。

　　あとは、オンラインでオーバーツーリズムエリア、
センシティブエリアマップというのがありまして、
これはB to Bで業界の方々にお知らせをして、そう
いったところのプロモーションを避けていただいた
り、ナレッジバンクといいまして、パンフレットや
いろんな映像なんかで、私どもはライブラリーがあ
るのですが、プロモーションしないエリア、しない
方向性の全ての写真とか映像というのを取り払って
います。

　　そういった形で、とにかく来る前に、いろんな形
でB to BもB to Cも含めまして、エデュケーション
していくというのが大切であるということですね。

　　これ最後になりますけれども、やはり先ほどのホ
テル税、このリソースというものは、地元に還元さ
れなきゃいけないということで、コミュニティ団体、
例えば、自然を守る、カルチャーを守る、コミュニ
ティの人たちがイベントをつくる、そういったとこ
ろに補助金申請が毎年ありまして、これいろんな団
体の方が3年プランをかけて申請をしています。そ
んな形で、いろいろ連携をしていかなきゃいけない
ということですね。

　　それで、ハワイは毎年来ても新しいイベントや新
しい体験があります。これ最後になります。ちょっ
と長くなりましたけれども、そのプロモーションビ
デオの作り方も変え、日本は、ちょっと今、海外渡
航される方、少なくてリカバリーが大変遅れている
んですけれども、皆さん、やっぱり旅をして、外か
ら日本を見て、どれだけすばらしい国に皆さんが住
んでいらっしゃるか、私は石川県出身なんですけれ
ども、ハワイに住んで32年になります。もう外から
日本を見て、何てすばらしいところに生まれ、そし
て、すばらしいところに住まわせてもらっているの
か、感謝の気持ちでいっぱいなんですね。ですので、
そのパッションと、そしてモチベーションをもって、
次世代の方々と一緒に、この日本を守っていってい
ただきたいということで、海外旅行をしてください。
ものすごく視野が広まります。ということで、この
ビデオで、私のプレゼンテーションを終わらせてい
ただきたいと思います。

（動画上映）
○パネラー　ミツエ・ヴァーレイ　ということで、あ

りがとうございます。
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　　島に生かされている私たちだからこそ世界をリー
ドしていかなければいけないと思います。どうもあ
りがとうございました。（拍手）

○モデレーター　水谷由美子　ミツエ・ヴァーレイさ
ん、本当にありがとうございました。

　　いくつかキーワードなりサジェッションなりいた
だいておりますね。マラマとう人を思いやるという
心、これ私たちのキーワードとしても覚えたいと思
いますし、また、いろんなプログラムありましたけ
れども、地元の方、あるいは子供さんへのプログラ
ムをツーリストへとつなげていくという、広げてい
くというようなことですね。こういったこともこの
周防大島でも役に立つお話だったのではないかなと
思いますね。

　　それから、コロナ禍で環境に対して皆さんが大変
その地域の人の意識が高まった、変わったというこ
とですね。そこから新しいリジェネラティブ・ツー
リズムですか、再生型観光の展開が進んでいるとい
うことで、大変、貴重なお話でした。ありがとうご
ざいました。また、後ほど、いろんなコメントをい
ただきたいと思っています。

　　それでは、続きまして、佐々木真二郎さんのほう
からお願いいたします。

○パネラー　佐々木真二郎　環境省の佐々木です。ど
うぞよろしくお願いいたします。

　　私は、環境省の職員を20年ぐらいやっているもの
でして、もともとは自然環境の技術職ですので、国
立公園の管理とか全国の希少な野生生物の保護とか、
そういったことを扱ってきたものでございます。

　　3年ほど前から、この地域循環共生圏というもの
の担当になりまして、環境をちょっとテーマに少し
混ぜながら、地域がどうやったら活性化していくの
か、地域が元気になっていく方向というのはどう
やったらいいんだろうかというのを、ずっと制度と
して確立したり、地域のそのための支援を行うよう
な仕事をしてまいりました。

　　日本各地で地方創生とかそういったことが言われ
ているんですけど、何かすごく元気のいい地域とな
かなか元気が出てこなくって、ちょっと落ち込んで
きちゃっているかなという地域の差がだんだん今、
開いてきているような感じを持っています。

　　この元気な地域でやっていることって、何で横展
開できないのか。横展開簡単だったらどの地域も元
気になっているはずなんですけど、横展開できない
原因は一体どこにあるんだろうかというのは、ずっ

と私の、全国地方と東京、行ったり来たり勤務する
中で問題意識として持っていました。

　　地域循環共生圏の取組をやっている中で、例えば、
どこどこの地域でこんな施設ができてお客さんが来
て賑わっているよ。じゃあ同じ施設を元気のない地
域につくったら、本当にその地域、元気になるの
かってならないんです。その秘密は一体どこにある
のかというのが、私のずっと長年のテーマでした。

　　一応、環境の話も少しということで、地球環境が
すごく限界を迎えているというのは、もう皆さん御
存じの話だと思います。地球環境、すごくもう限界
を迎えていて、例えば、今もう脱炭素と言われてい
ますけれども、温暖化が進んであちこちで大雨が
降ったりとか自然災害が発生しているというのもあ
りますし、海洋のプラスチックごみなんかもすごい
限界が来ています。

　　そういった中で、私たちの、やっぱりその原因は、
私たちの暮らし方だったり経済、社会システムの問
題で、そこを変えていかないといけないというのが、
課題意識としてあります。

　　今までやっぱりその地下資源、化石燃料とかそう
いったものに頼ってきたものをいかに地上にある資
源に転換していくのか、再生可能エネルギーとか、
あと自然の恵み、食料もそうですし木材とかもそう
です。そういったものに転換をしていく。金属と
かは、もう1回取り出したものは地上の資源として
扱って、それを徹底的にリサイクルしたりとかほか
のものにもう一回活用するというふうな循環型に変
えていくというふうな、そういう発想です。

　　それから、経済の流れも大量に生産して消費して
廃棄するという一直線のものの流れじゃなくて、循
環させるような適切な量を生産して、適切な量を購
入して、適切な量を循環型で使っていくというサー
キュラーな考え方、それから経済がどうしても今ま
で優先されてきて、社会とか環境というものが、も
しくは地域の経済というものがちょっと置き去りに
されてきたかなという感覚を持っています。

　　例えば、環境にしわ寄せがいくと、自然環境を収
奪して破壊して安くものをつくって売っていくとい
うのがやられてしまったりとか、社会の課題という
ふうな感じになると、極端な話を言うと、児童労働
みたいなものが起こってしまったりとか、そういっ
たひずみがいってしまっていたのが、経済がちょっ
と優先されすぎると出てしまう。

　　それをバランスを取って環境も社会もあと地域の
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経済も、シャッター街とかいろいろ困っているとこ
ろあると思うんですけど、そういったもののバラン
スを取っていこうという、これＳＤＧｓの発想です
ね。調和を取るっていう、そういう考え方というの
が、これからは大事なんだろうなというふうに考え
ております。

　　今、グローバルな話を少ししたんですけど、国内
のいろんな地域、これ都市も田舎もどっちもなんで
すけど、足元を見てみるとどうなんだろう。これす
ごい課題が多いですよ。私のところでモデル事業を
やっているところで、地域の課題を書いてくださ
いって最初にこういう取引があるんです。ここに書
いてあるのをざっと書き出しまして、少子化、高齢
化、空き家、シャッター街、水産資源が減っている
とか一次産業の従事者がいないとか、人口減少とか
都市への一極集中というものが大きな背景にもあっ
て、それで様々な課題が地域には生まれて、都市
には都市の課題がやっぱりありまして、このあい
だ、神田の都市再生の勉強会に行ったら、子供たち
が自然の中で遊ぶ、外で遊ぶ環境がそもそもないと
か、自然に触れる機会が日常的にない、まちがコン
クリートで埋め尽くされているんですから、そんな
課題があったり、孤独になっている人が多かったり、
都市には都市の課題、地域には地域の課題が、この
課題がたくさんあると、私も環境省の職員なので、
環境を守りましょうということをいろんな場面で訴
えるんですけど、いやいや温暖化も分かるけど、私
たちの地域はコミュニティーがもう崩壊しかかって
いるのにそんな温暖化のことをやっている場合じゃ
ないですよというふうになるんです。

　　まず、優先順位の高いのは、自分たちの暮らしを
どう取り返すか、どうやって安定させるか、自分た
ちの地域を次世代にどうつなげるかというところの
意識がもちろん高くて、優先順位も高い。

　　困ったことに、この課題というのが増え続けてい
くんですね。とにかく、例えば、ウクライナとかで
ああいうことが起こると燃料代が上がったりとか肥
料代が上がったりとか、いろんなところにしわ寄せ
が来て、地域の課題っていうのはどんどん増えてい
く傾向にあります。この増えていくというものをい
かにして持続可能な形に持っていくかというのが、
私たちのテーマでした。

　　先ほども高校生の方がしゃべってくれたので、余
りもうサクっと行きたいのですが、持続可能な地域
というのは、私たちはこのたくさんある課題を解決

し続けていく地域が持続可能な方向に向かっている
というふうに捉えています。そういった地域は自立
した地域です。自分たちの足で立って、自分たちの
地域を自分たちで運営し続けている地域ですね。

　　先ほど、ミツエさんからマネジメントという言葉
が出ましたけど、いかに地域を自分たちで運営して
いくかということがすごく大事になってきます。

　　じゃあこの課題解決をする方法は何かっていった
ら、先ほど言ったSDGsのプロジェクトを生み出し
ていくことについて、高校生の発表にもありました
トレードという、どこかが伸びればどこかにひずみ
が来るというのは、いかに会議しながら、いいとこ
取りをするような、そういう事業を地域で生み出し
ていくことがすごく大事です。

　　こういった事業を、何かホームランのように1個
大きな事業が生まれると地域が元気になるというの
はちょっとなかなか考えにくいんです。課題がたく
さんあるので、一つの事業では解決できない、たく
さん生む必要がありますし、小さなプロジェクトで
もいいです。もちろん大きなプロジェクトがあって
もいいです。それらをたくさんで生んで、育ててい
く、そういったことがこれからは求められるという
ふうに考えています。

　　私たちは、それを、トレードオフを会議して調和
の取れた事業を同時解決という言い方をして、ウィ
ン・ウィンの関係にあるようなプロジェクトを生ん
でいこうというふうな、そんな言い方をしていると
ころです。

　　先ほど、高校生の方々が地域循環共生圏のことを
説明していただいたんですけど、今ちょっと絵のほ
うは少し更新した形でやっております。これですね。
先ほど申し上げた環境、経済、社会をよくしていく
SDGsの事業の地域でたくさん生んで課題解決を続
けて、自立した地域をつくる。

　　あと高校生の話でも都市と地方でこうお互いに支
え合うという話が出ましたけど、お互いにやっぱり
得意な分野が違うので、それで支え合うような分散
型のネットワークをつくっていくというのが地域循
環共生圏の考え方です。

　　このネットワークがどんどん広がっていくと、地
域、自立した地域が増えていって、それがいろいろ
とあちこちに広がっていくので、最終的には国全体
だとか世界にも広げられれば世界全体が持続可能な
社会に向かうだろうというふうなことで考えており
ます。
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　　このときに、一番私たちがすごい根底で大事にし
ているのは、自然の資源、自然の恵みをいかに我々
は持続的に使うことができるかということだと思っ
ています。地下の資源にはなるべく頼らないような
社会にこれから変えていこうという中で、頼れるの
は、やっぱり自然の力なんですね。その自然の力と
いうのは再生していくんですけれども、再生する範
囲を超えてまでは、我々は暮らしていけないわけで
す。

　　なので、自然環境を維持して、それから回復させ
て充実させていく、そういったことをやっていくと
いうのが根底には大事なものだと思っております。

　　私たち、地域循環共生圏は、この3つが揃うと共
生圏ですという三原則というのがあります。ここに、
実は先ほど言った、地方創生が横展開できるかでき
ないかの鍵があると思っております。

　　1つは、地域の人の主体性です。地域の人たちが
自分たちで地域のことを運営するというのが大事だ
と言ったんですけれども、よその人が来て、地域で
こういうプロジェクトを起こすのは結構大変なんで
すね。外の人は地域のいろんな歴史とかそこでいざ
こざがあった軋轢の歴史とか知らなかったりとかし
ますし、プロジェクト、地域の中の人のリソースを
使わないと起こせない。なので、地域の人たちが
やっぱりそれを、外の力を借りるとしてもやっぱり
自分たちごとが自分たちごととして関わっていく必
要があります。

　　地域の人たちが参加する、主体的にやる、このと
きに、この地域づくりってずっと長く続く話です。
課題を解決し続けるので、極端なことをいうとずっ
と続ける話なんですね。長く続けることって、楽し
くないと続けられないです。なので、私たちのほう
でわくわく感っていうのはすごく大事にしています。
楽しく盛り上がる。あとやりがいを持つ、この大切
なふるさとを次の世代にきちんと引き継ぐというの
は、すごいやりがいのある仕事ですね。そういうや
りがいを持ちながらやっていく。

　　次に大事になってくるのがパートナーシップです。
協働です。地域の中の人たちがこういう、先ほど申
し上げた同時解決の事業を生もうとすると、いろん
な分野の人が連結しないとできないんですね。例え
ば、同時解決の事業ってどんなのがあるかというと、
農福連携みたいな話がすごい分かりやすいかもしれ
ません。農業をやっていて、地域の耕作放棄地とか
を、そこをもう一回再生して農地として使っていこ

う、そういうときに、地域になかなか働き手がいな
いので、障害者の方を雇用してそこでやっていこう
とか、そういったのが農福連携、私たちの共生圏の
事業で支援している地域はそこに脱炭素も入れて、
障害者の方が炭を焼いて、その炭を農地に土壌改良
剤として入れることで、炭素を土の中に固定して温
暖化防止にも貢献している、そういう3つの掛け算
をやっています。そんな事例もあったりします。

　　こういうふうなことをやろうと思うと、例えば、
農業の人、農地を持っている人とか、それから福祉
の、障害者のことに関わっている人たちと、それか
ら脱炭素のことが分かるような、もしくはそこで炭
素のいろいろクレジットにしてお金に換えることが
できる、そういったことができる専門家とかがみん
なでコラボレーションして、連携して当たらないと
プロジェクトが創成できない。こういうふうな協働
というのがすごく大事になってきます。

　　この協働は地域の中の人の縦割りを超えていくこ
とも大事ですし、外の人との連携というのもすごく
大事になってきます。こういった主体性が発揮され
た状態でパートナーシップを組むということができ
ないと横展開ができないということが分かってきま
した。

　　多くの地域で結構残念なことになっている地域は、
まず主体性がない、自分たちごとになっていない、
もう自分たちの地域はもうほかの人が誰か助けてく
れたらいいみたいになっているところは、なかなか
やっぱり最初のスタートが切れないというのがある
んじゃないかなと思っております。

　　こんな共生圏の例ってどんな地域があるのってこ
となんですが、岡山県の真庭市で私よく説明します。
真庭市って里山資本主義っていう本で有名になった
地域で、木質バイオマスの発電所があったりするん
ですけど、最近はこの木質バイオマスだけじゃなく
て、生ごみを集めてきてバイオガスで発電をして電
気を取って、そのバイオマスで発酵させると消化液
というのが出るんですけど、その液を今度は有機肥
料として農地に入れたりするのですね。

　　あと、真庭市は山の中の自治体で海を持っていな
いんですけれども、下流部の瀬戸内海の方のところ
で、カキの殻がいっぱい余って廃棄に困る、これを
砕いて土壌改良材として田んぼに入れると稲の生育
がすごくよくなるのですね。健康な稲が育っている
ということで、それを里海米というお米の名前をつ
けて、今度は学校給食にする流域連携の素材として
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教育素材として活用したんですね。
　　あと、こういう草原の再生をする。草原は毎年焼

いて維持しているのですけど、これ山を焼くという
のが、なかなか地域のもう畜産農家が元気がなく
なってきてできなくなったところを、観光の視点で、
ツーリズムで人が参加して維持していくようなとい
うことをやって、こういうふうに事業はたくさん生
まれてくると、だんだん地域が元気になってという
のは見えてきます。

　　最近は、阪急阪神百貨店という大阪に本店を持っ
ている百貨店と真庭市がブランド、グリーナブルと
いうグリーンとサスティナブルを掛け合わしたブラ
ンドを今、つくっています。

　　このブランドが、真庭は今、こういうふうにたく
さんの環境に配慮した商品を作ったりとか、そこで
体験のプログラムを作っているので、それを都市の
人たちにしっかりとアピールして、都市の人たちが
共感して買ってくれたりとか、あとは現地に行って
実際にそのプログラムに参加して環境保全活動に参
加するというふうなことをやるためのブランドを立
ち上げました。

　　ただ、交流を生むだけじゃなくて、都市の百貨店
は、例えば商品を売るときにこういうふうなデザイ
ンをしたら売れるとか、こういうふうなアピールの
仕方をしたら売れるよというようなノウハウをいっ
ぱい持っているので、真庭市のいろんな商品をつく
りたいという事業者さんのトレーニングをしてくれ
たり、そういうふうな交流も生まれてきています。

　　この今、グリーナブルが発展して、地元でトレイ
ルランニングの大会、フォレストレイルというのを
やっていたんですけど、ここにグリーナブルがサ
ポートで入るということになりました。何をやった
かというと、トレイルランの大会にエントリーする
ときに、グリーナブルアクト枠というちょっと高い
金額の枠をわざわざ設定しているんですね。この枠
にエントリーしたランナーは、ガイドレクチャーつ
きの登山道の保全とか森林とか草原とかの環境保全
のプログラムに参加できるというふうなことがあり、
あとは大会参加費から自然環境保全に寄附されるん
ですけど、これは地元で蒜山自然再生協議会という
草原とかそこにある湿地とかの希少な生き物を守っ
ている活動をやっている協議会ですけど、そこの活
動経費にお金を入れるとか、あとはこういうふうに
サステナブルな視点をトレイルランの大会に入れる
と、協賛企業がたくさん集まるようになったそうで

す。
　　この協賛企業の方々が入ることで、ランナーの人

数を増やさないと、大会ってなかなか運営が難しい
のですけど、ランナーの人数が増えると登山道が荒
れたり環境が悪くなるので、逆に協賛企業を集める
ことでランナーの数を増やし過ぎないで大会運営を
しようと、そういうことをやっているんですね。

　　協賛企業の方々もお金を出すだけじゃなくて、社
員をそこで環境保全のほうに関わってもらうような
ことをして社員の教育をしたりとか、あとはうちの
会社はそういう環境保全に貢献していますよという
アピールに使ってもらいます。そういうことをやっ
ています。

　　地域循環共生圏は、こういうホームページとかあ
とセミナーとかフォーラムとかシンポジウムとかい
ろいろやっていて、その中で宣伝をしています。メ
ルマガで情報発信しているので、興味のある人はぜ
ひ見てください。

　　もう一つ、グッドライフアワードっていう環境省
の大臣表彰の制度をやっております。これは、先ほ
ど言った同時解決の事業を表彰する制度で、地域循
環共生圏は1つのエリアの中でたくさんのそういう
事業を生んでいくという発想でやっているんですけ
ど、その中で、きらっと光る事業を表彰する制度が
グッドライフアワードです。

　　これ個人からもエントリーできる裾野の広い賞で、
もう11年間やって400の取組が表彰されています。

　　わくわく感でやるので、これ楽しさの中で運営さ
れています。

　　その中で、例えば、このプロジェクトマナティ、
ちょっと今日は観光の話だったので、観光に寄せた
話をさせていただくと、これは、旅行者の方がごみ
を拾いたいと思ったときに、ごみを拾っても、実は
どうやって分別したらいいのか、自治体ごとにルー
ルが違うので分からないとか、そもそもごみの収集
場所、どこが収集場所なのかも分からない。そうい
うことが発生します。それに対して対策をというこ
とで、地元のパートナーの商店の方とかレストラン
の方とか、そういった方に協力してもらって体制を
整えて、旅行者がパートナーにお金を払ってごみを
拾うんですね。わざわざお金を払って旅行者がごみ
を拾う時代になったというのがすごい話で、パート
ナーにお金を払うと、ごみの分別の仕方とか道具と
かを貸してくれて、ごみ拾いをして返すときちんと
分別してやってくれる。そんなサービスが今始まり
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ます。
　　あとこれヒダスケというやつで、飛騨市でやって

いるんですけど、関係人口ですね、創出です。地域
で高齢化して過疎化が進んで困っている、その困り
ごとを発信して、ヌシさんという人が地元におりま
して、そのヌシさんがこういうことで助けてほしい
というふうにアピールをして、そうすると、飛騨市
の中のわりと都市的なエリアの、中心市街地の方と
か市街の方とかが応援で来てくれて、私も行ってき
たんですけど、ミョウガの畑、耕作放棄地になった
ミョウガ畑を再生させるために雑草を一日抜くんで
す。その作業をやったりとかするんですね。

　　あとは重要文化財のいろんな整理されていないも
のの写真をひたすら、一日中撮るプログラムとかあ
るんですけど、そういうのは地元の人たちと一緒に
楽しみながらやって、「オカエシ」して、地域通貨
でちょっとしたお金が返ってくる、そんな関係人口
のプログラムです。

　　こんなふうな感じで、グッドライフアワードはた
くさんの表彰例を記事にしているので、もし興味の
ある人は見ていただけたらと思います。

　　私の説明は終わりです。以上です。（拍手）
○モデレータ　水谷由美子　佐々木様、ありがとうご

ざいました。
　　今、ごみを拾う旅というか、大変おもしろいとい

うか、そんな時代になってきているんだなというこ
とで、具体的な事例をいろいろお話していただいて
ありがとうございました。

　　それでは、ちょっと時間も迫ってまいりましたの
で、早速ですけれども、藤本淨孝町長様、地元の立
場からどうぞよろしくお願いいたします。

○コメンテータ　藤本淨孝　よろしくお願いいたしま
す。御紹介いただきました周防大島町長の藤本淨孝
でございます。

　　まず、BGAP、ブルー&グリーンアートプロジェ
クトの安倍会長をはじめ水谷先生には、この周防大
島の地でシンポジウム3回目ということで、このよ
うにまた皆さんと考える場をいただいておりますこ
とを改めて感謝申し上げます。ありがとうございま
す。

　　私からは、今日はこのニホンアワサンゴの学習施
設開館の意義と活用ということでお話をさせていた
だこうと思っております。

　　まず、今日は高校生たちも来てくれていますし、
また地域の皆さんも雨が降る中でありますけれども、

このようにたくさんお越しをいただきました。あり
がとうございます。

　　そして、私、今日はアロハシャツを着ています。
このアロハシャツも展示をしていただいていますけ
れども、水谷先生がデザインをしてくださったこの
アワサンゴ、ニホンアワサンゴとミカンの花をあし
らったこのオリジナルアロハであります。

　　私、赤、黄色、紫、青と5枚持っておりますけれ
ども、これ大変評判がよくて、特にこの赤色なんか
はサタフラのとき、サタデーフラのイベントのとき
に芝生のところでこれを着ると非常に映えていいね
というような評判もいただくところでございます。

　　このアロハシャツは、道の駅、また観光協会のほ
うでも販売をしていただいています。1枚6,600円と
いうことでございますので、ぜひともお買い求めを
いただければと思います。よろしくお願いします。

　　それで、このようにニホンアワサンゴの開館の意
義ということでございます。

　　まず、昨日、3月23日にこの地家室園地の拠点施
設、地家室園地の休憩所のオープンを皆さんととも
にさせていただきました。多くの来賓の皆様、お越
しをいただきまして、はなばなしくオープンをする
ことができました。私の日頃の行いが悪かったのか、
少し雨が降ってしまいまして、その点、残念であり
ましたけれども、皆さんの祝福を受けて、新たな施
設の旅立ちということでございました。

　　既に、1月19日の日に仮オープンということで
オープンをさせていただいております。もう既にこ
れまで2,800名の方がこの拠点施設、お越しいただ
いています。今日来られている方でもう既に行った
よという方、いらっしゃいますでしょうか。

　　かなり多く行っていただいております。ありがと
うございます。

　　私も子供が3人おりまして、その子供が保育園で
行かせていただいてというようなことで、大変楽し
かったというような声もあります。

　　実際、このアワサンゴを見ることができる施設と
いうことで、水槽であったり、また映像で見ること
ができるということ。そして、またＡＲ、ＶＲを
使って、タブレットを使ってかざしながら見ること
もできるというようなこともございますので、楽し
んでいただければと思います。

　　このアワサンゴの地家室園地の拠点施設というの
は、そもそも30年前にこのニホンアワサンゴという
サンゴが生息をしているということを確認されたと
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ころから始まっております。そして、この白木半島
の皆さん、白木半島コミュニティ協議会という協議
会がございます。新山玄雄さんが会長を務めておら
れますけれども、この6つの自治会による白木半島
コミュニティ協議会の皆さんの後押し、山口県そし
て環境省の皆様のお力もいただきながら、この計画
が実行に移されて昨日、完成の式典を行ったという
ところでございます。

　　昨日、私、非常に強く感じたんですけども、やは
り、大きな責任があるなということを感じました。
この責任を感じるということはどういうことかとい
うと、この施設をしっかりと楽しい施設、ためにな
る施設になるように運用していかないといけないと
いうことであります。

　　この責任を非常に強く感じるところでありますし、
今日、ミツエさんや佐々木さんからもお話をいただ
きました。また昨日、実は佐々木さんとも少しお話
をさせていただく中で、この施設の運用ということ
も、しっかりとやっていかないといけないというお
話をいただきました。

　　今、職員の者が2名、女性の方がおりますけれ
ども、その働き方改革等々もあるんですけれども、
しっかりと人を配置していくこと、また透明のシー
カヤック等もありますけれども、それもしっかりと
安全を確認できるような形で進めていかないといけ
ないというようなこともあるところでございます。

　　このニホンアワサンゴ、このように大島に世界最
大級の群生地ということであるんですけれども、ま
ず、周防大島、この周防大島の中のこの丸をしてあ
るところが、地家室園地があるところでありまして、
こちらにニホンアワサンゴが生息をしているという
ことでございます。

　　この周防大島という地は、今日、地元の方が多く
いらっしゃいますけれども、まさにビッグアイラン
ド、瀬戸内のハワイ、瀬戸内海で3番目に面積が大
きな島でございます。瀬戸内海の中で、淡路島、そ
して小豆島、その次が周防大島ということでござい
ます。ですので、大島、ビッグアイランドというこ
とでございます。そういった周防大島でございます
けれども、この大島、人口が今1万4,000人を切ろう
かというところでありますけれども、少子高齢化が
進んでおりますが、豊かな自然のもとでこの島を盛
り立てていきたいというところであります。

　　この地家室園地があるこの地家室の地、また先ほ
どお話をしました白木半島のお話もしましたけれど

も、先ほどから、先般のシンポジウムでもテーマに
取り上げていただきました、民俗学者の宮本常一先
生は大島から輩出され、幅広く全国で活躍をされま
した。この大島の金魚のしっぽのほうに、なぎさ水
族館という水族館がございます。このなぎさ水族館
は、瀬戸内の魚類や海中生物を展示しております。
こちらにいらっしゃるのが飼育員の方です。ただの
飼育員の方ではなくて、研究者の方であられます。
これも、宮本先生の助言により、この水族館はこの
水域に住んでいる魚、水中生物をしっかりと研究す
るという目的で、運用されているということであり
ます。

　　ということで、この周防大島には、地家室園地と
いう拠点施設となぎさ水族館があります。そういっ
たことからもこの海洋生物においても非常に研究、
そしてまた、これまでの積み重ねられた歴史があり
ます。

　　そこで、このアワサンゴを実際に見ていただく、
そういった施設にでき上がっておりますし、しっか
りとそれを将来つなげていきたいというところでご
ざいます。

　　ですので、この美しい海を、先ほど、ミツエさん
のハワイのお話にもありましたけれども、私は周防
大島で暮らしておりまして、自然の大切さ、自然の
豊かさを今一度、感じてみようと思いまして、この
半年間ぐらい、実は車通勤を減らして自転車で通っ
たり、あとは山道、この周防大島には広域農道とい
う山沿いの道が整備をされています。その道を自転
車で走ったり自分の足で走ったりということもして
います。

　　今まで、私も自然に親しむということを余りやっ
ていなかったんですけども、そういったことの楽し
さを今、新たに感じているところであります。です
ので、この自然を大切に守っていく、このことを大
切に思うことを続けていきたいとともに、そしてま
た、アワサンゴの施設をこのようにオープンを迎え
たところで、さらに皆さんに自然を守っていく、そ
して大島の宝である日本アワサンゴのことを知って
いただくということを努めていきたいと思っている
ところであります。

　　そして、アワサンゴの施設のオープンのニュース
がありましたけれども、周防大島では、今、観光に
もこれから力を入れていきたいと思っています。

　　前任の椎木町長さんのときには、観光交流人口
100万人を目指そうということで、観光で来られる
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方、また関係人口といいまして、周防大島に御縁を
持っていただいている方、この方々に100万人来て
もらおうということで、これを椎木町長さんのとき
に実現をされました。そして、その後、私が今、町
長1期目で4年目を迎えるところでございますけれど
も、折からのコロナ禍によってずっと観光の人口が
非常に少なくなっている状況でございます。

　　ですから、その観光の方々にぜひとも戻っていた
だきたい、この起爆剤にアワサンゴの拠点施設は
担っていけば嬉しいなと思うところであります。

　　このように、観光、そしてまたハワイと同じよう
に、また環境にも力を入れていきたいと思っていま
す。

　　先ほど、周防大島高校のみんながプレゼンをして
くれましたけれども、まさにそのとおりでありまし
た。私が言うこともないぐらいだなというふうに
思っております。

　　この環境を行政の立場からもしっかりと守ってい
くために、いろんな観点からお知恵をいただきなが
ら進めていきたいと思っているところであります。

　　時間が10時半までということでありますので、私、
今日すみません、ちょっと緊張してしまいまして、
なかなか進まないところではあるんですが、大きな
責任というものを感じました。

　　この地家室園地の施設をしっかりと皆さんに知っ
ていただく、そして、実際、地家室園地の沖にアワ
サンゴがおりますけれども、実際潜ることはなかな
か難しい高齢者の方もいらっしゃいますけれども、
ぜひとも立ち寄っていただいて、また子供たちにも
立ち寄っていただいて、先ほどの話のとおり、海だ
けではなくて山もきれいにしていこうというような、
そういったテーマを持って、いろんな皆さんに訪れ
ていただきたいと思っておりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

　　私からは、以上でございます。（拍手）
○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし

た。
　　オーバーツーリズムで苦しむぐらい、お客さんに

この地家室園地を通じて来ていただくために、今日
集まっていらっしゃる皆さんが口伝えでいろんな人
に伝えていただくというのを期待したいと思います。
ありがとうございました。

　　それでは、結構、時間も迫ってきておりますけれ
ども、コメンテーターの安倍さんのほうから、お話
をちょっとお願いいたします。

○コメンテーター　安倍昭恵　とんだハプニングがご
ざいまして、ちょっとお恥ずかしいところをお見せ
しましたけれども、この環境をやりながら、この
ペットボトルを出しているという時点で、これが落
ちたときに、私は、ペットボトルではいけなかった
ということをちょっと反省もいたしましたけれども、
この主催者挨拶にも書きましたけれども、これから
は本当に何を大切にしていくかというのを私たちは
問われている時代なんだろうなというふうに思って
います。

　　今日わざわざハワイからお越しいただいたミツエ
さんからも佐々木さんからも、本当にいいお話をい
ただいて、私も考えさせられるところがたくさんあ
りました。特に、ハワイは観光で来ているところ、
まちだと思うんですけれども、そこがコロナでどう
しよう、どうしよう、もっと観光客を呼び戻すため
にはどうしようというふうになるのではなくて、そ
こで環境が復活したことを、これを守っていかなく
てはいけないというふうに考えたというところが、
やはりものすごく素晴らしいなっていうふうに、改
めて感じましたし、私たちもそういう観点を忘れて
はいけないんだろうなというふうに思いました。

　　人間も地域もやはりこれから多様性が大事な時代
で、先ほどから何度もお話が出ているように、その
得意分野を生かしていくというのが、高校生たちも
その話をしていましたけれども、大事なんだろうな
と。

　　みんな人間もでこぼこがあっていいものであって、
その一つのところにみんなが昔のように高度経済成
長の時代のように一直線でみんながどこかに向かっ
ていくというよりは、自分がそれぞれ得意なものを
ちゃんと完成したものが組み合わさっていくという
のが、これからの理想的な人間関係であり地域の関
係であるんだろうなというのを感じています。

　　どんどん過疎が進んでいくところは、都市から見
たら末端のように見えるかもしれないですけれども、
逆の先端であるというふうに私は思っていて、その
都市の部分の先端とこの地域の本当に過疎で、でも
だからこそ豊かな自然が残っているという、そっち
の先端のほうがこれからは最先端になっていくとい
うふうに思っていて、よく地域に行くと、ここ何も
ないからって言われるんですけど、こんな豊かな自
然があるじゃないですかと私はいつも言っています。
周防大島に実際住んでいらっしゃる方は、もちろん
地域のよさも分かっているかもしれないですけど、
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都会から来た人に対して、ここは何もないからって
いうことは絶対言わないでいただきたいと思います。

　　高校生の方たちがいらっしゃいますけれども、将
来的にこの地域にずっと住み続けたいと思っている
人。あら、1人もいない。1回出ていってももちろん
いいです。でも、どこかでこの素晴らしい地域に生
まれ育ったということで、やっぱり誇りに思って生
きていってもらいたいし、できれば、何人かは進学
してもこの地域に戻ってきて、ここには仕事がない
からではなくて、これからは、仕事はつくっていく
時代なので、ここでいい仕事を若い方につくって
いっていただきたい、若い皆さんが未来そのものな
んですね。皆さんがこの地域の未来をつくっていく
という、そういう気持ちで頑張っていただきたいな
というふうに思います。

　　ペットボトルですけれども、日本環境設計ってい
う会社がありまして、そこは地下資源ではなくて、
さっき地上資源と言われましたけれども、ペットボ
トルを何度も何度も再生して使っていこうというリ
サイクルをしている会社ですので、そういうところ
がペットボトルでも悪いものではなくて1回できて
しまったものを捨てるんじゃなくて、何度も何度も
リサイクルをしていきましょうという、そういう考
えの会社もあるので、ペットボトルだけが悪いだけ
ではないですけれども、皆さんのいろんな知恵を集
めて、これからいい社会にしていっていただきたい
と思いますし、このＢＧＡＰもそういう形でこれか
ら地域のためにもいろんな提案をしていきたいと思
いますので、ぜひ皆さんにも会員になっていただき
たいなというふうに思います。

　　特に、周防大島では、柳居議長のお力で本当にい
ろいろなことが行われていると思いますし、私もこ
れからも、議長のお力を借りながら、いろいろこの
地域のためにも頑張っていきたいと思いますので、
皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。（拍
手）

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし
た。

　　先ほどの日本環境設計は、名前が今、株式会社
JEPLANというふうに変っています。世界にプラン
トを輸出して、とにかく世界で、最先端でこういう
ペットボトルなどポリエステルを、それだけじゃな
くて金属とかそういったこともやっていらっしゃい
ます。あと服ですね。衣服、1枚の服から1枚の服が
できるというような再生事業もされていまして、大

変興味深いです。私たちのBGAPのメンバーのよう
な形で来ていただいております。ありがとうござい
ました。

　　ちょっと時間がちょうど30分になってしまいまし
たが、ちょっとスタートも遅れたこととか、トラブ
ルがあり、失礼いたしました。ちょっとだけ延長さ
せていただいて、皆さん、3名の方から何か質問と
いうのかしら、そういうのがそれぞれにもしありま
したら、簡単に質問して簡単にお答え願えればと思
いますがいかがですか。

　　ミツエさん、いかがですか。ちょっと言い足りな
かったこととか、ほかの人の話を聞いて、何かこう
思ったとか、まとめに向かっていくようなお話でお
願いいたします。

○パネラー　ミツエ・ヴァーレイ　ありがとうござい
ます。特に佐々木さんの環境省での取組でいろんな
地域の事例ですよね、私もすごいノートに書かせて
いただいたんですけれども、グッドライフ・アワー
ドであったりプロジェクトマナティ、こういった日
本の活動ってもっともっと外に発信するといいなっ
て思いまして、ハワイでもぜひ英語版をいただいた
ら、御紹介させていただきたいなと思います。

　　日本の事例が、本当に世界の事例になると思いま
すので、ぜひまたいろいろ御教授いただけるといい
なと思うんですが、そういった中で、パートナー
シップ、ここはハワイも多いんですけども、温度差
がものすごくあるものをどのようにパートナーシッ
プをコラボレーションを生んでいくかというところ
で、もし尽力されている部分があれば教えていただ
ければと思います。

○パネラー　佐々木真二郎　パートナーシップはすご
く奥深い世界が広がっています。結構、人と一緒に
仕事をするのって、私も昔思っていたんですけど、
めんどくさいんですよね、いっぱい説明をしなけれ
ばいけないし、相手に協力してもらわなきゃいけな
いし、相手のメリットも説明できなきゃいけないし、
結構めんどくさいんです。でも、ことわざでもある
んですけど、早く行きたかったら1人で行けばいい
んですけど、遠くまで行きたかったらみんなで行か
ないといけませんよっていうのがあって、実は、大
きなことをやっていこうとか、本当にいいものをつ
くろうと思うと、みんなで協力しないとできない。
このみんなで協力をするときに、実はこつがあって、
環境省HA協働ガバナンスという言葉を最近、使い
始めたんですけど、いろいろ人々が話をする、対話



― 403 ―

山口県立大学学術情報　第 18 号 〔大学院論集　通巻第 26 号〕 2025年 3 月

をするときに、やっぱり、例えば、先ほどちょっと
話をしましたが、その人たちの間に、過去に軋轢が
あって、けんかしたことがあるのかないのかとかは
やっぱり理解しておかないといけません。けんかし
たことがあったら、それを修復してからじゃないと
パートナーシップは組めなくなるとか、あとはそ
の場で相手のことを一方的に否定する人とか。1人
で自分の意見だけ主張する人がいてもいけないので、
そういうところをちょっとへこませるような、調整
をするような場を仕切る、ファシリテートするよう
な機能を誰かが発揮しなければいけなかったりとか、
別に専門家じゃなくてもいいですけど。

　　そういうパートナーシップをするときのガバナン
スをどうやって確保するかというのは、すごく大事
だということが分かってきて、環境省では、その協
働ガバナンスを冊子でまとめたりして、どういうふ
うなことがポイントですよみたいなのをまとめたり
もしているんで、もし興味のある方はそれも見てい
ただけたらと思っております。

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし
た。本当にそうですね。協働って本当に大変なこと
なのですよね。しかし、最も大事なことということ
で、はい、ありがとうございます。

　　佐々木さん、何かありますでしょうか。
○パネリスト　佐々木真二郎　私からは、ぜひ地家室

の施設ができたことで地域の方々にエールとあと御
協力をお願いしたいなと思います。本当に昨日、私
も見てきたんですけれども、素晴らしい施設ができ
たなというふうに思っております。ただ、行政のあ
るあるでして、箱ができた後、だんだん右肩下がり
で入館者数が減ってくるというのはよくある話でご
ざいます。そこで、魅力的な運営ができるかという
ことがすごく大事で、そこで楽しむことがたくさん
あって、やっぱり何回も来たくなるような仕掛けと
いうのがやっぱりやれないといけません。ただ、こ
れって職員の方だけでやるのって、すごく大変なん
ですよね、人数も限られているし、そもそもそこで
受付として電話番をしたりとか来館者の対応をして
いるだけでも時間がなくなってくる。そういうとき
にやっぱり助けになるのが、地域の方々だったりと
か、地域の外にいる人でも応援してくれる人たちな
んですね。

　　そういう人たちが、先ほど自分たちのできること
をやるという話がありましたけど、支え合うってい
うのがありましたけど、自分たちが、例えば、こう

いうことで協力できるよ。ただ単に人に行ったらい
いよってお勧めしてくれることももちろん大事です。

　　でも、例えば、ちょっとあそこのスイセン畑の管
理を、私たちもちょっと体を動かすついでにやろ
うかなとか、子供たちがそこで遊んでいるときに
ちょっと見守りをやろうかなとか、いろんなちょっ
とあそこでちょっとしたイベントをやれるようにし
ようとか、そういう関わり方ってすごく実はたくさ
んあって、そういったいいアイデアってみんなでわ
いわいがやがや話しているときに出てくるんですね。

　　なので、ぜひその施設に行って、その施設の中で
職員の方も含めて、みんなで盛り上がっていただい
て、ここの施設どうやったらもっと楽しくなるかな
と、どうやったら使い倒せるかなって話をしていた
だいて、それを特に市役所が施設を持ったりもする
ので、市役所、町役場も含めて、皆さんでどうやっ
たら実現できるのかという方向で議論を前向きに重
ねていけることができるかと、そこがすごく大事か
なと思って、ぜひ発展した素晴らしい施設になるこ
とを期待しています。

　　以上です。
○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし

た。先ほど、ハワイでもコミュニティーの方が環境
問題ですごく関わっていらっしゃいましたし、素晴
らしいアイデアをサジェッションいただきました。
町長いかがですか。

○パネラー　佐々木真二郎　ごめんなさい、話が長く
て。

　　旅人が現地に来たときに、景色がよかったとか食
べものがおいしかったとか、いろいろ記憶に残るん
ですけど、私、個人的には、一番記憶に残るのが、
その地域の人と交わした雑談だと思います。そこで、
何気ない会話をしたことが、その地域のことを教え
てもらったことが、実はすごく心に残る、それがま
た次、この地域を応援しようという原動力になるん
です。

　　地域の方々が挨拶に関わって外から来た人を案内
するとか教えてあげるということができると、すご
くそこがうまくいくと思います。そういった意味で
も協力、協働ができるべきかなと思っております。

○パネラー　藤本淨孝　すみません、アドバイスを
いただきまして、まことにありがとうございます。
しっかりと活かしてまいりたいと思っています。

　　やはり、安倍先生からも先般のシンポジウムのと
きにこの周防大島を、こんなにいいところでみんな
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育っているんだよということを誇りに思ってほしい
ということをおっしゃっていただきました。やはり
この地域のことを、やはり住んでいる我々が地域の
ことを好きになっていく、地域をよくしたいと思っ
ていくということが、大切になりますし、そういっ
た機会をどんどん人材を育成していく、みんなに教
えていくということが必要だなと思いました。

　　あと一点、このパートナーシップということでい
うと、周防大島はカウアイ島との60年のこのつなが
りというものをつないできています。私もそのバト
ンを引き継ぐものとして、このパートナーシップと
いうこと、ともすると、私、今町長で努めさせても
らっていまして、私が積極的にこのパートナー、姉
妹等提携の、例えばカウアイ島と積極的に関わらな
いことがあると途絶えてしまうことがあります。

　　ですので、やはりこの周防大島の60年続いた秘訣
というのは、やはり国際文化協会という法人をしっ
かりと構えて、私だけの意見ではなくて、皆さんの
意見でこの相手と関わっていく、そういう方法を編
み出してこられて、そのようにやっておられるから
このように続くのだなということを、改めて感じる
ところであります。

　　ですので、この白木半島コミュニティ協議会で
あったり、地家室園地もそういった1人のアイデア
だけではなくて、皆さんの意見を集合体でつくって
いって、よい形にするということも心がけていきた
いなということをお話を聞きながら感じておりまし
た。

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございます。
白木半島の協議会の皆さん、今日来ていただいてい
ますが、いかがでしょうか。何か御発言をすること
はありますか。ちょっと光って手が挙がっていても
見えないんですけど、大丈夫でしょうか。

　　それでは、手が挙がっていますね、どうぞ、
ちょっと御発言ください。

○新山玄雄　白木半島コミュニティ協議会 会長　一
言、御礼申し上げます。新山です。昨日、地家室園
地があのようにオープンいたしました。皆さんのお
かげであります。今、いろいろな御意見というんで
すか、御教示をいただきましたけれども、それを
しっかりと踏まえて、地元のほうでもその施設が
しっかり生きていくように、そして、活性化や交流
の促進になるように力を尽くしてまいりたいと思い
ますので、どうぞよろしく御支援、御指導いただき
ますように、今日はありがとうございました。（拍

手）
○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし

た。協議会の会長さんからの御発言で、大変、未来
が明るいなというふうに思っています。

　　最後に、昭恵さんのほうから一言。
○コメンテーター　安倍昭恵　きょうは本当にありが

とうございました。せっかくこのハワイからミツエ
さんも来ていただいて、いろいろなハワイの取組も
知ることができたので、ぜひ高校生や大学生が積極
的にハワイの高校生、大学生と今はオンラインでも
つながれるので、そういう交流をして、お互いにど
ういうことをやっているかというのを、知ってもら
う取組をこれからしていただければ嬉しいなという
ふうに思います。

　　また、日本アワサンゴは周防大島だけのものでは
なくて、これは日本の宝だと私は思いますので、ど
んどんこれを発信していただいて、多くの方たち、
まずは日本の人たちに知ってもらう、そして、世界
にも発信して、日本、今山口県は、山口市ですかね、
ニューヨークタイムズで行くべき世界の52都市の3
位になっているので、これを大いに利用して、世界
の方たちにもこのアワサンゴを見にきてもらえたら
なというふうに思います。

　　今日は本当に長時間でしたけれども、皆さん御協
力ありがとうございました。これからもよろしくお
願いいたします。（拍手）

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし
た。今日は「海のある周防大島とハワイの幸福」と
いうようなタイトルで、ハワイのお話、そしてまた
循環していくことで、また環境を守っていくとか、
地家室園地への期待、そういう話がございました。

　　とにかく今日のお話の中に出てきた協働だったり
とか、それから主体性、だから、これから私たちも
人が何かやってくれるとか、そういうことじゃなく
て、身近な環境、そういったものを自発的に何か
守っていくとか、あるいはお客様が来たらそういう
観光客の人とも交流しながら、この周防大島の魅力
を伝えていくとか、あるいは一緒に環境を守ってい
くとかみたいな、そういう行動へとつながっていく
ような、そういう気持ちが皆様のお話を伺って感じ
られました。どうぞ御一緒に、そういった活動に向
かっていったら、大変嬉しいと思います。

　　そして、このBGAPはこうやってして2020年から
ずっと活動をさせていただいております。こういう
活動があったときに、チラシなど情報をお伝えする
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ことになっていまして、今日お配りしておりますプ
ログラムの中の7ページのほうにQRコードが出てお
ります。今までのＱＲコード、文字起こししたもの
をそれから見ていただくこともできますし、それか
ら、名前とインターネットのアドレス、それを送っ
ていただきますと、今後のシンポジウムや展覧会等
の御案内をさせていただきますので、ぜひともクラ
ブの会員になっていただく、もうお名前とアドレス
だけで、ほか個人情報は何も我々は知らない状態で
御案内することになります。

　　ぜひこういう活動に興味がおありの方は、会員に
なっていただく、また一緒にこういう活動をしてい
く、メンバーになっていただくというようなことも
期待しながら、活動をしていくところでございます。

　　ちょっと延長いたしまして申し訳ございませんが、
本日は、長時間にわたりまして御参加くださいまし
て、本当にありがとうございました。（拍手）

　　雨の中、お気をつけてお帰りいただきたいと思い
ます。それでは、マイクを司会者のほうに戻したい
と思います。

○司会　以上で、シンポジウム、「海のある周防大島
とハワイの幸福〜地域循環共生と再生型観光の視点
から〜」を終了させていただきます。

　　今一度、御登壇いただきました皆様に拍手をお願
いいたします。（拍手）

　　皆様、本日は御来場いただき、ありがとうござい
ました。

　　本日の全てのプログラムはチラシ、パンフレット
記載のユーチューブより後日配信いたします。プロ
グラム裏面と前方スクリーンには過去の取組をまと
めた「サスティナブルの地域創生に向けたハンド
ブック」と今後のイベントの案内をさせていただき
ます。ＢＧＡＰクラブの御案内がございます。

　　また、受付時にプログラムと併せてお渡しいたし
ましたアンケートへの御協力もどうぞよろしくお願
いいたします。

　　改めまして、本日は皆様、起こしいただきまして
ありがとうございました。どうぞ気を付けてお帰り
ください。（拍手）（写真4）（写真5）

写真 5　登壇者による集合写真（左から水谷由美子　安倍昭恵　ミツエ・ヴァーレイ　佐々木真二郎　藤本淨孝）

写真 4　アロハシャツの展覧会（水谷由美子デザイン　会場ロビーに
て）
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（開場 10:00）
10:30-12:30

場所　周防大島町 橘総合センター
〒74 2 - 2 8 0 6　山 口 県 大 島 郡 周 防 大 島 町 大 字 西 安 下 庄 44 5 - 2   
☎  0 8 2 0 - 7 7 - 0 1 0 0

主催：ブルー＆グリーンアートプロジェクト実行委員会 BGAP
共催：周防大島町
協力：環境省 / ハワイ州観光局日本支局 / 周防大島高校
　　　公益財団法人山口県大島郡国際文化協会
後援：山口県立大学

祝・周防大島町地家室園地拠点施設・環境省地家室園地休憩所開館記念イベント

海のある周防大島と
ハワイの幸福

― 地域循環共生と再生型観光の視点から ―

ブルー＆グリーンアートプロジェクト
B G A P　2 0 2 3　Vol.Ⅱ
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付録Ⅰ–2　 「ブルー＆グリーンアートプロジェクトBGAP 2023Vol.2　海のある周防大島とハワイの幸福〜地域循環共生と再生型観光の視点から〜」
プログラム　転載
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柳居 俊学　Sh u n g a k u  Y a n a i

山口県議会  議長

ブルー＆グリーンアートプロジェクト BGAP 2023 Vol.Ⅱの開催を、心からお祝い申し上げます。

瀬戸内のハワイと称される周防大島は、温暖な気候と、穏やかな海や彩り豊かな自然を体験できる場所であり、こうした地域特性

を生かした独自の価値づくりにより、新たな人の流れと地域産業に好循環を生む取り組みが創出されており、瀬戸内海の自然体験や、

環境学習の拠点として今回整備された「地家室園地休憩所」、「地家室園地拠点施設」を中心に交流人口の拡大による地域活性化が

大いに期待されるところです。

また、地域循環共生と再生型観光の視点から意見交換が行われ、観光と環境の関わりから周防大島の今後について、異なる視点か

らアプローチがなされることを大変興味深く感じています。

この取組が、地域活性化に向け、多くの皆様にとって新たな発見の場となりますよう念願いたします。

来賓挨拶

主催者挨拶

安倍 昭恵　Ak i e  A b e

ブルー＆グリーンアートプロジェクト実行委員会 会長

私達人間は短い一生を地球に住まわせていただいているのだと思います。

自然は決して人が支配するものではなく、共に生きていくもの。日本人は古代から自然の中に神を見出し人も自然の一部であると

考えてきました。今こそかつての考え方を取り戻し、豊かな自然環境を守っていかなくてはいけないと私は思っています。

ここ周防大島に群生している世界最大規模のニホンアワサンゴは日本の宝でもあります。私達は多様性の重要性を考えさせられて

いますが、ニホンアワサンゴのまわりの多様な生物たちから人間が学ぶことが沢山あるのではないでしょうか。多くの方にニホン

アワサンゴの存在を知っていただき、この地を訪れて実際に見ていただくことで多様性を受け入れる社会の実現に繋がれば良いと

思います。

この度のシンポジウム開催にあたり周防大島町をはじめ環境省、ハワイ州観光局日本支局など多くの皆様にご支援を頂きました。

この場をお借りしてお礼申し上げます。ご来場の皆様におかれましてはシンポジウムをお楽しみください。

藤本  淨孝　K i y o t a k a  F u j i m o t o

周防大島町長

ブルー＆グリーンアートプロジェクト BGAP 2023 Vol.Ⅱ「海のある周防大島とハワイの幸福　―地域循環共生と再生型観光の視

点からー」シンポジウムのご開催に寄せてご挨拶を申し上げます。

周防大島町地家室園地拠点施設・環境省地家室園地休憩所のオープンを祝っていただき、壮大なシンポジウムを BGAP の皆さまと

周防大島町が共催させていただくことは大きな喜びであり、このイベントにご一緒させていただく全ての皆さまに町を代表し、心

から感謝を申し上げます。

BGAP の皆さんにはこの地で２回に渡り海の豊かさや SDGｓ、民俗学者の宮本常一先生の功績や地域循環、地域創生に至るまで深

く思いを寄せる場をご提供いただきました。

そしてこの度は周防大島から多くの移民を輩出し、繋がりが強いハワイと海における地域循環共生と観光について大いなるヒント

を授けていただけると楽しみにしています。

以前、安倍昭恵先生には「この地はこんなに素晴らしいと自信をもって！」と我々にとって誇らしいお言葉をいただいたことが実

に印象的でした。是非、地域一体の町づくりに共に夢見るようなひと時となりますようお願い申し上げます。

共催者挨拶

２
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3

水谷 由美子　Yum i k o  M i z u t a n i

ブルー＆グリーンアートプロジェクト実行委員会 実行委員長

ブルー & グリーンアートプロジェクトは 2020 年に発足されました。それ以来、地域活性化の視点として海と陸を繋げた活動をす

ることを重視してきました。今年度の 1 回目の事業では「海と陸とウェルビーイング～幸せは手仕事にやどる～」をテーマとして、

地域社会と環境の関係に生活の豊かさの概念を導入しました。そこでデイヴィッド・ロックフェラー Jr. 夫妻をお招きして国内外

の海洋問題に関する基調講演をして頂き、そこで日本ならではの解決の可能性について、日本人の自然を敬い、美を尊ぶ心の存在

について指摘されました。

今年度第 2 回目となる今回は、周防大島町にある世界最大規模のニホンアワサンゴの群生地を巡って同町と環境省によって作られ

た周防大島町地家室園地・環境省地家室園地休憩所の本格的オープニングを祝して開催させて頂きます。

周防大島町では今までに 2 回のシンポジウムを通じてニホンアワサンゴと周防大島町の関係や宮本常一による海と陸に関する地域

活性化の理念や手法について議論してきました。

今回は「海のある周防大島とハワイの幸福―地域循環共生と再生型観光の視点からー」をテーマにします。環境省が提唱するサス

テナブルな地域循環共生圏を地域活性化の手法として具体的に検討をします。オープンされたばかりの地家室園地は自然体験や環

境学習の場として、地域内外あるいは国内外の人々のユニークな観光のデスティネーションとして期待されています。

世界規模の観光の島ハワイ州では再生型観光に取り組まれています。観光と環境の関わりから周防大島がさらに国内外から注目さ

れるより良い島になる、つまり住人も来訪者も幸福を感じられる島になるにはどうしたら良いか。この疑問についてハワイの実践

例に学びたいと思います。

会場の皆様からのご意見も賜りたいと思っておりますので、どうぞご発言をお願いします。

企画趣旨

◆あいさつ◆
主催者：安倍 昭恵（BGAP 会長）

来　賓：柳居 俊学（山口県議会議長）

　　　　  岸 信千世（衆議院議員）

　　　　  岡 正朗（山口県立大学理事長）

◆基調プレゼンテーション◆
安達 向日葵 / 上岡 陸可 ( 周防大島高校 普通科 環境コース2年 )

「アワサンゴ保護で日本の未来を救う！ ～ 周防大島高校発地域循環共生圏（ローカルSDGｓ）づくり ～」

◆シンポジウム◆
パネラー

佐々木 真二郎（環境省大臣官房地域政策課地域循環共生圏推進室長）「地域循環共生圏の推進」

ミツエ・ヴァーレイ（ハワイ州観光局日本支局 局長）「ハワイの再生型観光について」

藤本 淨孝（周防大島町長）「ニホンアワサンゴの学習施設開館の意義と活用」

コメンテーター　安倍 昭恵（元内閣総理大臣安倍晋三夫人）

モデレーター　水谷 由美子（山口県立大学名誉教授）

◆展覧会◆
ニホンアワサンゴに着想された周防大島の豊かな暮らし ～ 7 色のオリジナルアロハシャツ ～

プログラム
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ミツエ・ヴァーレイ　M i t s u e  V a r l e y

ハワイ州観光局日本支局 局長

石川県出身、1992 年ハワイへ移住。オアフ島北東部に位置するクアロア・ランチ・ハワイでカスタマーサービス、オペレーショ

ンマネージャー、営業部長を経験した後、PR 会社で観光関連企業の広報活動に携わり、2000 年からオアフ観光局のアジア地区ディ

レクターとしてオアフ島の観光促進に従事。2011 年 a.Link,LLC に参画し、2012 年ハワイ州政府からの業務委託を請け、ハワイ

州観光局日本支局のマーケティング本部長、局次長、2019 年 4 月局長に就任。

登壇者プロフィール

藤本 淨孝　K i y o t a k a  F u j i m o t o

周防大島町長

2000 年周防大島町長に就任。「人と自然が響きあう、笑顔あふれる安心のまち、周防大島～私たちの、たのしい、すみたい、いき

たい島～」を掲げる。周防大島町とハワイの交流は古く、1963年ハワイ州カウアイ島と姉妹島提携を締結。お互いの島を訪問しあい、

文化、産業、スポーツなど様々な交流を進め、2023 年には姉妹島提携 60 周年を迎え、両島の絆をより強固に、そして次世代に引

き継いでいくために姉妹島交流確認書に署名。

佐々木  真二郎　Sh i n j i r o  S a s a k i

環境省大臣官房地域政策課地域循環共生圏推進室長

2002 年、環境省に入省。環境省レンジャーとして、国立公園や世界自然遺産の保全管理、希少野生生物の保護を担当。東日本大

震災では、自然環境を活かして復興に貢献する「グリーン復興プロジェクト」として、みちのく潮風トレイルの整備などにかかわる。

現場では、阿蘇くじゅう国立公園の管理や、長崎県対馬のツシマヤマネコの保護増殖事業を担当。また、2017 年から 2019 年ま

で福井県自然環境課長として、年縞（ねんこう）博物館の建設、コウノトリの野生復帰事業や自然再生事業を担当。2020 年 7 月

より現職。

安倍  昭恵　Ak i e  A b e

ブルー＆グリーンアートプロジェクト実行委員会 会長

聖心女子学院幼稚園から高等学校卒業。聖心女子専門学校英語科卒業。立教大学大学院 21 世紀社会デザイン研究科修了。株式会

社電通新聞局を経て 1987 年安倍晋三氏と結婚。趣味は、ランニング、ゴルフ、お米づくり、書道。2006 年から山口県立大学企

画デザイン研究室と共同研究を開始し、2013 年からファッション創造による農業振興および地域活性化の活動を目指すアグリアー

ト・フェスティバル、その後継として BGAP を 2020 年に立ち上げる。2018 年から 2021 年まで山口県立大学大学院国際文化学

研究科非常勤講師。

水谷  由美子　Yum i k o  M i z u t a n i

ブルー＆グリーンアートプロジェクト実行委員会 実行委員長

三重県生まれ。お茶の水女子大学大学院修了。山口県立大学名誉教授。服飾デザイン・服飾美学・サービスデザインを専攻。2002

年にヘルシンキ芸術デザイン大学 ( 現アールト大学 ) 大学院客員教授としてフィンランドに在住。2009 年から 10 年以上、ラップ

ランド大学と共に、サステナブルと地域資源の活用をテーマとする共同研究を実施。その他、ハワイ、中国、韓国、フランス、カター

ル等の各大学との国際交流を通じたファッションショーを教育研究創作活動として実施。国内外で活躍するデザイナーなどクリエー

ターを多数輩出。

4
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企画・運営

総合プロデュース・ディレクション

コーディネート協力

舞台統括・演出

グラフィックデザイン

グラフィック協力

グラフィック写真提供

映像編集・配信

写真撮影

司会

安倍 昭恵　水谷 由美子

水谷 由美子

本川 キース ( 株式会社鳳凰マネジメント 代表取締役社長、アドバイザー )

桂 小春 ( ハワイ州観光局日本支局 イベントプロモーションマネージャー )

原田 裕作

津村 実奈

下川 まつゑ ( 山口県立大学国際文化学部実習助手 )

水谷 由美子

原田 裕作

川部 那萌

柳沢 みゆう ( 周防大島高校 普通科 2年 )

スタッフ

 農業スタイルコレクション 2013 in 長門油谷 with 会津若松（ラポールゆや、長門市）mompekko「グローバル」

 アグリアート・フェスティバル 2014　大地の声をきく（ラポールゆや、長門市） mompekko「raita」

 アグリアート・フェスティバル 2015　和敬清寂～夏は涼しく～（ラポールゆや、長門市）mompekko「takijima」

 アグリアート・フェスティバル 2016　自然との対話（ルネッサながと、長門市）mompekko「cosmo」

 アグリアート・フェスティバル 2017　The Force of Water  水の力（ルネッサながと、長門市）mompekko「nagato」

 アグリアート・フェスティバル 2018 　リアル・アグリ～風と遊ぶ～（ルネッサながと、長門市）mompekko「motonosumi」

 アグリアート・フェスティバル 2019　光の棚田（ルネッサながと、長門市）mompekko「tanada」

2013 年

2014 年

2015 年

2016 年

2017 年

2018 年

2019 年  

2020 年

2021 年

2022 年

2023 年

シンポジウム＆ファッションショー　海と陸の結婚（旧文洋小学校、長門市）

シンポジウム , ミニコンサート＆ファッションショー　海と陸の過去・現在・未来  ～和のサステナビリティで世界へ～

（ラポールゆや、長門市）

シンポジウム＆ワークショップ　自然を知り活かし豊かな暮らしをデザインする ～日本の和ハーブ、長門の和ハーブ～ 

（旧文洋小学校、長門市）

ビーチクリーン & シンポジウム　海の豊かさを周防大島における近未来の生活デザインに活かす

～SDGs から白木半島地区の可能性を探る ～ （周防大島町橘総合センター、大島郡周防大島町）

シンポジウム＆展覧会　民俗学者「宮本常一」に学ぶ地域創生～地域循環がある周防大島町のライフデザイン～　

（周防大島町橘総合センター、大島郡周防大島町）

展覧会＆ワークショップ　海を巡るファッションの旅　Step By Step（ギャラリー  ラ・セーヌ、山口市）

シンポジウム＆展覧会　海と陸とウェルビーイング～幸せは手仕事にやどる～（ラポールゆや、長門市）　　　　　

アグリアート・フェスティバル　2013～2019

ブルー＆グリーンアートプロジェクト B G A P　2020～現在

アグリアート・フェスティバル と ブルー＆グリーンアートプロジェクト　ヒストリー

５
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6

2021 年に周防大島町と周防大島高校及び山口県立大学の間で締結された３者連携の一環として、周防大島高校の

生徒のためのオリジナルアロハシャツがデザインされた。

テキスタイルのモチーフはニホンアワサンゴが生息する海の上に、周防大島を象徴するみかんの花が浮かんでいる

状況を表現している。

その後、2023 年から一般用に７色のアロハシャツ（各色 SML サイズ）が商品開発されており、現在、周防大島町

で販売されている。市民にも着用されて、周防大島とハワイの架け橋になるようなアロハシャツに成長することが

期待されている。

制作

商品開発

製造

販売

販売場所

周防大島高校アロハ・プロジェクト実行委員会

水谷 由美子( テキスタイル&ファッションデザイン　

山口県立大学名誉教授 )

清水 竜介（マネジメント　元山口県教育委員会）

株式会社フルグラフィックファクトリー

公益財団法人山口県大島郡国際文化協会

グリーンステイながうら

道の駅サザンセトとうわ

 マリッサリゾート サザンセト周防大島　

展覧会

ニホンアワサンゴに着想された周防大島の豊かな暮らし
～７色のオリジナルアロハシャツ～
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７

全てのプログラムは後日公式 Youtube チャンネルより配信。

Blue & Green Art Project YouTube で検索

【サステナブルな地域創生に向けたハンドブック】

2020 年～2022 年 5回分のシンポジウムを下記のエッセイの付録として採録。

「ブルー&グリーンアートプロジェクト 2022 と地域文化創造の実践的研究　

～  サステナブルデザインと「海を巡るファッションの旅 Step By Step」を事例として  ～」

水谷由美子他、「山口県立大学学術情報　第 16号」［国際文化学部紀要通巻第 29号］、2023 年。

【山口県立大学 リポジトリ】

こちらから以下のタイトルを検索することで、昨年 10月に開催された BGAP 2023 Vol. 1 の

アーカイブをご覧いただくことができます。

（2024 年 4月以降）

『地域におけるサステナブルな創造活動とウェルビーイング～「BGAP2023 海と陸とウェルビー

イング 幸せは手仕事にやどる」を事例として～』

アーカイブ
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【BGAP クラブ会員募集】
ご入会をご希望の方は bgap.c lub@gmai l .com にお名前とメールアドレス
をご送信ください。今後のイベント情報をご案内します。

【問合先】
〒753-0056  山口県山口市湯田温泉 2-3-26-901
BGAP Office（担当：水谷）
 ☎ 090-7776-9763　 　 yumiko0911green@gmail.com
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 付録Ⅰ–2  
「ブルー＆グリーンアートプロジェクトBGAP 2024
海と陸とアップサイクル　The Sea, Land and 
Upcycling」収録
 
Ⅰ　主催者及び来賓の挨拶　

主催者　　 安倍昭恵　ブルー＆グリーンアートプロ
ジェクト実行委員会 会長

来賓　　　柳居俊学 山口県議会議長
　　　　　吉田真次 衆議院議員
来賓紹介　前田晋太郎　下関市長

Ⅱ　基調プレゼンテーション「農業文化振興からアー
トを通じた海と陸を繋げた地域文化創造の活動
へ」
水谷由美子　 ブルー＆グリーンアートプロジェクト

実行委員会 実行委員長

Ⅲ　シンポジウム 「海と陸とアップサイクル　The 
Sea, Land and Upcycling」
パネラー　
　 長坂 真護（美術家）「サステイナブルキャピタ

リズム、輝かないものはこの世にない」
　 柏原エリナ（ライトモードアーティスト）「海洋

プラスチック問題に光をあてる」
　 韓　昌完（下関市立大学学長）「街とその不確か

な未来と教育 – 芸術教育を中心に」
コメンテーター　
　前田晋太郎（下関市長）
　 安倍昭恵（元内閣総理大臣故安倍晋三夫人）
モデレーター
　 水谷由美子（山口県立大学名誉教授）　
司会　
　高松綾香（アナウンサー）　
　　

Ⅰ　主催者及び来賓の挨拶　
○司会　高松綾香　皆様、大変長らくお待たせいたし
ました。ただいまから、「ブルー＆グリーンアート
プロジェクト2024海と陸とアップサイクル」を開
催いたします。
　本日の司会進行は、高松綾香が務めさせていただ
きます。どうぞよろしくお願いいたします。（拍
手）
　まずは、主催者を代表いたしまして、ブルー＆グ
リーンアートプロジェクト実行委員会会長、元内閣

総理大臣、故安倍晋三夫人、安倍昭恵が御挨拶いた
します。安倍昭恵会長、お願いいたします。（拍
手）

○安倍昭恵　ブルー＆グリーンアートプロジェクト
BGAP会長　皆さん、こんにちは。今日は、お足元
の悪い中、またそれぞれお忙しい中、このＢＧＡＰ
のプロジェクトに多数お集まりをいただきまして、
ありがとうございます。
　私は、主人と結婚して初めて地方で暮らすことに
なりました。そして、3.11の後に東京、その頃は東
京に住んでいたんですけれども、東京のスーパーや
コンビニから食べる物がどんどんなくなっていく状
況を見て、これからはお金があっても物が食べられ
ないという時代が来るかもしれない。自給自足の生
活をすることが一番強いのではないかと思って、下
関でお米作りを始めました。
　安倍の父が亡くなってしばらくは下関に住んでい
ましたけれども、その頃は本当にこの地方の自然の
豊かさ、美しい海、そして山がすぐそばにあって、
自然の移り変わりを田んぼや山の木々の色の移り変
わりによって感じることができる、本当にこの地方
の暮らしというのは豊かだなというふうに思った
のですけれども、その3.11の後にお米作りを始めて、
農業の重要さというのを改めて感じるようになりま
した。
　やはり地方でしっかり農作物を作っていただいて
いるおかげで、都会の生活が成り立っているんだな
というのを改めて感じて、そして多くの若者たちに
もっと農業に関心を持ってもらいたい。そのために
はどうしたらいいんだろう。若者たちがファッショ
ンで農業を感じてもらえないかということで、山口
県立大学の水谷教授と一緒に共同研究という形で
ファッションショーを始めました。
　先ほど映像で見ていただいたと思いますけれども、
アグリアートフェスティバルという形で長門市で開
催をしていて、一度は主人にも登壇をしてもらった
ことがあります。そして、現在はブルー＆グリー
ン、山や陸だけではなくてやはり海の環境も、海に
囲まれている日本、そして海に囲まれている山口県
をしっかりと、この海の環境を考えていかなきゃい
けないということで、ブルー＆グリーンアートプロ
ジェクトということで現在は活動を続けさせていた
だいております。
　今回は、アップサイクルということで、2人のす
てきなゲストをお迎えして、後でプレゼンをしてい
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ただきますけれども、この地域の環境を守っていく
ために、また日本の豊かさを世界に発信するために、
今私たちが何ができるんだろうか、ぜひ皆様にも一
緒に考えていただければなと思います。
　これからもこの地域のために、私も何かしら尽力
していきたいと思いますので、今後ともよろしくお
願いいたします。今日はちょっと長くなりますけれ
ども、どうぞ最後までお付き合いをいただければと
思いますので、よろしくお願いいたします。
　今日は、わざわざ後で御挨拶いただきますけれど
も、柳居議長にも遠くからいらしていただきました
し、前田市長、そして吉田さんにも選挙のさなか、
わざわざお越しをいただきました。この後、御挨拶
をいただきますけれども、皆様方には合わせてよろ
しくお願いを申し上げます。ありがとうございまし
た。（拍手）

○司会　高松綾香　安倍昭恵会長、ありがとうござい
ました。

　　続きまして、御来賓であり、またブルー＆グリー
ンアートプロジェクト代表顧問の山口県議会議長、
柳居俊学様から御挨拶をいただきます。お願いいた
します。（拍手）

○柳居俊学 山口県議会議長　祝辞。「ブルー＆グ
リーンアートプロジェクトBGAP2024 海と陸とアッ
プサイクル」の開催により、ここに一言お祝いを申
し上げます。
　プロジェクト会長の安倍昭恵様をはじめ、実行委
員長の山口県立大学名誉教授 水谷由美子様、並び
に開催にあたり御尽力をいただいた関係の皆様方に
深く敬意を表します。
　さて近年、地球温暖化を要因とする気候変動や生
態系への影響、また海洋ごみ問題など地球規模での
新たな環境問題が顕在化する中、持続可能な社会の
実現に向け、多様な主体がそれぞれの役割を認識し、
必要な取組への積極的な参加が求められています。
こうした中、海と陸の廃棄物による環境と経済の循
環について、創造的再利用とも言われるアップサイ
クルの観点から、意見交換が行われますことは大変
意義深いものと感じております。
　また本日は、シンポジウムに加えて演奏会や展覧
会が開催され、とりわけハワイの作家の方々による
着物を活用したアップサイクルへの挑戦は、廃棄物
消滅はもとより、日本の象徴的伝統文化の価値を再
発見できる大変貴重な機会でございます。
　ここで、祝辞にはあえてございませんが、勝手に

思いを少し述べさせていただきます。実は長門でこ
ういうシンポジウムを、昭恵様や水谷先生が開催を
しておられるときに、御縁をいただいて一度寄せて
いただきました。
　以来、今度は海のほうも少しテーマにしようとい
うことで、皆さん御存じですかね、山口県の東南端
に大島郡の周防大島という島がございます。これも
広島県と愛媛県の県境を指しています。ここにニホ
ンアワサンゴというサンゴの群生が見つかりました。
　これをこれからどのようにしていこうかというこ
とで、昭恵会長が大島に行ってやろうと、選挙区で
もない大島に行ってやろうと、こういうことで3回
も4回も足を運んでいただきまして、海岸の清掃活
動や、そして島の高校生を集めてシンポジウムを3
回もしていただきました。
　そして、そのニホンアワサンゴをこれからどうい
うふうに活用していこうかということで、保護活動
や監視活動をしていただいたので、これにて地域の
振興を図っていこうということで、ビジターセン
ターを作っていただこうということで、環境省に
ずっとお願いをしておりましたが、なかなか環境省
は予算の少ないところで、予算がいただけないとこ
ろに昭恵会長が環境省の方を連れておいでてくれた
ら、なぜか予算がつきました。
　そして、今年の1月にビジターセンターがオープ
ンをいたしました。それができたところが本当に過
疎地域で、小さな漁村が7つほどございます。半島
の先のほうです。訪れる人も少ない。それから地域
の方々も大変年をとっておりますが、これを御縁に
地域振興が少しずつ起こり始めて、いろんな方が訪
ねてきてくださるようになりました。やはり離島で
すから、海が命ですから、これを活用しながら、共
に振興を図っていこうということでございます。
　私は議長ということですが、本来このBGAPの研
究員にしてくださいということを昭恵会長にずっと
お願いをして、7年目になります。さっき、そこの
安倍総理の絵画の展示のところで御挨拶されたとき
に、研究員という言葉を使っていただきましたの
で、7年目にしてBGAPの私は研究員に就任をされ
た。今日は記念すべき年でございました。ありがと
うございました。（拍手）
　今、ここでアワサンゴと、それからクラゲの研究
をしています。最近は人魚の研究にも力を注いでお
ります。この辺でなかなか研究員にしていただけな
かったのだろうと思っています。いずれにいたしま
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しても、海を守りながら一生懸命、このBGAPの理
念に応じた活動を進めていきたいと願っています。
　私ども県議会といたしましても、将来にわたりま
して、県民生活が豊かなものとなるよう、活力ある
地方創生に向け、一生懸命取り組んでまいりたいと
考えております。皆様方の御支援と御協力をいただ
きながら、これに議会としても全力投球を出すこと
を願っています。
　結びに、本日のシンポジウム、展覧会の御盛会と、
御参集の皆様方の御健勝、御多幸を念願いたしまし
て、お祝いの言葉といたします。令和6年10月19日、
山口県議会議長、柳居俊学。おめでとうございまし
た。（拍手）

○司会　高松綾香　柳居俊学様、ありがとうございま
した。続きまして、衆議院議員、吉田真次様から御
挨拶をいただきます。吉田様、よろしくお願いいた
します。（拍手）

○吉田真次 衆議院議員　皆様、こんにちは。今日は
BGAPのプログラムの御開催、足元の悪い中、皆様
方お集まりの下、開催されますことを心からお喜び
申し上げるところでございます。
　私も玄関を開けたら30秒で海に飛び込めて、そし
て家のすぐ裏には山があって、田んぼと畑がある、
いわゆる田舎に住んでいるものであります。日本の
原風景で昔こんなところが多かったなと、皆様にも
想像していただけるのではないかというふうに思い
ますけれども。しかしながら昨今は温暖化に伴う海
洋環境の変化とか、あるいは地球規模で自然環境が
変わりつつあるという状況であります。
　私たちは、やはり新しい技術とか、あるいは変革
を起こすイノベーション、そうしたものを追い求め
ていくということは大事ではありますけれども、や
はり先祖の皆様が残してくれた自然、それから豊か
なふるさと、こうしたものをしっかり守っていかな
ければいけないんだろうと、こういうふうに思って
いるところでございます。
　今日のこのプログラムでは、先ほど柳居議長から
もお話がありましたように、創造的再利用というこ
とで、アップサイクルというものでありますけれど
も、今まで廃棄物とかあるいは不要になったもの、
そうしたものをより質の高いものにアップグレード
して、再利用していこうという考え方でございます。
これは限られた資源に配慮しながら、そして環境に
も優しくて、私たちの生活をより豊かなものにする
という大変大切な考え方であるというふうに私も

思っております。
　本日は、シンポジウムやそれからコンサート、展
覧会等もあるというふうにお聞きをしております。
本日、皆様方がここで見たことや聞いたこと、そし
てお感じになられたことを、この下関の地から全国
に発信していただくことを祈念いたすところでござ
います。
　結びになりますけれども、このプロジェクトを開
催していただきました安倍会長や水谷先生をはじめ、
関係者の皆様方に感謝を申し上げますとともに、実
りの多い会になることを心から念願をして、措辞で
はございますけれども、私の御挨拶に代えさせてい
ただきます。本日は誠におめでとうございました。
（拍手）

○司会　高松綾香　吉田真次様、ありがとうございま
した。
　では、ここで本日お越しいただきました御来賓の
皆様を改めて御紹介いたします。
　山口県議会議長、柳居俊学様。

○柳居俊学 山口県議会議長　おめでとうございます。
（拍手）

○司会　高松綾香　衆議院議員、吉田真次様。
○吉田真次 衆議院議員　おめでとうございます。
（拍手）

○司会　高松綾香　下関市長、前田晋太郎様。
○前田晋太郎 下関市長　おめでとうございます。
（拍手）

○司会　高松綾香　以上の皆様でございます。本日は
お忙しい中、御出席を賜りまして誠にありがとうご
ざいます。

Ⅱ　基調プレゼンテーション「農業文化振興からアー
トを通じた海と陸を繋げた地域文化創造の活動
へ」
　それでは、ただいまから本日最初のプログラムと
なります、基調プレゼンテーションを始めさせてい
ただきます。基調プレゼンテーションでは、本企画
の趣旨やこれまで行ってきた活動について、実行委
員長の水谷由美子より御紹介いたします（写真1）。
　それでは、水谷実行委員長、お願いいたします。

○水谷由美子 ブルー＆グリーンアートプロジェクト
ＢＧＡＰ実行委員長　皆さん、こんにちは。ただい
ま御紹介いただきました、水谷由美子でございます。
本日は足元の悪い中、本当にいらっしゃっていただ
いて心より感謝申し上げます。
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写真1　水谷由美子 基調プレゼンテーション

　今まで何回も来ていただいた方には少しダブルか
もしれませんけれども、私どもが先ほど安倍会長が
おっしゃったように、2013年から活動しておりまし
て、その経緯を簡単に御紹介したいというふうに思
います。
　それで、ここにありますように、農業文化振興か
らアートを通じた陸と海をつなげた地域文化創造の
活動へということで、10分ちょっとお話をさせてい
ただきたいと思います。
　最初、2013年から2019年までアグリアート・フェ
スティバルというのをやってまいりまして、約7回
のプロジェクトをやりました。そして現在やってお
りますブルー＆グリーンアートプロジェクト、こ
れを2020年から8回、短い期間でも攻めておりまし
て、安倍会長と一緒に長門だけじゃなくて、周防大
島、山口市、そして今回下関市でやらせていただい
ております。
　ここは概略のテーマを示しておりますけれども、
最初、昭恵会長の提案によりまして、東日本大震災
から着想され、そして実際に実現したのは2013年か
らということになっております。農業を通じた日本
の伝統文化とか精神とか、そういうものに着目し、
そして農作業に必要な「mompekko」という農作業
着を開発してまいりました。
　2019年のテーマは「光の棚田」なのですが、棚田
サミットが長門市で行われて、それが一応まとめの
年となりました。
　そしてブルー＆グリーンアートプロジェクトが
2020年に開始されたのですけれども、昭恵会長と
ミーティングしまして、次のテーマなり組織をどう
していくかという中で、東日本大震災のときに海を
守るために陸の開発といいますか、開発というより
も整備ですね、そういう活動をして、それでカキ養
殖をやっていらっしゃった方が1年で見事に復活さ

れたという感動的なお話を伺いました。海と陸を繋
ぐ活動で地域活性化をされているこの事例に着想を
得て、このブルー＆グリーンアートプロジェクトが
開始されました。
　という感じで、周防大島のほうに行きまして、民
俗学者、宮本常一先生に学ぶ地域創生といったよう
な方向にも展開したり、昨年は海と陸とウェルビー
イングということで、現在の新しい概念、いかに生
きるかの概念、ウェルビーイングを取り上げさせて
いただいております。
　昨年度の2回目には、周防大島にハワイ州観光局
から日本支局長ミツエ・ヴァーレイ様をパネラーと
してお招きするなど、国際的に展開をさせていただ
いております。ビジュアルを簡単に見ていただいて、
今度はmompekkoの開発ということで、山口県の交
流のある地域のテキスタイルを使ったり、あるいは
岩国のほうにある玖珂縮とか、柳井縞とか、そうい
うところから着想を得て、次の年から新しい山口縞
というのを創作するために、糸からオリジナルを織
りました。そしてそのもんぺに「mompekko」とい
う愛称をつけまして、開発してまいりました。
　これは2015年ですね。ずっと昭恵夫人は我々が開
発したもののモデルとして出ていただきました。ま
た安倍晋三先生にも来ていただき、ラポールゆやで
行われたファッションショーで、モンペッコをプレ
ゼントさせていただきました。履いていただけたで
しょうか。
　これは普通農業するときに早乙女の儀式があった
りしますけれども、新しいデザインをして舞台の上
で共同でやって、まさに農業文化の新しい形を提示
したものです。今日の展覧会のディレクターをして
おります下川まつゑさんのデザインでございます。
　 今 日 、 コ ン サ ー ト に 参 加 し て い た だく、
DOZAN11 aka 三木道三さんと呼ばせていただくわ
けなんですが、このときに既にモデルとして、そし
てコンサートのシンガーとして出演していただいた
ものでございます。このときのmompekkoはプリン
ト地です。実験的にDOZAN11さんが開発された写
真から作曲をするソフトを開発され、その発表会に
行かせていただきました。その方法からこのテキス
タイルをデザインするというチャレンジをしたもの
ですね。
　これは同じ2017年に、ハワイ島のマウイカレッジ
の皆さん、今日また学生さんやスタッフの先生方や
いろいろな関係者の方が来ていただいていますけれ
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ども、それとそれからフィンランドの国立ラップラ
ンド大学からも招きまして、一緒にファッション
ショーとか展覧会をさせていただいたものです。
　これは2018年です。昭恵夫人が着ていただいてい
るものは、先ほどDOZAN11さんが開発されたソフ
トを使って、その弟さんの三木学さんという色研究
の第一人者の方がいらっしゃって、その方にヘルプ
していただきまして、一枚物の布を使ってデザイン
したものでございます。
　これはモンペッコ、サロペッコ、ツナギッコとい
うことで、みんな何たらっこってつくんですけれど
も、ちょっとマリメッコのパクリっていうふうに思
う人もいるんですけれども、すみません。ひょっと
してそうかもしれません。ここにまた新しくスモ
クッコという、何でも上手に何たらっこってなるの
ですね。ということで、これはコスモという柄です
ね。これは今日会場に来てくれている荒木麻耶さん
がデザインを中心にやったんですけれども、いろい
ろ販売してみると、やっぱりベーシックな細かい柄
のパンツが一番売れるというアンケート結果が出て
おります。
　こういうキーワードでいろんな活動をやってま
いったわけですけれども、初めて、図の赤いところ
を私が長年取り組んできた地域なんですけれども、
下関に初めて今日こういった開催をさせていただく
ことになって、本当に歴史の一歩だと思っておりま
す。
　陸の文化からの着想ということで、こういう活動
をしてきたわけでございますけれども、そこから海
へと進出いたしまして、これは後畑の棚田、長門市
ですけど、初めて、ずっとこういうのがしたいと、
昭恵夫人と一緒に言っていたのですけども、コスモ
ス畑で、後ろが海が見えておりまして、本当に自然
の中でのファッションショーをさせていただいたも
のでございます。先ほど言ったのが、このBGAP構
想の源になった気仙沼の話ですね。
　2020年に、やはり新型コロナウイルスの蔓延があ
りまして、規模を縮小したりいろんなことで断念し
たりということもありましたが、現在まで毎年続け
ております。2020年のテーマが陸と海と結婚という
ことで、先ほど柳居俊学議長が周防大島の話をされ
たんですけれども、そのアワサンゴに着想を得まし
て、アワサンゴは夏には赤色に、冬にはグリーンに
なるということで、そういった季節によって色彩を
変えるサンゴの視覚的特徴をウェディングドレスで

表現しました。
　その延長で、これは周防大島高校のために、そし
て現在は地域の皆様、それから海外に行った、ある
いはこちらに来ていただいたとき用に着用されてい
ます。このアワサンゴのいる海の中に浮かぶミカン
の花なんですけども、このデザインを私がさせてい
ただきまして、これが今商品化されて周防大島で販
売されています。
　これはビーチクリーンをさせていただいたときに
落ちていたカキパイプで、これは広島県から流れて
くるんです。瀬戸内海側の山口県には随分流れ着い
ていて、防府の野島にも流れ着いています。それら
を使った作品です。
　昨年、陸と海とウェルビーイング、幸せは手仕事
に宿るということで、シンポジウムと展覧会をさせ
ていただきました。
　これは、昭恵夫人のお友達でいらっしゃるデイ
ヴィッド・ロックフェラー・ジュニアと奥様のスー
ザン・ロックフェラーさんをお招きして、海洋環境
問題についての海外から見た日本の課題と可能性、
こういったものをまず基調プレゼンテーションでし
ていただいているところです。
　展覧会の様子ですね。一番奥の向かって右側の2
着をちょっと見ていただけたらと思います。あれは
私が企画プロデュースした海と陸の象徴するワン
ピースです。フィンランドで活躍している大田舞さ
んのデザインなんですけれども、ちょうどそれを、
プロダクト的に作りましたので、実行委員会から、
スーザンさんと昭恵夫人にプレゼントしたところで
ございます。昭恵夫人が今日着てくださっているの
でちょっと立っていただいてよろしいですか。（拍
手）もう一回光が入りましたので。ありがとうござ
いました。
　そして、今日はちょっとお召しになっていただい
ていませんが、昨年私が開発しまして、もう一つの
テーマ柄によるドレスということで、今日ＭＣをし
ていただいている高松綾香さんが、去年の司会のと
きに来てくださったドレスのデザインも生まれまし
た。
　2023年度の2番目の取組といたしまして、「海の
ある周防大島とハワイの幸福、地域循環共生と再生
型観光の視点から」というテーマで、ハワイ州政府
観光局の日本支局長ミツエ・ヴァーレイさんをお招
きしました。そして環境省からも佐々木真二郎様に
来ていただきまして、パネルディスカッションをさ
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せていただきました。
　日本支局長とおっしゃるので、東京に在住かなと
思ったら実はホノルルにお住まいということで、い
ろいろ企画の関係上、大変焦りましたけれども、政
府観光局が自発的に来てくださいまして、大変あり
がたい状況でございます。
　そして、周防大島の町長が赤い服を着ていらっ
しゃいますけれども、町長はさっき御紹介したアロ
ハシャツをいつも着てくださっているという、そん
な状況でございます。
　そして、本日のパネラーでいらっしゃいます長坂
真護さんの作品を、今回、展示させていただいてい
ます。企画の話し合いの中で、昭恵夫人から安倍晋
三先生が、実は真護さんのアトリエに行ってこうい
う創作をされたという話になって、それで晋三先生
の作品も一緒に展示をさせていただくことをなりま
した。後ほど皆さん休憩のとき、あるいはお帰りの
ときに、ぜひ作品を身近で見ていただけたらありが
たいなと思っております。これは2人がコラボレー
ションして作られた作品ということですね。後ほど、
ちょっと昭恵夫人と真護さんにコメントをいただき
たいと思っておりますけれども。
（動画上映）
　ということで、御覧いただきました。安倍晋三元
総理のすばらしいクリエイターとしての姿も感じ
ていただけたんじゃないかなと思います。ありが
とうございます。これはちょっとBGAP、最後に前
からBGAP大学構想といって、私たち何のためにこ
れ、もうずっとやっているんですが、カウントしま
したら15回やっておりまして、それでここに書いて
おりますように、山口の地域と世界をつないで国内
外の環境に関する社会問題を、芸術や文化で解決す
るための実践事例やワークショップなどを通じて学
習するということ、そして地球の持続可能性を実現
するために、海と陸の関わりを中心課題として学び、
その価値を認識して、いかに行動に移していけるか、
ここが重要なところで、我々がただしゃべってもい
けなくて、皆様と一緒にどうやって行動に移せるか、
ここがポイントになっております。
　そして、その行動の中で我々はどのような幸福感
を得て、充実した生活を過ごせるかなどの指針を得
ること。これはウェルビーイングという概念を先
ほどから紹介しているところですね。上記内容は、
BGAPの5年間で実践目標としてきたことでござい
まして、講師陣は今までに登壇されたパネラーやそ

の他の専門家、BGAP大学修了の資格をオーソライ
ズするものにしていきたいと、夢を持っておりまし
て、まずはBGAPクラブに登録をお願いしますとい
うことでございます。
　御清聴どうもありがとうございました。（拍手）
　失礼いたしました。自分の発表が終わったらさっ
さと帰ろうとしておりましたが、ここで展覧会に参
加された皆さんを御紹介したいと思っておりますの
で、皆さんこの上に上がっていただきたいと思いま
す。
　今回、展覧会をさせていただきましたけれども、
そのメインで展示をしていただいています。改めて、
長坂真護さんでいらっしゃいます。（拍手）
　そして、ライトモードアーティストの柏原エリナ
さんでいらっしゃいます。（拍手）
　そして、創作をやられたハワイのマリア・ラゾウ
ティMaria Razzauti先生。以下、学生の皆さんでご
ざいます。（拍手）
　そして、こちらに山口ファッション＆テキスタイ
ル研究所の、全員今日は来れていないんですけれど
も、その3人でございます。（拍手）
　次は山口企画デザイン研究所の、お若い二人でご
ざいます。ありがとうございます。（拍手）
　そしてマヴェリックさんです。入ってすぐの展示
をされている。環境問題に新しい開発をされて、将
来大変なことになるかもしれない可能性をはらんだ
研究でございまして、それに関わっていらっしゃる
お二人でございます。ありがとうございます。（拍
手）
　先ほどビデオと写真などで、晋三先生のアーティ
ストとしての側面を御紹介させていただきましたけ
れども、ちょっと一言だけでもコメントをいただけ
ますか。

○安倍昭恵　ブルー＆グリーンアートプロジェクト
BGAP会長　そうですね。すばらしい活動をしてい
るのを、主人に紹介したいなと思ってアトリエに、
最初、個展、展覧会に行ってもらって、その後、制
作を一緒にという話をいただいたので、主人と一緒
に行って作らせていただきましたけれども、こうい
う一面があるんだなというのを、なんか私はすごく、
主人の新しい面を見たなっていうふうに思って見て
いました。真護さんはどう思ったかしらね。

○長坂真護　美術家　初めまして、美術家の長坂真護
と申します。こんにちは。（拍手）

　　僕の作品も後で紹介しますけど、晋三さんの夏休
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写真3　長坂真護 活動紹介

みという作品がそこに展示してあって、改めてアー
トは偉大で尊いなと思ったのは、残忍なことがあっ
て、不幸があったのですけれども、それでもあの絵
は晋三さんの肉筆が描いた絵が、今もなおあそこで
輝いていると思うと、本当に一緒にいたあのときの
思い出もよみがえりますし、皆さんにそのアートを
提供できるということは、あのとき晋三さんに描き
方を、手ほどきさせていただいて本当によかったな
としみじみ思っております。今日は、この後でプレ
ゼンテーションをやらさせてもらいますので、よろ
しくお願いします。（拍手）

○水谷由美子　ブルー＆グリーンアートプロジェクト
BGAP実行委員長　突然の振りですみませんでした。
ありがとうございます（写真2）。

Ⅲ　シンポジウム 「海と陸とアップサイクル　The 
Sea, Land and Upcycling」

○司会　高松綾香　皆様、大変お待たせいたしました。
ただいまからシンポジウム、海と陸とアップサイク
ルを開始いたします。
　まず、パネルディスカッションに先立ちまして、
本日御参加いただきますパネラーの皆様に順次、御
発表いただきます。
　では、始めにアーティストの長坂真護様の発表で
す。テーマは、「サスティナブル・キャピタリズム
輝かないものはこの世にない」です。それでは、長
坂様どうぞよろしくお願いいたします。

○パネラー　長坂真護　皆さん、こんにちは。美術家
の長坂真護です（写真3）。僕も山口、下関、初め
てです。初めての機会を与えてくださった昭恵さ
ん、水谷先生、本当に今日はありがとうございます。
（拍手）
　プレゼンテーションに移る前に、今回ちょっとお

持ちできなかったんですけれども、この作品、さっ
き晋三さんが描いていた、僕と一緒に描いていた作
品で、さっき解説で二人で描いていたとおっしゃっ
ていたんですけれども、実は三人で描いています。
　最後の真ん中の赤紫になっている部分は、昭恵さ
んが施してくれました。なので、将来僕がピカソ以
上に有名になれば、国宝級の、今お二人にまだ劣っ
ていますんで、僕がこのまま頑張って、これから話
すプレゼンで、僕がピカソ以上になるんですね。必
ずこの作品は国宝級になると信じていますので、ぜ
ひ皆さん、今度また美術館でお披露目できたらなと
思います。（拍手）
　だからアートって本当にいいなと思って、やっぱ
り晋三さんと過ごしたスタジオの日々、すごく思い
起こされますし、あとはこうやって展示することに
よって、生前の記憶や、そして故人の思いというか、
そういったものが今もなおキャンバスの上では鮮明
に生き残っていると。それがやっぱり芸術の醍醐味
であって、例えばパリのルーブル美術館に、いまだ
ダビンチのモナリザの絵が真作として展示されてい
る。それって全然劣化していなくて新鮮なものじゃ
ないですか。そこでやっぱ僕も、アートに魅了され
て、そして今日まで芸術活動をさせてもらっていま
す。
　この絵も、2年前の7月に起こった事件の後ですね、
手が勝手に動いて描いた絵です。タイトルが、これ
は展示してあるんですけども、「春夏秋冬、そして
天」という、ネズミのように見えるのは僕が描いた
晋三さんです。日本の頂点の富士山から、パラパラ
雨とか種をまいて、僕らの貢献人、僕らチルドレン
の僕たちが、これからを担う、頑張れよと言ってい
るような、そんなメッセージを僕が受信して、絵に
して、そして昭恵さんの御自宅のほうに収めさせて
いただいた絵です。今日はそれも特別に見られます

写真2　展覧会出展者による集合写真
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ので、ぜひこの後、見ていただければなと思います。
　それじゃあ、本題の「サスティナブル・キャピタ
リズム　輝かないものはこの世にない」をさせてく
ださい。よろしくお願いします。（拍手）
　皆さん、SDGsって知っていますか。SDGsって聞
いたことありますか。もう7、8年前は誰も知らな
かったのですけれども、サステナブル・キャピタリ
ズムのサステナブルはSDGsのＳです。サステナブ
ルディベロップメントゴールズ、これ知っています
か。SDGsの訳。知っていますね。
　キャピタリズムというのは、資本主義とか共創社
会とか、僕らが豊かになったそのもののことを言い
ます。それを合体して、サステナブル・キャピタリ
ズムという概念を僕が考えてですね、今日になるま
で提唱しています。
　そんな僕が、もともと何をしていたか。僕は2009
年から2015年まで、ただの路上の絵描きでした。世
界中の15ヶ国を回って、ただ路上で一生懸命絵を描
く。アメリカ、ヨーロッパ、いろんなところに行っ
ていました。一枚も絵が売れない画家が何で世界中
を旅できたか。
　これ実は、僕は各国々の主要都市に行って買い付
けのバイヤーをやっていました。例えば、ニュー
ヨークに行ってiPadを買って、日本でヤフオクで売
ると。パリに行ってルイビトンのバッグ買って、そ
れを日本で売る。お金なかったんですけれども、そ
のせどりで世界での画家の活動、路上の画家の活動
が実はできていたという裏の顔がありました。
　今は、社会活動家として紹介されることも多いの
ですけれども、2015年11月13日、これも残忍な事件
が起こりました。パリ同時多発テロです。皆さん記
憶にあると思います。
　僕もこのパリのテロ後、すぐ行ったんですね。こ
れなんですぐ行ったか。社会活動のためじゃないん
です。実は友達から電話があって、今パリでバイ
ヤーがいなくなっているから、ビジネスチャンスだ
と。そう言われて、往復4万円のチケットを、日本
からパリのチケットを買って、買い付けに行ったの
が本心です。そんな自分が2015年8月に発表してい
たのが右手の女性の絵です。人を殺す、あやめる道
具を、避妊具で避妊しているような絵なんですけれ
ども、どちらも人をつくらなくて、当時テロリズ
ムが横行していたので、「No War」、戦争反対と
いう絵を発表していました。テロが起こる3か月前
です。でもそれは、たった自分の安全な国の日本

でNo Warと言いながら、でも裏の顔ではテロが起
こって、金もうけができると言って、自分がパリに
行っている自分に気づいてしまったんですね。
　そのパリのテロ現場を見て、数百の銃弾の痕が
生々しく今もある、その当時あって、そして数千の
花が手向けられ、そして、数千人の人が泣き崩れ、
Pray  for Parisと言ってお祈りをずっとしている姿
を見て、そんな時代の背景と自分の生き方を照らし
合わせて無力だなと思いました。
　人として、絵描きとして、もう絵を描けないやと
思ったときに満月を見たんですね、パリで。そのと
き何か月光に照らされて、心がふと和になった。
　それで気づいたのが、戦争反対なんて自分にでき
るはずない。自分は無力だ。でも、こうやって出
会った人の前で平和な月の光をこんなもんだと伝え
ることはできるな、こんな自分でもというので、戦
争反対の画家から平和を祈る画家に変わっていきま
した。
　このとき、神様がほほ笑んでくれました。さっき
のSDGsのＳの字を学ぶことができたんですね。今
日は、皆さん、サステナブルって、よく正直分かっ
ていない方が多いと思うんです。すごい実は簡単な
概念です。今から説明します。たった3つ覚えるだ
けでいいです。
　僕が買い付けをしているときに、隣にきたロサ
ンゼルス人のアシュリーという友達ができました。
「何やってるの、ＬＡで」って話を聞いたら、彼女
はこう言ったんです。「ＬＡでサステナブルビジ
ネスをやっている」と。2015年12月31日、初めて
自分にサステナブルという言葉が入ってきました。
SDGsのＳです。「アシュリー、それって何なの」。
「私は、オーガニック化粧品を売っているんだ」と。
「じゃ、オーガニック化粧品を肌にいいプロダクト
をつくることがサステナブルなの」と聞いたら、全
然違うと。
　彼女はこう言いました。「サステナブルは3つの
コンセプトです。簡単です。文化の提供、経済の提
供、そして、環境の提供を同軸でやってしまうこと
がサステナブルなんだ」と、アシュリーはそう言い
ました。
　アシュリーにとってのカルチャーは、オーガニッ
クヘルシークラブをつくることです。今回のBGAP
のコミュニティーそのもののことを指します。
　そして、そこで得られた情報からつくり出すオー
ガニックプロダクツ、オーガニック化粧品。ここか
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らが目にうろこでした。
　彼女は、こう言ったんです。「オーガニック化粧
品が、売れれば売れるほど何が起こると思う」と言
われたんです。「お金がもうかるよね」。「違う甘
い。オーガニック化粧品が売れれば売れるほど、農
薬に汚染された地域を地球上から一つずつ減らす」
と言ったんです。
　ええ、お金稼ぎして、自分がブランドやって、地
球がきれいになっていいんだ。そんな概念が今ある。
「何言ってるの、真護君。ＬＡでは、この概念を取
り入れた企業家しか今は成功していないの」。そう
聞いて、僕はもう感動して、マゴ・クリエーション、
サステナブル・クリエーティング・カンパニー、マ
ゴ・クリエーションていう会社を何やるかも決めず
に、勝手に2016年につくってしまいました。
　もう何をじゃあ、自分は何やっているんだ。何
も分からず1年進んでしまったときに、またここで、
世界中の電子機器のごみが集まるガーナという国の
情報のニュースが入ってきてしまいました。
　どうぞ、この動画を見てください。
（動画上映）
　御視聴ありがとうございます。スチール・ア・ブ
ラック・スター映画の短編を出させていただきまし
た。ありがとうございます。（拍手）
　衝撃が走りました。あんなに豊かに僕たちを支え
てくれた資本主義、そして、僕が世界中旅すること
を許してくれた転売による利益、その消費活動の全
てが、この国の若者たちがたった1日5ドルで、1日
働いて、それで毒ガスを吸って死んでしまう街とい
うものを発見してしまったんです。
　悔しかったです。僕どうにかして、当時、お金は、
貯金20万円しかなかったです。でも、何とかして
アートの力を使って、この状況を変えたいと心から
願ったときに、天からサステナブルとアートの神様
が下りてきてくれました。
　あのアシュリーの言葉を思い出したんです。自分
にとってのカルチャー、この街を救いたい、自分に
とってのカルチャー、アートがあるじゃないかと。
そして、自分にとっての経済圏て何だろう。つくっ
たアートをみんなに売ればいいんだ。そして、僕が
現地を掃除して、それをアートにして売れば、僕の
何が起こるか。スラムからごみ減るよね。
　アシュリーに電話しました。「これってサステナ
ブル」って聞いたら、「コングラッチュレーション
ズ、ジス・イズ・サステナブル」と言ってくれまし

た。
　そして、ここのアイデアから生まれた、この1枚
の絵画、もちろんごみからできています。材料費1
万円でできました。デビューの個展で、何と1,500
万円で販売することができました。ありがとうござ
います。（拍手）
　そういう僕の怒濤の恩返しが始まります。毎日、
ムーンタワーというムーンフェスティバルという
フェスティバルを開催したり、そして、無料の学校、
あとは1,000個のガスマスクの提供、そして、リサ
イクル工場アートギャラリーを現地に造ることがで
きました。
　その影響は、貧困国以外に僕たちにも反響が大き
く得られました。アメリカで個展をやったり、あと
は上野の森ミュージアムというミュージアムで、そ
の年10万人動員しまして、そして、あのサステナブ
ルアートのアイデアで30億円アートを販売すること
ができました。すごいです。原価1万円のアートが
30億円で売れた。
　実はCIDという経営診断、うちの会社、たった6
期目だったんですけど、出してみました。そこで、
我々その他小売業の会社なんですけれども、何と5
万2,000社登録している中、うちの会社が1位だった
んですね、経営界1位をとることができました。あ
りがとうございます。（拍手）
　だから、慈善事業ってお金もうからない。サステ
ナブル、SDGsって心でやるものだわって皆さん思
いがちなんですけれども、これからの時代、しっか
り数字でも数を稼げる、利益を出せることをここで
証明することができました。
　そして、この利益をもって1億円スラムに出資さ
せていただきました。マゴモーターズという会社を
つくりました。
　そこの新規事業を発表します。1つはリサイクル
事業です。僕と同じようなことを始めました。みん
なで掃除して、それをつくったチップで、こういう
建材をつくりたい。僕が今日つけているネックレス
をつくったり、こういうものがつくられればつくら
れるほど雇用が生まれて、ごみが減る。そういう新
規事業をつくりました。
　そして、ガスを吸ってCO2を吸収して酸素をつく
る事業をやろうということで、モリンガのお茶を
4,000本植えまして、農家さんもスラムから選定し
ましてモリンガファームもつくりました。これも来
週、阪急梅田で発売されます。
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写真4　ゴミからできたダイヤモンド

　そして、マゴモーターズの所以だった電気自動車、
先進的な技術を彼らにプレゼントしたい、後進的な
ものばっかりやらせたくないという気持ちで電気自
動車の会社をつくって、来年この電気自動車の車を
ガーナに走らせる予定で進めています。
　そして、これが最後のプロジェクト、今回の海ト
リックのサイクロンにもひもづいてくるんです。残
念ながら2022年スラムから15分ぐらい歩いた場所に
大量の寄附、先進国が寄附した服の墓場をたまたま
発見してしまいました。
　これは、僕が撮った写真です。そして、僕はこれ
を掃除しよう、そう決めてビーチボーイズという部
署をつくって、5名社員を増やしまして、毎日通い
ながら掃除してもらいました。
　ここで起こる大きな問題があります。我々が掃除
すると、僕たちの倉庫がいっぱいになっちゃいます。
それを解決するために、また日本の技術、炭化装置
を導入しまして、今まで回収したごみを200分の1に
する装置というものも工場に設置しました。
　そして、僕はこの衝動を得て、「真実の海」とい
う作品も制作させてもらいました。
　そんな中、2020年に撮った写真です。そして先日、
海に行って、僕、同じ画角で写真撮りました。どこ
まできれいになったか、皆さんにもお見せします。
スリー、ツー、ワン。ここまできれいになりました。
（拍手）ありがとうございます。
　今までこの2年取った量は2,000トン。掃除してそ
れを圧縮して10トンのカーボンに変えました。その
カーボンを混ぜてつくったのが、このコンクリート
ブロックです。
　そして、皆さんにいつもこう説明するんです。炭
化装置って何、カーボンって何。カーボンというの
は、鉛筆とかダイヤモンドと同じ素材なんだってい
つも説明しているときに、ふと思ったんです。もし、
あの寄附されたアパレルごみを掃除して、それから、
もしダイヤモンドが本当にできるんであればものす
ごいことなんじゃないか。僕は1年前に思いついて、
そこからいろんな会社に当たって、実は今日持って
きているものがあります（写真4）。
　見えるかな。じゃあ、ちょっと開けてみますね。
見えましたか。反射しているかな。これダイヤモ
ンド、0.5カラット、この海ごみからつくりました。
（拍手）ありがとうございます。
　輝かないものなんてないんです。ダイヤモンドで
きました。これ本当に完全に100％、あの海のごみ

から、寄附されたものからできたものです。ありが
とうございます。
　そして、スラムに戻ります。ここに代表的なごみ
山があります。大きなごみ山です。今の社会の裏問
題です。このごみ山計算すると、40メーター掛ける
40メーター掛ける40メーターの立方体です。掛け算
すると1万2,800トンのごみ山ですね。
　これをさっきの炭化装置にかけて24時間運転す
ると、計算すると100年でごみ山はなくなります。
じゃあ100台買えばいいんじゃないの。100台買えば、
たった1年でスラムのごみ山はなくせるってことが
分かったんです。つまりスラムは、なくせないもの
じゃなかったんですね。僕たちが見過ごしてなくさ
なかったものなんです。
　僕が、このスラム掃除チームを政府にこんなプレ
ゼンテーションしています。
　2030年、このスラムにサステナブルなきれいなま
ちづくりさせてください。僕らマゴモーターにみん
なさせてください。そこにはあの建材をつくった
ミュージアム、そして、みんなで踊るこういうシア
ター、そして学校、あとは無料のホスピタル、全部
僕らのアートの売上げ、さっき言った30億円の金額
でやりますと。そういうプレゼンテーションをして
サッカークラブもつくる、そういうプレゼンテー
ションをしたときに、ガーナの環境大臣、ガーナの
教育大臣のプレゼンテーションがもう終わっていま
す。そして、アクラ初の女性首相、小池百合子さん
みたいな方にプレゼンテーションをしたら、全員が
涙を浮かべて賛同して、我々の会社にまちづくりの
許可を下ろすという、そういうところまで今こぎ着
けることができました。
　もう皆さん想像できると思います。このガーナの
黒い国旗、これ1957年、ガーナが独立した際に、ま
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写真5　柏原エリナ 活動紹介

ので、今すごいホームランバッターが、大谷君のよ
うなホームランバッターが打った後みたいな感じに
なっていますけれども、ぜひ続けてよろしくお願い
します（写真5）。
　私は、1985年から空間演出とか環境デザインなど
のクリエーションをデザイナー、アーティストとし
て行ってきました。また、ライトアーティストとし
て、美術館や科学館で光の作品を発表してきました。
　特に、LEDが開発されてから入手ができるよう
になった1990年頃からは、その特性の熱を持たない、
それから、電圧が低くて電池で点灯することができ
る光を使って、身にまとう光のアートというのをつ
くってきました。その後、幾つかの大学で発表した
りとか、光の演出や光造形という事業を行ってきま
した。
　そんな中で、2019年にバンクーバーでの海洋プラ
スチック問題をテーマにしたファッションショーに
出品しました。このことをきっかけに環境問題とい
う社会的問題を作品に取り組むようになりました。
　そのことによって発表の場所も変わりましたし、
美術館やギャラリーに足を運ばないような方々にも
作品を見ていただく機会が増えました。
　本日は、その活動を御紹介して、今感じているこ
とをお伝えしたいと思います。すごくちょっとロー
カルな話なんですけれども、ぜひ。
　この写真は、会場のエントランスホールに展示さ
せていただいている作品なんですけれども、バン
クーバーで出品する海にプラスチックごみを食べた
光るクラゲというイメージとして作品をつくって
持って来ました。
　このように光を組み合わせた作品は、くしくも海
洋プラスチック問題に光を当てたいと考えるような
自治体などの意図とリンクをして、様々な場所で展
示されて、普段そのような関係や関心がない人々も
光で引き寄せることになりました。
　このような私の従来の身にまとう光の作品は、こ
ういうイベントや国内では企業の販売促進イベント
や大型のイルミネーションのオープニングの点灯式
なんかにも使われて、提供してきました。
　そして、海外では、アート系のファッション
ショー、特にテクノロジーアートのファッション
ショーとか、ガラスアートのファッションショーな
どで発表してきました。
　始まりは、コロナ禍のちょっと前だったんですね。
2018年にアートディレクターのキャサリン・ロー

だ独立できていない、僕たちの星はまだ輝いていな
いんだっていう意味で、皮肉の意味を込めて黒い星
をデザインしたんです。
　でも、あのダイヤモンドのように僕らが努力すれ
ば、どんなにごみや汚いなと言われているものでも
磨き上げて、努力の結晶があれば、必ず先ほどのダ
イヤモンドのように必ず輝くんだと。そういうこと
がもうできるのです。
　僕ら、我々の手によって、2030年に向けて、我々
10億円投資します。世界人類初のスラムの告別を日
本人の我々がやる。そして、コレクターのみんなの
応援でやる。我々がスラムをなくす人類初のことを
やってのけます。
　僕は、絶対あと数年後、ノーベル平和賞を取りま
す。（拍手）ぜひ、そのとき、昭恵さんの持ってい
る絵は、もう1億円とか10億円とか、ピカソを超え
た、さっき言ったピカソを超えて有名になって、晋
三さんと昭恵さんとこれつくったあの後の国宝級の、
国の宝に変えていきますので、これからもぜひ僕た
ちマゴモーターズの応援をよろしくお願いいたしま
す。
　今日は、最後まで聞いていただいて誠にありがと
うございました。（拍手）

○司会　高松綾香　続きまして、ライトモードアー
ティスト、柏原エリナ様の発表です。テーマは、
「海洋プラスチック問題に光を当てる」です。それ
では、柏原様、どうぞよろしくお願いいたします。
（拍手）

○パネラー　柏原エリナ　　いやあ、ちょっとすばら
しかったですよね。本当に感動しました。長坂君の
アートを武器にして世界を変えていくっていう、そ
ういう心に、心からエールを送りたいと思います。
　ここからちょっと規模が変わってしまうので、皆
さんちょっとテンションを下げるのが大変だと思う
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レスという人から、2019年7月にカナダのバンクー
バーで「海洋プラスチック問題からごみを考える」、
海洋プラスチック問題をテーマにしたイベントを考
えていて、その中でファッション産業の観点からご
み問題を考えるきっかけになるようなファッション
ショーを企画しています。興味ありますかと聞かれ
たんですね。それが、その後、様々な流れをつくっ
て、本日この場所で、そして、長坂君のような方
にお目にかかれるような始まりでした。「Future 
Oceans」という海洋プラスチックゴミを問題点に
したファッションショーでした。
　そのときには、世界中の人から応募された10人の
デザイナーが選ばれて、私が日本から出品しました。
　このテーマを与えられて、考え始めたときに、世
界はエコロジー、エシカル、サステナブル、SDGs
という地球環境への関心がすごく高まっているとき
でした。
　そこで今までのように、個人のレベルで生活環境
の中で見直すだけじゃなくて、一歩進めて制作する
作品とかを、教えている大学でも、この流れを取り
組んでいこうというふうに思いました。
　それは、私たちの世代だけじゃなくって、これか
らバトンをつなげていく新しい世代にも考えてほし
いテーマだなと思ったからです。
　そこで、当時教えていた桜美林大学の芸術学部の
関係者に相談して、デザインプロジェクトという、
学校では普通、学内での発表が多いのですけれども、
産学連携で学外でも活動や発表ができる授業に取り
込んでいただいて、学生たちと一緒に春先の湘南海
岸でクリーンアップ活動をしました。
　一見、ごみなどあんまりないように見えるような
きれいな海岸だったのですけれども総勢6人ぐらい
で、キャンペーンに参加した一般の人たちと一緒に
ごみを集めたら、こんなに大量にありました。
　それは、春先で穏やかな日の光を浴びた海の中
では、一体どんなことが起こっているのだろうと
ちょっと考えるのが恐ろしいことを想像するような
大変な量でした。
　授業では、SDGsや海洋プラスチック問題などを
調べながら、出品作品をみんなでディスカッション
して、制作方法とかを考えて、海洋生物の中では、
クラゲには海水を浄化する能力を持っているものが
あったりとか、自ら分裂してコピーをつくって増加
したりとか、不老不死と言われるものがあるという
ことを調べたので、そこで、クラゲをモチーフにし

て、そのミステリアスな存在で未来の海のために貢
献してくれるということを期待して、未来的な光の
ドレスにしようと決まりました。
　また、プラスチックごみ問題をアピールするため
に、プラスチックごみを食べたクラゲということで
イメージをつくって、このように制作して、よく見
ると分かると思うんですけれども、ハイブリッド
カーやリサイクルペットボトルを、装飾的に使って
いて、光の入っているクラゲが放浪しています。
　このショーは、主催はオーシャン・レガシー・
ファンデーションという海洋プラスチックごみ問題
に対処することを目的にしたバンクーバーの非営利
団体でした。
　日本にも、JEAN─ジャパン・エンバイロンメン
タル・アクション・ネットワークという海岸のク
リーンアップ活動をする一般社団法人があります。
私たちは、このJEAN主催の湘南海岸のクリーン
アップイベントに参加しました。
　そこのマリーナは、すごく大きくて、富裕層が
使っているんですけれども、ここの普通の富裕層に
アピールして、周辺の海をクリーンアップする費用
を寄附してもらうということが目的のファッション
ショーでした。
　ランウエーは、こういう大きなボートの並ぶ桟
橋のランウエーで、私はこの3点をみんなの代表で
持って行って、プロのモデルさんが着た作品を見て、
学生たちはすごく喜んでいました。
　これは、海外のほかのデザイナーの作品で、漁網
とかを使ったドレスなんですね。そのときに海外の
SDGsの取組とかクリエイターの取組など、いろい
ろ情報を交換させていただきました。
　その後、戻ってきてからは、町田市の市庁舎でエ
コフェスタに参加させてもらったり、展示をこうい
うふうに市庁舎の中でさせていただきました。本当
にローカルです。
　そして、そういう活動が安倍昭恵夫人にも伝わり
まして、昭恵夫人が身につけてくださるということ
で、ペットボトルとプラごみのアクセサリーをつ
くって、昨日もずっとつけてくださって、今日もつ
けてくださって、ありがとうございます。
　そうして、その後、大学ではずっと次の世代に
伝えるためにSDGsやサステナブルをテーマにして、
幾つもの自治体と協力して、毎年様々な場所でアー
ト作品とともにこの作品を伝える活動をしてきまし
た。
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　例えば、2021年には、町田市の放置竹林問題を取
り上げて、その竹を使って光るオブジェをつくって
公園に設置してパフォーマンスをして、公園に何気
なく訪れた人たちに、そういう意図を伝えて、そ
れまで見たことがないような竹のオブジェとかパ
フォーマンスを見ていただきました。
　また、2022年には、大学のある町田市の近郊の8
都市連携海洋プラスチックごみキャンペーンに参加
することになりました。
　町田市は、海に面していないのですけれども、
我々の家庭から出たプラスチックごみが海につな
がっていることを皆さんに知っていただきたいとい
うことで協力を依頼されました。
　私たちの家庭のごみから出たごみが、海岸から海
に流れ着いて、その先にクレジットカード1枚分ぐ
らいの約5グラムのマイクロプラスチックを毎週私
たちは食べているという事実に、学生たちがすごく
驚いて、そのことを伝えようと、ちょっとスライド
の上のほうに小さく出ています。1枚、上のほうに
ちょっとだけ小さく見えていると思うのですけれど
も、クレジットカードサイズの分を毎週食べている
んだよということを伝えてきました。
　そういうことで、8都市の連携に参加したことで、
今年は3月に横浜トリエンナーレという大きなアー
トイベントがあったんですけれども、そこでオープ
ニングのイベントに電灯ワークショップで参加しま
した。
　これは、横浜市の資源環境局というところの協力
で、横浜市の港湾局の協力もいただいて、横浜港で
回収されたごみの中から流木とか発泡スチロールを
使って会場をつくりました。
　一見すると大きくて美しい海ですけれども、そこ
の中には人類の負の遺産がいっぱいあるんだなとい
うことを、子供たちにも理解してもらって、海から
回収されたごみを使って、未来に美しい海を取り
戻したいということで海の生き物をつくるワーク
ショップをしました。
　会場は、龍宮城のイメージの空間で、乙姫と流木
の魚と亀がいて、クラゲが漂っているみたいな、そ
れが青い光の会場になっています。そこで、それは
たくさんの生き物が、その未来の海を取り戻そうと
いうか、想像しようということで、その中で子供た
ちと流木で魚や亀をつくりました。
　現在では、川崎市の環境局生活環境廃棄物政策さ
んと、11月3日に開催される川崎祭で、やっぱりリ

サイクル資源のワークショップをしています。だか
ら、毎回ごみをあさりに行っているようなんですけ
れども、これもちゃんとしたアート活動だと思って、
頑張ってみんなと一緒にやっています。
　2019年のそのフューチャー・オーシャンズという
ファッションショーに参加したということは、その
後、様々に考えを変えることになりました。
　これまでは、作品を完成させるまでというのは、
無駄も多く出て、残った材料とか試作とか、実験材
料とかの廃材が結構気になってはいたんですね。再
利用したいと思っていたので、その素材をキープし
ていたら、膨大な量にもなってきていたんですけれ
ども、世の中では環境問題とかエコロジーとかサス
テナブルという風潮が生まれていて、何とかそれに
近づけたいと思うんですけれども、それまでの私の
作品は、そういうものをうまく取り組むようなこと
が個人ではできていなかったんですが、大学の協力
を得て、そういう活動ができるようになりました。
　そして、こういう突然与えられた環境問題の作品
のテーマに取り組む機会は、素材を見直すことでも
あるし、リサイクル素材を活用するということは同
じ素材を扱うという意味では、素材のいいところを
見つけるという同じ取組方というか、作品の制作と
つながるものがあるのだなということで、今まで考
えていなかったような制作も続けていけることがで
きました。
　そして、廃棄物、自分の家にもいっぱいあるので
すけれども、作品の残骸とかが、また違った意味で
私の目に見えるようになりました。
　ごみ問題とか、そういうものを扱った作品をつく
り、発表するということは、今までギャラリーとか
美術館になかなか来られなかった、そういう作品と
は違って、日常生活の中で、その存在をアピールす
ることができて、多くの人に伝えることができる。
アート、本当にさっきも長坂君が言っていたみたい
に、アートがもつ違う新しい力を見せてもらった気
がします。
　そして、自治体からたくさん御依頼やお誘いがあ
るんですけれども、それは多分、環境問題に取り組
んで、いかに市民にそれを伝えていくかということ
を検討している人たちにとって、私たちの分かりや
すいデザインされたパネル表現とか、不思議で人を
呼び寄せるような、ほかにはない光の作品が新鮮な
要求として求められているんじゃないかなと思って
います。



― 427 ―

山口県立大学学術情報　第 18 号 〔大学院論集　通巻第 26 号〕 2025年 3 月

写真6　韓昌完による発表

　そして、光というのは、私にとってはメディアな
のですけれども、ただ光の作品であるということは、
光源だったり電子部品だったり電源だったり、そう
いうものをさっき燃えて、材料を取ろうとしてみた
いな、ああいう問題があるものではあるんですけれ
ども、100％エコロジカルとは言えないものなんで
すけれども、私は長くつくってきたので、その中で
様々な素材がいろいろ開発されて進化してきたこと
を見てきたんですね。
　それで、これからもテクノロジーの進化とか、皆
さんの意識の中で、そういうことが解決されるよう
な未来が来るということを期待しています。
　その後、今でもやっぱり私にとって光は大切なメ
ディアで要素です。環境問題とかごみ問題という
カットから、ちょっと一見離れて見えるテーマでも、
美しい光がその中に入ることによって、多くの人に
興味を持ってもらって人を呼び寄せる力になるとい
いなと思ってつくっています。
　その後、横浜港湾局とか川崎港湾局の御協力で、
いろいろ流木を無償でトラック何台分とかって頂い
ているんですけれども、それでアクセサリーをつ
くっていて、今日、水谷先生もちょっとつけてくだ
さっています流木のアクセサリーをつくったり、ほ
かには和紙やピンなどのナチュラルな素材でつくっ
たり、作品も随分変化してきました。
　SDGsやエシカルという概念が広がるとともに、
地球環境問題は新しい時限へ展開しています。日常
的にできるリデュース・リユース・リサイクル・リ
フューズのような生活角度を一歩進めてアート力や
デザイン力でするアップサイクルという試みも今回
のテーマになっているように、皆さんが志している
ことだと思います。
　これまでのリサイクル作品のレベルを飛躍させて、
洗練された未来につながるようなデザインをするた
めに、これらの問題解決を心がけている企業の方々
や、それらを大きく動かしたいと考えていらっしゃ
る企業の方々と協力して我々個人ではできないこと
を進めていけたらいいなと思っています。
　本日はありがとうございました。（拍手）

○司会　高松綾香　柏原エリナ様、ありがとうござい
ました。どうぞ御降壇ください。（拍手）
　それでは、続きまして、下関市立大学学長、韓昌
完様の発表です。テーマは、「まちとその不確かな
未来と教育・環境・芸術教育を中心に」です。
　それでは、韓昌完学長、どうぞよろしくお願いい

たします。（拍手）
○パネラー　韓 昌完　こんにちは。ちょっと芸術と
関係のない人間が、今日参加してしまったのですけ
れども、非常に勉強になりました。大学もこういっ
た取組を取り入れて、教育、研究に活かさないとい
けないなというふうに思っております（写真6）。
　昭恵さんの後援で今日参加するようになりました

けれども、水谷先生、こういう機会をいただいて本
当にありがとうございます。
　「まちとその不確かな未来」というタイトルです
けれども、私ちょっと村上春樹が好きで、村上春樹
の小説のタイトルをちょっとパクりましたけれども、
残念ながら、今年ノーベル文学賞見逃してしまいま
した。
　私は、下関市立大学で、今学長をしておりまして、
下関市立大学は、今日いらっしゃった前田市長の公
約に基づいて、今現在、総合大学化というのを進
めております。来年4月には看護学部も設置されま
すので、3学部体制で、学生数が2,000名を超えまし
て、全国の公立大学が101ありますけれども、それ
で、その中で14番目の規模になります。
　これからは、世界に向けていろいろ活躍しないと
いけないと思ったところで、今日、皆さんから、世
界で活躍されている皆さんから、いろいろヒントを
いただきましたので活かしていきたいというふうに
思います。
　今日、ちょっと下関のことを考えてみたいという
ふうに思っていますけれども、確かに1889年度に赤
間関市という市で出発して、そのときには31個しか
市がなかったわけなんですけれども、どんどん時代
の流れとともに、昔中心だった下関からいろんなも
のが外に出てしまいまして、今、未来どうなるのと
いう不安を掲げて市民の皆さんも考えていらっしゃ
ると思うんですけれども、少子化・高齢化がどんど
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ん進んでおりまして、それと産業構造も大分変化し
ていまして、昔強みだったものが、今は決して強み
じゃない状態になっているという状況ですね。
　気づいてしまえば、今は政府から出された資料の
中に、今ここの辺にいますけれども、消滅の可能性
が高いという市町村が、もうＣまで行くともう消滅
していくだろうというふうに考えられるんですけれ
ども、下関市はＤに位置づけられまして、山口県の
街って、ほぼ宇部市とか山口市とか周南市とか、あ
とお隣の北九州市も一緒ですね。下手すると下に消
滅するかもしれないという自治体に落ちてしまうと
いう可能性もある、そういう状況になっております。
　例えば、萩市とかは、もう既に入っていますね、
萩市とか美祢市とか長門市とかは、もう既に入って
いまして、ちょっと憂鬱な話ですけれども。
　それで、ちょっと世界で似たような状況のある街
はないのかなとちょっと調べたところ、フランスの
ナント市というところがありました。
　ナント市が、結構、フランスの中では。この間、
アメリカのニューヨークタイムズが山口市を2024年
で一度行かないといけない世界52都市の3番目に選
んだために、市内観光客増えていました。ニュー
ヨークタイム誌が、世界で1番住みやすい街という
のを1位に選んだのはフランスの中でも上位にいつ
もランクされているナント市みたいですね。
　この街って、実は産業構造の変化とかを伴って、
一度ものすごく衰退してしまったんですね。これ
が、こういう形がちょっとあんまり見づらいのです
けれども、ちょっと私、日頃大学にいるもんですか
ら、学問の世界では、こういうスライドが一般的で
すけれども、今日は全然目立ちますね、このスライ
ドって。みんな映像とか、いろいろ流していますか
ら、ちょっと目立ちますけれども、ナント市は発展
していましたね。産業が発展していって、産業構造
が変化しますよね。アメリカもそういう街っていっ
ぱいありまして、例えば、デトロイトは自動車産業
が発展していて、それが衰退していくと街も一緒に
衰退していくという、そういう例が世界中にいっぱ
いあるんです。それで1回衰退した街が回復してい
くということがなかなかないんですよね。難しいん
ですよ、1回衰退してしまうと。
　皆さん方、下関市民の皆さんは、御存じだと思う
のですけれども、下関市は昔すごかったんですよね。
そういった時代があって、でも結局、ナント市も一
緒だったんですよ。お隣の街にどんどん、その機能

が移転してしまったんですね。
　下関もそういう痛い過去がありますよね。いろん
なものが福岡に行ってしまって。結局、ついつい出
てしまって、今の下関の衰退というふうになってき
ているわけなんですけれども、それでナント市はど
うしたのかというと、芸術と文化と教育で街をもう
一回復興させようという取組を始めました。
　それで、どうなったのかというと、今はぽんと上
がってきているわけなんですけれども、先ほど壮大
な地球規模のガーナのプロジェクト、今もう30代で
されているというのを見て、私は30代何したのかと
いったら大学院生でした。一生懸命論文書いていま
したけれども、もうしっかり既に世界で活躍してい
るのを見て、今の世の中って、活躍の舞台が広がっ
ているなというふうに思ったのですけれども。ナン
ト市は、そこまでじゃないんですが、街の中を芸術
と文化、それと観光、あとレジャー、スポーツ、そ
れと、レストラン、こういったものをどんどん整備
していく「緑の島」という再生プロジェクトを始め
たということなんですが、下関も、あるかぽーとと
か唐戸エリアとか、そういった観光に力を入れ始め
ていまして、プランを立てて今積極的にやっており
ますけれども、もっとナント市は本格的にそういう
プロジェクトをやったという事例になります。
　このときに、教育がとても大事にされていたんで
すが、皆さん、承知だと思うんですけども、長州藩
が日本の歴史を変えたという歴史がありますけれど
も、どこから始まったのかというと、やっぱり教育
から始まったわけですよね。
　言われてみれば、後から話が出ますけれども、今、
文科省とか国は、18歳人口が、2040年には80万を切
りますから、それをどう埋めるかということで、外
国人留学生を入れなさいとか、それと労働人口の
10％が学び直しで大学に戻れば、それが70万である
と。だから大学の今定員が66万人ぐらいですから、
リカレント教育を積極的にやれば大学の危機は乗り
越えられるよとか、この間つい最近、学長会議が東
北でありましたけれども、文科省から言われました
けれども、なかなかそんな簡単な問題ではないので
す。確かに今、先ほどＡＩの話とかも出ましたけれ
ども、そういった時代に、まだ学ばないといけない
ことっていっぱいあるわけですから、それは大学が
提供するといえば、確かにそのとおりだと思うので
すが、ナント市もその文化政策で、まず市民にそう
いった意識を持ってもらおうといって、積極的にそ
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ういった市民に対する教育を実施してきたという経
緯がありました。
　それで、その中心になった人物が、文化を消費す
るだけではなくて、その文化に対して、議論して、
参加して、新しくつくっていく、そういう市民を育
てないといけないのですよねということを言って、
教育がとっても大事であると。
　ということで、このナント市に大学があるんです
ね。このナント国立建築大学という大学がありまし
た。この大学を中心に何をしたのかというと、この
プロジェクトを実施する中心にしてもらって、それ
と教育を積極的に行ってきたと、ということなんで
すね。
　どんな教育をしたのかというと芸術教育、それと
それを町の風景と建築物とか、様々なこととつなげ
て、市民に対する意識を高める、文化意識を高める
教育を同時並行に行ってきたと。
　そういうことで、都市再生の担い手が公的な教育
機関で育てられているということはとても大事であ
ると。
　ということで、実は本学もデータサイエンス学部
と看護学部つくっていますけれども、将来的に今Ｉ
Ｔと農業を結びつけるという取組が世界的に、特に
日本は農業、食べ物に関しては世界的な競争力を
持っていますので、下関の農業とＩＴ技術を本学の
データサイエンス学部と結びつけて、東南アジアか
らそういった方たちを農業に専念できるような方た
ちを受け入れて、地元と協力してやっていくという
寄附講座をつくろうとして今プロジェクトを立ち上
げる準備をしております。
　これと、もう一つは観光ですね、観光を大学が中
心になってやっていく。観光フォーラムとかを立ち
上げてやっていくとか、そういったことも、市と、
前田市長と協議しながら今進めている状況です。
　これに加えて、芸術教育、環境教育というのを
やっぱり大学が中心になってやっていかないといけ
ないなと思っています。実は、これ教育の大事さで
ちょっと入れましたけれど、皆さん最近のノーベル
賞もどんどんユダヤ人が取っていますけれども、世
界人口の0.2％しかいないユダヤ人がノーベル賞の
受賞者の20％を示しています。あとアイビーリー
グと言ってアメリカのとても優秀な大学の21％をユ
ダヤ人が示していますけれども、この力って何です
かというと教育なんですよね。教育を昔から、彼ら
ずっと2000年近く迫害を受けてきたので、財産を築

いたら奪われる。財産をたくさん持ったとしても奪
われるという中で、やっぱり持つべきものは何なの
かというと、奪われないもの。これは知識しかない。
それ教育だよねというので、ずっと教育にものすご
い力を入れてきて、こういった人材を養成してきた
と、ということなんですね。
　最近、残念ながら、申し訳ないのですけれども、
その教育に関する関心が薄れてきているというのが
とても残念に思っていますし、今、日本の小中学校
の教育が正直言って結構危機的な状況なんですね。
　それが例えばヨーロッパとかだと、芸術教育とか、
それと環境教育というのがとても中心になっていま
して、とても私が参考になっているのは、専門的な
教員をどんどん採用していってということなんです
ね。要するに専門性を高めて教育の質を上げるとい
うことをやっているのですけど、皆さん御存じです
よね。日本は今教員の担い手がどんどん減っていま
して、今度山口県は教員免許を持たなくても教壇に
立つようにするということを打ち出すぐらいですか
ら、このまま行って大丈夫ですかということをやっ
ぱり考えないといけないかなと。
　世界各地では環境教育もとても力を入れています
ので、今度日本の小中学校でも、こういった取組を
やっていかないといけないなというふうに思いなが
ら、つい3日前に学長会議で文科省から出された資
料です。今、日本の教育現場の学生の1クラス35名
だとしたら、どういう学生が今クラス形成されてい
るのかを文科省がやっと国が示してくれました。発
達障害の可能性のある子、それとギフテッドと言っ
て特定の分野で優れた才能を持っている子、それと
不登校ぎみにある子、そういった子たちがどんどん
クラスの中にいて、こういうので構成されているの
で、じゃあ、どういう教育を行えばいいですかとい
う問題意識を国がもう提示するようになってきたと。
私これは15年前から言っていますけれども、やっと
ですね。
　それで、教育がどう変わりますかといったときに、
やっと乗り出しました。これもうフィンランドとか、
お隣の韓国も実施していますけれども、学生主体の
教育をやらないといけないよねと、あと学年を関係
なくやらないといけないよねとか、それと教室以外
の選択肢とかもありますよねと。
　先ほどドイツは幼稚園が日本語で言うと自然ガー
デンみたいな、幼稚園の名前がガーデンなんですよ。
要するにガーデンで遊ぶように教育をしましょうと



― 430 ―

服飾デザインを通じた地域創生と国際交流に関する実践的研究〜ブルー＆グリーンアートプロジェクトBGAP 2024「海と陸とアップサイクル」を事例として〜

写真7　シンポジウムの様子（左から水谷由美子、安倍昭惠、前田晋
太郎、長坂真護、柏原エリナ）

いうのをもうドイツではやっているのですが、そう
いった、いろんなところで、いろんな多様な形での
教育を行っていいじゃないかということと、あと教
師がコーチングをやらないといけないですよねとい
うのを文科省が言い出しました。だから多様な人材
と社会と企業と民間といろんなところと協働して教
育を行わないといけないですよねと。
　これは何で学長会議で出されたかというと、こう
いった子たちが今度大学に入りますよという話なん
ですよ。だから大学もこういった子供たちに対する
対応能力を高めないといけないですよねという話な
んですね。だから、ああ、確かにそのとおりです。
だけど今の大学はまだそういう体制になってないで
すね。だから、これも大学の課題ではあるというふ
うに思います。
　いずれにしても都市の再生には、文化・芸術・教
育というのは、もう本当に欠かせない重要なポイン
トであって、投資していかないといけないし、市の
大学である下関市立大学も、そういった分野に様々
な主体と連携を取りながら、今度取り組んでいきた
いというふうに思います。
　今日、真護さんは、長坂さんは、ちょっと今度う
ちの大学で、講演で、特別講演で呼びたいなという
ふうに思いまして、若者にどんどん士気を与えてい
ただきたいなというふうに思いながら聞きました。
　すみません。今日はもうこういう話になっちゃい
ましたけれども、ちょっと異質的な話だったかもし
れません。
　今日は本当にありがとうございました。（拍手）

○司会　高松綾香　韓昌完様、ありがとうございまし
た。
　では、ここからの進行は、モデレーターとして実
行委員長の水谷由美子が務めてまいります。
　それでは、水谷実行委員長、お願いいたします。

○モデレーター　水谷由美子　皆さん、大変長らくお
付き合いいただいてありがとうございます。
　本来なら時間になってきているんですけれども、
最後の締め的にちょっとやっていきたいので、もう
ちょっとだけお付き合いをお願いしたいと思います
（写真7）。
　今、御発表いただきました韓学長は、出張の御予
定がありまして席を外されましたけれども、よろし
くお願いいたします。
　それでは、今3人のプレゼンテーションを聞かれ
て、前田様、下関市長のお立場でコメントをいただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
○コメンテーター　前田晋太郎　やっと出番が、（笑
声）お待たせしました、市民の皆さん。（拍手）
　と言いましても、私の顔はしょっちゅう皆さん見
ていただいていますし、話も聞いていただいている
ので、今日は皆さんにとって非常に刺激のある、す
ばらしい時間になったのではないかな。時間が確か
に、今、先生言われたように長くなったかもしれな
いけど、それも楽しくてね、あっという間だったと
いうことなんだろうと思います。
　真護さんの活動は、実は、私、恥ずかしながら今
日初めてお聞きしまして。しかし、世界を越えて、
ガーナなんですよね。

○パネラー　長坂真護　そうですね。ガーナで。
○コメンテーター　前田晋太郎　ガーナをあそこまで
盛り上げて、もう国レベルで。何か今、日本で大使
とか、大使じゃないけれども、特命的な国から指示
を受けたり、何もまだしてないんですか。ご自分の
力で。

○パネラー　長坂真護　全くもうゼロから。もう資本
もなかったので、政府に頼らないのかみたいなこと
もすごく言われたんですけど、まず政府に頼る前に
自分が頼られる存在にならないと、ね。（拍手）あ
りがとうございます。

○コメンテーター　前田晋太郎　すごいですね。
○パネラー　長坂真護　力量が合わないじゃないです
か。だから、それまでは歯食いしばって、自分たち
の内部のインナーマッスル鍛えるんだみたいな。そ
ういうところに、この7年使ったって感じでした。

○コメンテーター　前田晋太郎　先ほどの話を一つ一
つ着地させていけば、もう恐らくこれは世界初の、
これまでも人類が見たことのないようなピースフル
な事例になると思いますし、ぜひ、先ほど晋三先生
の昭恵さんの絵もですね、5億、10億と言わず、本
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当に価値のあるもの、ぜひ下関に置いていただきた
いなと。

○パパネラー　長坂真護　分かりました。
○コメンテーター　前田晋太郎　いろいろ連携をさせ
ていただければなと。

○パネラー　長坂真護　ぜひ、はい。
○コメンテーター　前田晋太郎　今日御縁ですね。
○パネラー　長坂真護　ありがとうございます。
○コメンテーター　前田晋太郎　ありがとうございま
す。
　下関は、今、環境に対して非常に力を入れており
ます。よく自治体は、環境には力を入れていますよ
と。もう当たり前のように口にする市長はいっぱい
いると思うんですが、本当に今下関は力を入れてい
て。実は今年ですね、脱炭素先行地域という、国が
脱炭素の社会を実現してくれる自治体がやる気が
あったら応援しますよという制度があるんですが、
そこに手を挙げまして、非常に狭き門なんですけど、
第5次選考、5回目の選考に手を挙げまして、36自治
体が手を挙げたんですが、9個しか選ばれなかった
んですが、そこに見事採択を受けました。（拍手）
　これね、すばらしいニュースで、ただ、手、はい、
はいって手挙げていいわけじゃなくて、こういうこ
とをやって下関を元気にしていきますよ、環境問題
を改善していきますよという目標を掲げて、それを
プレゼンして、国に認めてもらう──ちょっと話し
過ぎですかね。いや、もうずっと待っていたんで、
もう、（笑声）湧き出てくる。

○パネラー　長坂真護　いやもう、聞きたい、マニ
フェストを聞きたいです。下関の。

○コメンテーター　前田晋太郎　例えばですね、もう
ね、簡単に言うと、まず皆さん環境に何かプラスの
ことを自分がやっていこうということを、手を挙げ
てくれた人たちにポイントを出します。ポイント
制度ね。このポイントがたまると、簡単に言うと
ちょっとプレゼントがある。要は目標を持ってもら
う。みんなに。環境に対して。例えば電気を一つ小
まめに消すこととか、こういう環境のイベントに参
加をしてくれたら、ポイントがつきますよと。皆さ
んの要は自分の持っているカードにポイントがた
まっていく。そういう、何か簡単にシンプルに言い
過ぎて、ちょっと軽く感じてしまうかもしれないけ
ど、これを全市民に、これを我々行政が主導して
やっていく。
　そして、また、電気会社の、今度、電力会社を下

関、今度春につくったんですよ。第三セクターで。
下関も資本金を入れてですね。これどういうことか
というと、今、皆さんごみ袋、毎日ごみ捨てるで
しょ。赤いごみ袋ね。どの家庭にも必ずあるんです
よ。このごみ袋は奥山の焼却場に行って燃やします
ね、行政がね。この熱を、燃やしたら熱が出ますけ
ど、すごい熱が出るんだけど、実はこの熱を電気に
我々は変えて中国電力に売却していたんです。大体
3億円分ぐらいの電気があります。毎年ね。この3億
円の利益をまた行政サービスに使っていたんだけれ
ども、これを先ほど言った電気会社に買い取らせる
ことにします。
　これから、今から、クリーンな電気を風力発電と
か太陽光とか、こういったものを全部買い取って、
今度は皆さんに安く売るようなシステムをつくりま
す。市民に。戦争が起きたときね、ウクライナで、
電気代めちゃくちゃ上がったでしょ。めちゃくちゃ
上がったんですよ、これ。中国電力。ああいう戦争
でとか、地震とか、有事の際に、世の中が動いて変
動すると、やっぱり電気とかエネルギーの価格って
上がるんです。どうしても。これ仕方がないですけ
れども。こういったものにも影響されないクリーン
な電気を下関はずっとサステナブルに皆さんに提供
する今仕組みをつくることにしました。
　こういったことを続けていくことで、当然、下
関市民の意識を変えたい。ごみを1つ誰かのために
拾ったり、誰かのために草を抜いてあげたり、誰か
のために隣のおばあちゃんに声をかけてあげて、み
んなで声をかけあっていくような優しい気持ちでい
られる下関市をつくっていくために、環境問題を改
善していくというのは様々なところに影響が出ます。
今日は時間が限られていますから、ざくっと話して
いますけれども、そういったことを応援する、皆さ
んにまたお力を借りながら、様々な新しいアイデア
が生まれれば、私は積極的にコミットしていきたい
なとも思っていますし、こんな感じですか。コメン
トになってないですかね、すみません。（笑声）

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし
た。とにかく市民にとっては、下関市は優しいまち
づくりを環境解決とともに実現されようと市長がし
ておられますから、ますます期待したいですね。あ
りがとうございます。

　　それでは、昭恵さんお願いします。
○コメンテーター　安倍昭恵　いや、本当、御2人の
プレゼンはすばらしかったですよね。もう少したく
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さんの方に聞いていただきたいなというふうには
思ったのですけど。今日来てくださった皆さんは長
い時間聞いていただいたので、ぜひ周りの方たちに、
こういう活動をしている人がいるんだよということ
をお伝えいただければと思います。
　私は人生で一番大事なことは御縁だというふうに
思っていて、御縁をどういうふうに活かしていくか
という。今日皆さんここにたまたまお声かけさせて
いただいて、時間があって来られて、この2人のお
話を聞いたというのも、すごい御縁の一つだという
ふうに思いますので、ぜひ、これを何かきっかけに
して、自分なりの何か環境に取り組んでいただけれ
ばうれしいなと思います。
　あのプレゼンだけ聞いていると、長坂真護ってす
ごい人だなと思うんですよ。でも彼は、すごくない
時代にいろいろありまして、多分もう調べてネット
で検索していただいたら、いろんな過去のことが出
てくると思うのですけれども。でも、そんな中で、
やっぱり、すごい強い思いで、今、話していてもで
すね、彼と、本当に前を向いて、人の悪口言ったり
とか、そういうのも一切なく、自分がやりたいこと
だけをひたすらに追い求めていっているという、そ
の姿がですね、やはり私はきっと周りの人たちもそ
れについていくし、きっと天とか神様もそれに向
かって協力していくしという、あるべき姿を示して
くれているのではないかなと思って、多くの若い人
たちに彼を見習ってもらいたいなというふうに思っ
ています。
　エリナさんは、もともと光のアーティストだった
ということを私はすっかり忘れていて、この海洋ご
みの、このブローチのことしか分かっていないぐら
いだったんですけれども、でも、やはり、そちらの
ほうにも導かれていったというのも、何か大きな
ミッションを持っていらっしゃるんだなと思います
し、その中でも大学生や子供たちが海洋ごみを拾っ
たりという地道な活動の中でいろんなことを感じて
いくというのがもう本当に大事なことだなと思うの
で、ぜひ、また今日お集まりの皆さんと一緒にです
ね、学生や若い人たちと一緒に、そういう活動をさ
せていただければうれしい。こういうものを、海岸
いっぱいありますから、ごみもいっぱいありますか
ら、それを拾って、みんなで作ったりみたいなこと
もできたらいいなあなんて思いながら聞いておりま
した。

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし

た。
　やはり、すごい御発表だったんだけれども、翻っ
て我々に置き換えて考えれば、今、昭恵夫人がおっ
しゃったように、個人の生活の中で、こういう環境
をアートするといいますか、そういうことが大切な
ことじゃないかなと思います。
　私、今、流木のブローチ、柏原先生のお作りに
なったものをつけさせていただいているのですけど。
流木などを材料にしているのだけども、ものすごく
洗練された造形で、感動させていただくような素敵
なものだと思うんですね。
　やっぱり環境問題というのは、身近な問題として
は、そういう美を感じるとか、あるいは、共感を覚
えるとか、そういう行動に移していけるようなきっ
かけというのは、やっぱり感動がないと駄目だと思
うんですね。美がないと駄目。だから、そういう意
味で、今日はとても示唆深いお話をいっぱいいただ
いたんだと思います。
　私もこのBGAPをずっと続けさせていただいて、
作品制作を続けています。本当に素朴なものですが、
私の作品「循環の風」というのを帰りに見てもらい
たいんです。私も一人の生活者として、身近なもの
に注目しました。サザエの蓋があるじゃないですか、
あれにですね、ドライバーで、すっごい強烈なドラ
イバーで、穴を2つ開けました。穴さえあればボタ
ンになるわけですよね。じゃあ、その表面を安定さ
せるためには、どうするのって。漆の大内塗の先生
に指導をいただいて、それで人工の漆を上から塗り
まして、それで何とか持続可能なものになるという
ことで、身近にあるごみというか、捨てるような物
ですね、そういう物をもう一回見直していけば、何
か新しい驚きとか、楽しさとか、そういうものが生
まれてきます。
　そういうことで、また皆さんと一緒にもっとボタ
ン作りしましょうかみたいなワークショップもした
いようなところですけれども、そんなようなふうに
思います。
　最後に、ちょっと時間がなくなったので、御一言
ずついただいて締めていきたいと思います。
　それじゃあ、柏原先生のほうからお願いします。

○パネラー　柏原エリナ　普段、私は東京の町田で活
動しているのですけれども、この下関までごみと一
緒に流れ着いたように（笑声）なっているんですけ
れども、何がきっかけになるか分かりません。なの
で、私も学生たちやワークショップする子供たちに
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何かのきっかけになればいいなと思いながら、いつ
もワークショップや作品発表をするようにしていま
す。

　　皆さんにとっても、きっと何がきっかけになるか
分からないと思いますので、ぜひ、水谷先生や昭恵
さんのこういう活動に引き続き御協力いただければ
いいなと思います。ありがとうございました。（拍
手）

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし
た。長坂さん、お願いします。

○パネラー　長坂真護　今日本当に初めて下関に来て、
初めての山口で、それの案内が昭恵さんだったとい
うの、すごく幸運で、初めましての皆さんと、そし
てすごい前向きな皆さんが集まっているなと思うん
ですね。こういう得体の知れない僕たちの話を聞き
に来てくれる時点で相当の先駆者であって、パイオ
ニアだなって本当に感じました。
　そして、さっき市長がグリーンポイントカードみ
たいな、つくるんだというのを言っていて、僕はこ
んなことをたくらんでいるんですけど、姉妹都市提
携を結んで、うちの農園とですね。そしたらモリン
ガ農園4,000本やっているんですね。（「何を」と
呼ぶ者あり）モリンガ。モリンガというのが、CO2

をほかの植物より50倍吸収するんですよ。かなり
カーボンニュートラルになるんですね。それでポイ
ントにしてもらえれば、多分ここのフグ全部食べら
れるんじゃないか。（笑声）それぐらい貢献してい
ると思うんですね。
　でも、それがコミュニティーだと思うんですね。
さっき、うん。コミュニティーをつくって、みんな
笑っているこの状態がコミュニティーなんです。
　そして、これだけのCO2を吸収した、削減し
た、認めてくださいという経済圏をつくって、そし
て、そのお金で、僕はフグ食べるのは冗談ですけ
ど、また苗を増やして、その苗がまたCO2を吸収し
て、カーボンニュートラルの世界をつくっていく。
これが皆さんが大事にしているいわゆるコクリエー
ション。みんなでやるんだ。みんなで一つのことを
目指してやっていくんだ。それは、無理なく、笑っ
て。無理なく、ポイントをもらってということを社
会的にインパクトに出せば、下関とガーナ、すごい
じゃん、すごい世界的なことやってるじゃんで、僕
らの価値も上がるんです。はい。それが（拍手）あ
りがとうございます。
　だから、クライシス、こういう環境問題とか、こ

ういう海洋プラスチックごみとか危機的なことで
不安になっちゃうんですけども、やっぱり僕らの
人間のこの知見を使って、笑いながら、さっきの
DOZANさんのレゲエじゃないけれども、みんな
ハッピーになりながら、社会問題、地球問題を解決
していくというやり方を、今日、何か、下関で再発
見できて見出すことができました。
　本当に今日は呼んでいただいてありがとうござい
ます。また、ぜひ呼んでください。（拍手）

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございまし
た。続いて、前田市長お願いします。

○コメンテーター　前田晋太郎　今日は本当皆さん長
時間にわたって、この下関でシンポジウムしていた
だいてありがとうございます。
　昭恵さんがずっと活動されていたのは私も知って
いるんですね。元秘書なので、それは当然知ってい
るんですけれども、いつ下関でやってくれるのか
な、ずっと思いながら、今日、このようなすばらし
いメンバーに囲まれて、柏原さんも先ほどすみませ
ん、私、コメント漏れてしまいましたけど、すばら
しい活動で、下関も海に囲まれていますし、ビーチ
クリーンの意識とかも結構市民に定着をしている町
でもありますし、皆さんの柏原さんの活動を、また
下関もたくさんもっと市民に知っていただいて、ま
た自分たちのまた、そういった活動につなげてもら
えるとうれしいなとか思ったりもしました。この活
動チームの名前がBGAP、BGAPですね。もっと下
関の市民に知っていただくように、次、何ができる
かなということを今日すごく痛切に感じております
し、皆さんにお力いただきながら、先ほど言った環
境問題の取組も頑張ってやっていきたいなと思いま
すので、皆さんどうぞよろしくお願いします。
　今日はどうもありがとうございました。（拍手）

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございます。
昭恵さん、お願いします。

○コメンテーター　安倍昭恵　本当に今日は長い間あ
りがとうございました。
　真護さんが言っていたサステナブルの経済と、私
もこのメッセージにも書いたんですけど、経済と環
境って相反するもののように思っていて、日本の霞
が関では経産省の力のほうが全然強くて、環境省っ
て予算も少ないしという中で、でも、今からは、そ
れが一緒に伸びていくということが本当の意味での
サステナブルなんだなというのを改めて感じました。
　それから、海外で活動している人に対して、よく
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海外のことより日本のことをやってくださいという
人がいるんですけれども。私、電子機器のごみの山
というのは何となく想像がつくと思うんですけれど
も、洋服が海岸に山積みになっているというのを見
たときにすごくショックだったんですね。それは善
意なんですよ。みんなアフリカで着る物もなくて
困っている人がいるだろうから、じゃあ私たちが着
ない物を送ってあげましょうという、私たちの善意
があのようなごみになってしまっているという現実
があるということを知ったときに、すごく、電子機
器の山もごみの山もそうなんだけど、そっちのほう
がむしろもっと私にとってはショックで、私たちが
よかれと思ってやっていることが実はものすごく迷
惑になっていることもあるんだということも、いろ
んなことをやっぱりこれから世界のことも知ってい
かなきゃいけないんだなということを真護君から教
えてもらっています。やっぱりテレビの情報とかだ
けではなく、今いろんな情報があるので、目を見開
けば、いろんなところにアクセスできるので、皆さ
んいろんな情報をこれから取って、賢くなって、自
分の行動をそこから決めていっていただきたいなと
いうふうに思います。今日はありがとうございまし
た。（拍手）
　それから、ごめんなさい。市長が挨拶もなく、こ
んな、ずうっと1つの会にいるということは普通の
ことではないので、（笑声）市長は本当に主人の秘
書だからというわけじゃないですけれども、本当に
すばらしい市長だと私は思っているので、（拍手）
これからも応援していただけると思います。（拍
手）

○モデレーター　水谷由美子　ありがとうございます。
本当に最後の短い時間しか御発言していただけな
かったこと（笑声）申し訳ございません。多分、短
くても濃い強い力でおっしゃって、皆さんの心に響
いたんじゃないかなと思っております。
　今日の企画は、最初、長坂真護さんの「サステナ
ブル・キャピタリズム」という提唱されている考え
と、そしてその活動というものをまず皆さんに知っ
ていただきたいというところから始まったわけなん
です。要するに環境問題というのは、今日楽しいと
か、美しいとか、そういうことに関連している柏原
先生の作品だとか、いろいろものを見ていただいた
と思うんですが、文化と環境と経済が循環するとい
う考え方の下で、長坂さんがこれだけ個人という、
いわゆる政府の委託を受けてどうのではなくて、自

らがやってらっしゃるというのを皆さん聞かれたと
思います。それはすばらしいことですね。そういう
ところに学んで、我々も環境をよくすることは楽し
いことだし、それはお金が循環したりして人々の生
活を豊かにしていくこととつながっているんだとい
う、そういうふうなことが可能性としていっぱいあ
るということを再認識した中で、何が自分で活動し
ていけるのか、行動できるかというところにいろん
な示唆をいただけたのではないかなというふうに
思っております。
　今日は大変長い時間お付き合いいただいて本当に
ありがとうございました。
　そして今日ハワイの皆さんも、ずっと付き合って
いただきました。日本語が分かんなかったかもしれ
ませんけれども、彼女たちが着物をアップサイクル
して、ハワイの神様だったり、自然だったり、そう
いうものの思想を作品に込めて作ってくださってい
ます。それを日本文化の着物とミックスしてという
ことで、アップサイクルということをしながら、国
際交流だったり、色んな相互に学び合える、感じ合
える、そういう機会としての作品ということでござ
います。最後にお帰りになるときに、改めてまたそ
れぞれの作品を御覧いただけるとうれしいなと思い
ます。
　今日は本当にパネラーの先生、そしてコメンテー
ターの先生どうもありがとうございました。
　皆さん拍手をお願いいたします。（拍手）
　それでは、マイクを司会の方にお戻しします。

○司会　高松綾香　
　水谷実行委員長、ありがとうございました。
　そしてパネラー、コメンテーターの皆様に大きな
拍手を改めてお送りください。（拍手）ありがとう
ございました。
　以上をもちまして、ブルー＆グリーンアートプロ
ジェクト2024「海と陸とアップサイクル」の全プロ
グラムを終了いたします。
　長時間、皆様ありがとうございました。
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付録Ⅰ–２　 海と陸とアップサイクルプログラム　転載
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３

展覧会出展者 紹介

シンポジウム 

14：35 ~

15：00 ~

閉会 16：40

展覧会終了 17：00

ミニコンサート

基調プレゼン
テーション

水谷 由美子（ブルー＆グリーンアートプロジェクト BGAP 実行委員長 ）

14：00 ~

14：10 ~

開演・挨拶

【来賓紹介】

【友情出演】

前田 晋太郎（下関市長）

【主催者挨拶】
安倍  昭恵（BGA P 会長・元内閣総理大臣故安倍晋三夫人）

【来賓挨拶】
柳居  俊学（山口県議会議長）
吉田  真次（衆議院議員） 

DOZAN11 aka 三木道三 （レゲエミュージシャン）
かしこみかしこみ /新しい未来  /  大仕事 / Lifetime Respect

韓 昌完 （下関市立大学学長）
「街とその不確かな未来と教育ー環境、芸術教育を中心に」
下関市はこれまで港湾都市として繁栄してきたが、産業構造の変化や急速に進む少子高齢化など多くの課題に直面しており、その未
来が不確かなものとなってきている。世界では、都市再発展の重要なキーワードとして「環境」、「芸術」、またそれに対する「教育」
が重要視されている。フランスのナント市をはじめ、世界の取り組みを紹介し、今後の下関市の方向性を探ってみることとする。

長坂 真護（アーティスト）
「サステイナブルキャピタリズム、輝かないものはこの世にない」
1957 年国際社会より独立を果たしたガーナ共和国、しかしガーナの国旗に黒い星がデザインされている理由は【未だ我々の星（自
由と正義）は輝いていない】というアイロニーが含まれている、70年余り経過した現代においてもその状況は変わらない、そこに一石
を通す社会問題解決型アーティスト、長坂真護が仕掛ける、サステイナブル ×キャピタリズムのその全貌の本意を来場者皆様にお伝え
させて下さい！

柏原 エリナ（ライトモードアーティスト）
「海洋プラスチック問題に光をあてる」
2019 年カナダ・バンクーバーで開催された、海洋プラスチックゴミ問題をテーマにした “Future Oceans 2019” への参加以降、柏
原が講師として担当した、東京都町田市の桜美林大学、玉川大学、名古屋市の金城学院大学での、海洋ゴミ問題をテーマにした学生
たちとの取り組みを制作途中も併せて紹介する。またこのテーマを得た以後のSDGsを意識した柏原の制作作品も写真で紹介する。

【パネラー】

【コメンテーター】

【モデレーター】

前田 晋太郎（下関市長）
安倍 昭恵（元 内閣総理大臣故安倍晋三夫人）

水谷 由美子（山口県立大学名誉教授 ）

（15 分休憩）

「農業文化振興からアートを通じた海と陸を繋げた地域文化創造の活動へ」
2013 年から長門市をフィールドとして農業文化振興を目指し７回行われたアグリアート・フェスティバルAAFの後継として、ブルー＆
グリーンアートプロジェクト BGAP が 2020 年にはじまった。活動の場所は、周防大島町、山口市そして下関市へと拡大されている。
また年間の回数も増えており、地域住民への日常的な教育的視点を持った BGAP 大学の構想の一環としても期待がかかっている。国
連で採択された SDGs の活動の広がりの中で、海と陸の課題は繋げて取り組まれるべきだというサステナブルな考えと実践、そして環
境問題を芸術文化で課題解決する方法を探ることがBGAPの特徴である。今回は2013年からの活動の経緯と現在について紹介する。

プログラム
【司会】高松 綾香（アナウンサー）
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Ma r i a  R a z z a u t i　
UN I V E R S I T Y  O F  H AWA I I  M A U I  C O L L E G E  F A S H I O N  T E C H  I N S T R U C T O R

アーティスト。ハワイ大学マウイ・カレッジのファッション・テクノロジーを卒業。2017年、学生時代にUHMC代表に選ばれ、
山口県スーパーグローバルファッションワークショップに参加。2015年よりUHMCでファッション・テックの講師を務め、単位
取得コースと非取得コースを指導。2022年にはアート、アクセサリー、ファッションのブランド「ハッピー・アイランド・ガ
ール」を立ち上げた。今回は、山口県立大学水谷由美子名誉教授から提供されたヴィンテージ着物をアップサイクルするプロジ
ェクトの学生指導を行った。

６

◆山口ファッション＆テキスタイル研究所 Y-FATI /  山口企画デザイン研究所 Y-PADI◆

no.

06
カイサヨコ　
Ka i  S a y o k o  

テキスタイル作家

「Wa k e  m e  u p !」
織物産地は素材の宝庫である。糸や布、眠っている素材たちの声が渦巻いている。
大地からの恵の鮮やかなブルーに目覚めさせてもらったかのように素材は命を吹き
返す。海のブルーが心を癒してくれるように身に纏う人や周りの人の心へ穏やかな
空気が流れ人々の心を癒してくれますように。
素材：絹織生地（丹後ちりめん） 絹糸
技法：自家栽培藍生葉染
協力：与謝野町立織物技能訓練センター　田茂井康悦

no.

07

周南公立大学非常勤講師
手芸サークル主宰

小田  玲子　
Oda  R e i k o

「白銀比のプルオーバー&スカート」
反物で真四角のプルオーバーを作ってみようと思い、シンプルなデザインを追求し
ました。取り外し可能な襟も作った。完成後「白銀比」という日本古来の美的比率
があることを知った。試しにパーツの比率を調べたら近似値が出たので驚いた。も
らった反物でボックスプリーツ付きのギャザースカートを作って合わせた。

no.

08
おおうち  あみ　
Ou c h i  Am i

ニットデザイナー

「球体ピンタックワンピース」
透かし模様の着物の裏を見て着想を得た作品。織物の技法に驚き、表と裏を組み合
わせ作品にすることで、織物の奥深さと面白さを表現した。さらにボールを布で交
互につつむことでピンタックとなり、ボリュームたっぷりの作品となった。

武永  佳奈　
Ta k e n a g a  Y o s h i n a

倉敷市立短期大学
専任講師

「芒に月」
廃棄となる２枚の着物を使い、和を感じさせるスーツを制作。花札の「芒に月」の
配色と、ジャケットとパンツにかけ繋がる円で、調和や力強さを表現した。

no.

09

no.

04
-3

B r i e l l e  P a c l i - D o n a t o　
「Wa i K ō」
マウイ島で栽培されているサトウキビを表している。白と桃色の振袖は、マウイの公式カラーであるピンクを、ドレ
スの脇を流れる紫の道行とブルーのオーガンジーは、労働者が作った灌漑用水を象徴している。ドレスの裾には、サ
トウキビを模した緑色の装飾を取り付けた。

no.

05 水谷  由美子　
Mi z u t a n i  Y um i k o

山口県立大学名誉教授

「循環の風」
着古された道行コートを使い、着物風ワンピースをデザインした。一切、切られ
ていないコートは手縫いで加工したため元の着物に戻り循環する。端切れのパッ
チワーク、縫いとめる、内側の紐で吊り上げるなどの技法により、風がもたらし
た造形というイメージを表現した。サザエの蓋を洗浄・穴空け・表面漆装などの
加工を施し、オリジナルな装飾用ボタンを制作した。
着物提供：田村哲信　ボタン加工指導：桑原大内塗大内人形製作所　
協力：原亜紀夫　松浦奈津子

G u e s t  f r om  U HMC .  
Mrs. Stephanie Ohigashi, Director of UHMC International Office　/　Dr. Valerie Matsunaga, Director of UHMC Pharmacy Technology Program
Mr. Lee Ohigashi, Regent Emeritus, University of Hawaii　/　Mr. Alan Matsunaga, Retired, First Hawaiian Bank
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